
R812B001

ナン バリ ン グ

基礎解析学１ ( Basi c Cal cul us 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  福田　 亮治， 渡邉　 紘， 沖田　 匡聡( 非) ， 馬場　 清( 非) ， 吉田　 祐治( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

こ れま で学校で習ってき た数学の知識（ 計算の技術や， 論理的な思考方法など ） を系統的に整理し ， 具体的な問題の解決に応用する 力を養いま す。 計算結果に一喜一憂する

のではなく ， なぜそう なる のか， なぜそう なる べき なのかを論理的に考える 習慣を身につけま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象的な数理現象と 具体的

な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る こ と 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

単純な計算， 典型的な計算を常に正し く 実行でき る こ と 。

論理的な文章（ 例えば教科書） を書いてある と おり に正確に理解でき る こ と 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

初等関数の完成と その微積分1

初等関数の完成と その微積分2

初等関数の完成と その微積分3

初等関数の完成と その微積分4

初等関数の完成と その微積分5

初等関数の完成と その微積分6

初等関数の完成と その微積分7

初等関数の完成と その微積分8

初等関数の完成と その微積分9

微積分の利用10

微積分の利用11

微積分の利用12

微積分の利用13

微積分の利用14

微積分の利用15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。 　

Moodl e等の活用
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は， 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。準備

学修

事後

学修

大多数の学生は， 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。 計算の反復練習を嫌がら ないこ と と ， すぐ には模範解答に頼ら ないこ と

が， 学力の定着と 能力の向上につながり ま す。

教科書

長崎　 憲一， 橋口　 秀子， 横山　 利章 著： 明解　 微分積分[ 改訂版] ， 培風館

参考書

（ １ ） 佐藤　 恒雄， 吉田　 英信， 野澤　 宗平， 宮本　 育子 著： 初歩から 学べる 微積分学， 培風館

（ ２ ） 石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験や小テス ト など

学期末試験

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R812B002

ナン バリ ン グ

基礎代数学１ ( Basi c Al gebr a 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1
理工学部理工

学科
前期

氏名  大隈　 ひと み・ 田中　 康彦・ 武口　 博文（ 非） ・ 新庄　 慶基（ 非）

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

連立一次方程式を解く 過程を見直すこ と によ り ， 自然に行列の概念に到達し ま す。 行列の演算のも つ性質を深く 調べる と ， 無味乾燥に思われる 計算が実は幾何学的な意味を

持つこ と に気づき ま す。 単に結果がどう なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象的な数理

現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 行列の基本変形を用いて連立方程式を解く こ と ができ る 。

目標4 論理的な文章（ 例えば教科書） を書いてある と おり に正確に理解でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

単純な計算， 典型的な計算を常に正し く 実行でき る 。

線形変換を表す行列を求める こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

行列と その演算          行列， 加法， ス カラ ー乗法， 乗法， 交換法則， 結合法則1

行列と その演算          行列， 加法， ス カラ ー乗法， 乗法， 交換法則， 結合法則2

行列と その演算          行列， 加法， ス カラ ー乗法， 乗法， 交換法則， 結合法則3

行列と その演算          行列， 加法， ス カラ ー乗法， 乗法， 交換法則， 結合法則4

列式と その応用          行列式， 正則行列， 逆行列5

列式と その応用          行列式， 正則行列， 逆行列6

列式と その応用          行列式， 正則行列， 逆行列7

幾何学的な取り 扱い          直線・ 平面の方程式， 方向ベク ト ル， 法線ベク ト ル， 一次変換8

幾何学的な取り 扱い          直線・ 平面の方程式， 方向ベク ト ル， 法線ベク ト ル， 一次変換9

幾何学的な取り 扱い          直線・ 平面の方程式， 方向ベク ト ル， 法線ベク ト ル， 一次変換10

幾何学的な取り 扱い          直線・ 平面の方程式， 方向ベク ト ル， 法線ベク ト ル， 一次変換11

連立一次方程式の解法          係数行列、 拡大係数行列， 掃き 出し 法12

連立一次方程式の解法          係数行列、 拡大係数行列， 掃き 出し 法13

連立一次方程式の解法          係数行列、 拡大係数行列， 掃き 出し 法14

線形代数の応用15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて， 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って， その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。

習熟度別ク ラ ス 編成を行いま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は、 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。準備

学修

事後

学修

大多数の学生は、 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。

教科書

高橋　 大輔 著： 理工基礎線形代数， サイ エンス 社

参考書

石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

基礎数学研究会 編： 新版基礎線形代数， 東海大学出版会

必要に応じ て印刷物を配付し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート ま たは中間試験

期末試験

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。 　

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R812B003

ナン バリ ン グ

基礎解析学２ ( Basi c Cal cul us 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  渡邉　 紘・ 原　 恭彦・ 吉田　 祐治( 非) ・ 馬場　 清( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

われわれのま わり の自然現象が， さ ま ざま な関数を使って記述さ れる こ と に気づいても ら いま す。 そのう えで， それら の関数の性質を調べる ための手段・ 道具と し て， 微分

積分法の基礎を身につけま す。 単に結果がど う なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象的

な数理現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る こ と 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

初等関数の微分積分など の単純な計算， 典型的な計算がつねに正し く 実行でき る こ と 。

論理的な文章をじ っく り と 読んで， 書いてある と おり に理解でき る こ と 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式1

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式2

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式3

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式4

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式5

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分6

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分7

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分8

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分9

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分10

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値11

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値12

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値13

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値14

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。

習熟度別ク ラ ス 編成を行いま す。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書を使って予習し ま し ょ う 。 ( 15h)準備

学修

事後

学修

教科書を使って復習し ま し ょ う 。 ( 30h)

教科書

長崎　 憲一， 橋口　 秀子， 横山　 利章 著： 明解 微分積分 改訂版， 培風館， 2019年,  I SBN9784563012298

参考書

（ １ ） 佐藤　 恒雄， 吉田　 英信， 野澤　 宗平， 宮本　 育子 著： 初歩から 学べる 微積分学， 培風館

（ ２ ） 石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

中間試験や小テス ト など

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R812B004

ナン バリ ン グ

基礎代数学２ ( Basi c Al gebr a 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  寺井　 伸浩・ 大隈　 ひと み・ 新庄　 慶基( 非) ・ 武口　 博文( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

方程式が定める 図形と いう 考え方をおし 進めて， 図形のも つ幾何学的性質を代数的な計算によ って調べる 方法を身につけま す。 抽象的な概念に対し て， その具体的なイ メ ー

ジを思い浮かべる 練習をし ま す。 単に結果がど う なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象

的な数理現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

ベク ト ルや行列の線型演算と ， それに付随する さ ま ざま な概念を説明でき る 。

論理的な文章をじ っく り と 読んで， 書いてある と おり に理解でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列1

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列2

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列3

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列4

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列5

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化6

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化7

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化8

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化9

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化10

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号11

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号12

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号13

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号14

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて， 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って， その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。

習熟度別ク ラ ス 編成を行いま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は， 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。 教科書をあら かじ め読んでおき ， 疑問点を整理し ておく と 良いでし ょ う

。
準備

学修

事後

学修

大多数の学生は， 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。 教科書やノ ート を参考に自分で練習問題を解く こ と が， 学力の定着につ

ながり ま す。

教科書

高橋　 大輔 著： 理工基礎線形代数,  サイ エンス 社,  2000年,  978-4-7819-0968-4

参考書

石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房,  1999年,  978-4-7853-1517-7

基礎数学研究会 編： 新版基礎線形代数， 東海大学出版会,  2007年,  978-4486017479

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末統一試験

中間試験や小テス ト など

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R842B005

ナン バリ ン グ

基礎解析学３ ( Basi c Cal cul us 3)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  吉川　 周二・ 吉田　 祐治( 非) ・ 馬場　 清( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

われわれのま わり の自然現象が， さ ま ざま な関数を使って記述さ れる こ と に気づいても ら いま す。 そのう えで， それら の関数の性質を調べる ための手段・ 道具と し て多変数

関数の微分積分法の基礎を身につけま す。 単に結果がど う なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つ

ねに抽象的な数理現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し

ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る こ と 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○

基本的な関数の偏微分や重積分など の単純な計算， 典型的な計算がつねに正し く 実行でき る こ と 。

論理的な文章をじ っく り と 読んで， 書いてある と おり に理解でき る こ と 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

微分法の基礎理論 ： 偏微分， 微分の連鎖， 陰関数1

微分法の基礎理論： 偏微分， 微分の連鎖， 陰関数2

微分法の基礎理論 ： 偏微分， 微分の連鎖， 陰関数3

微分法の基礎理論 ：  偏微分， 微分の連鎖， 陰関数4

微分法の基礎理論： 偏微分， 微分の連鎖， 陰関数5

積分法の基礎理論 ：  重積分， 逐次積分， 変数変換6

積分法の基礎理論：  重積分， 逐次積分， 変数変換7

中間テス ト8

積分法の基礎理論 ：  重積分， 逐次積分， 変数変換9

積分法の基礎理論 ：  重積分， 逐次積分， 変数変換10

微積分の応用 ： 極値問題， 立体の体積や表面積11

微積分の応用 ：  極値問題， 立体の体積や表面積12

微積分の応用 ： 極値問題， 立体の体積や表面積13

微積分の応用 ：  極値問題， 立体の体積や表面積14

微積分の応用 ： 極値問題， 立体の体積や表面積15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。

演習問題を豊富に準備し ている 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は、 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。準備

学修

事後

学修

大多数の学生は、 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。

教科書

長崎　 憲一， 橋口 秀子， 横山　 利章 著： 明解　 微分積分， 培風館

参考書

（ １ ） 佐藤　 恒雄， 吉田　 英信， 野澤　 宗平， 宮本　 育子 著： 初歩から 学べる 微積分学， 培風館

（ ２ ） 石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間テス ト や小テス ト ・ 演習など

期末テス ト

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R842B006

ナン バリ ン グ

基礎代数学３ ( Basi c Al gebr a 3)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  小畑　 経史( 非) ・ 新庄　 慶基( 非) ・ 武口　 博文( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

行列の図形を移動さ せる 働き に着目し て， ど のよ う な行列によ って， どのよ う な図形が， ど のよ う な図形に移る かを考えま す。 抽象的な概念に対し て， その具体的なイ メ ー

ジを思い浮かべる 練習をし ま す。 単に結果がど う なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象

的な数理現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る こ と 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

連立一次方程式の解法を理解し ， 固有値や固有ベク ト ルの計算に活用でき る こ と 。

論理的な文章をじ っく り と 読んで， 書いてある と おり に理解でき る こ と 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式1

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式2

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式3

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式4

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式5

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル6

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル7

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル8

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル9

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル10

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化11

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化12

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化13

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化14

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題（ 基礎的・ 発展的） を解く 機会を設

けま す。 演習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の

理解度が高ま り ま す。

習熟度別ク ラ ス 編成を行いま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は、 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。 あら かじ め教科書を読み疑問点を整理し ておく こ と 、 計算問題を解いて

おく こ と はよ い予習のやり 方です。
準備

学修

事後

学修

大多数の学生は、 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。 ノ ート を読んで論理の進行を追える か確かめてく ださ い。 練習問題（ 計

算問題、 証明問題） を解く こ と は、 理解の定着のためには必須の事項です。

教科書

高橋　 大輔 著： 理工基礎線形代数， サイ エンス 社

参考書

石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

基礎数学研究会 編： 新版基礎線形代数， 東海大学出版会

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末統一試験

中間試験や小テス ト

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

全ク ラ ス で学期末統一試験を実施し ま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う 十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R812B007

ナン バリ ン グ

データ サイ エン ス( Dat a Sci ence)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修（ 物理学

連携， 電気電

子， 機械工学

， 知能機

2 1年

理工学部理工

学科　 物理学

連携プロ グラ

ム， 電気エネ

後期

氏名  貞弘晃宜（ 取り 纏め） ， 近藤隆司， 工藤孝人， 池内秀隆， 平田　 誠， 西垣　 肇， 富来礼次

E-mai l    sadahi r o@oi t a-u. ac. j p（ 貞弘）    内線   7802（ 貞弘）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

デジタ ル化と グロ ーバル化の急速な普及によ り 社会・ 産業の転換が大き く 進んでいる 。 データ と それを扱う 数理およ びそれら を活用し た AI  は、 今後のデータ 駆動型社会に

おいて、 全ての学生が学び身につける べき リ ベラ ルアーツ である と いえる 。 本講義では「 数理・ データ サイ エンス ・ AI （ リ テラ シーレ ベル） モデルカリ キュ ラ ム」 の導入・

基礎・ 心得にあたる 部分を講義・ グループワ ーク ・ 実データ を用いた演習によ り 修養する 。

目標1

目標2

目標3 データ の特徴を読み解き 、 起き ている 事象の背景や意味合いを理解でき る

目標4 データ の比較対象を正し く 設定し 、 数字を比べる こ と ができ る

目標5 適切な可視化手法を選択し 、 他者にデータ を説明でき る

目標6 データ ・ AI を利活用する 際に求めら れる モラ ルや倫理について理解する

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○

データ ・ AI  によ って、 社会及び日常生活が大き く 変化し ている こ と を理解する

帰納的推論と 演繹的推論の違いと それら の利点・ 欠点を理解する

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

授業の進め方・ データ サイ エンス 入門と の関係1

社会における データ ・ AI 利活用 #1（ グループワ ーク ）2

社会における データ ・ AI 利活用 #2（ 成果発表）3

データ リ テラ シー： 準備、 データ を扱う （ データ の並び替え、 csv）4

データ リ テラ シー： データ を読む１ （ データ の種類と データ の分布）5

データ リ テラ シー： データ を読む２ （ 相関と 因果、 母集団と 標本抽出）6

データ リ テラ シー： データ を読む３ （ ク ロ ス 集計、 分割表、 相関係数行列、 散布図行列）7

データ リ テラ シー： データ を説明する １ （ データ 表現・ チャ ート 化）8

データ リ テラ シー： データ を説明する ２ （ データ の比較・ 不適切なグラ フ 表現）9

機械学習： 教師あり 学習１ （ 線形回帰分析、 SVM）10

機械学習： 教師あり 学習２ （ 決定木分析、 NN）11

機械学習： 教師あり 学習３ （ ナイ ーブベイ ズ法,  K-NN）12

機械学習： 教師なし 学習１ （ ク ラ ス タ ー分析、 主成分分析、 因子分析）13

機械学習： 教師なし 学習２ （ アソ シエーショ ン分析）14

データ ・ AI 利活用における 留意事項（ グループワ ーク ）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習を行う こ と によ り 理解度の確認を行う 。 なし
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

データ サイ エンス 入門の知識の確認を授業前に行う こ と （ ３ ０ 分）準備

学修

事後

学修

学習内容の復習を行う こ と （ ６ ０ 分）

教科書

教養と し てのデータ サイ エンス （ データ サイ エンス 入門シリ ーズ） , 北川 源四郎, 講談社， 1, 980円（ 税込） ， 2021年

参考書

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート ・ 演習 100% ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
授業で演習を行う ので， ノ ート パソ コ ン持参のこ と 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:sadahiro@oita-u.ac.jp


R842B008

ナン バリ ン グ

力学( Mechani cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  長屋　 智之， 末谷　 大道， 岩下　 拓哉， 近藤　 隆司

E-mai l    nagaya@oi t a-u. ac. j p,  suet ani @oi t a-u. ac. j p, t i washi t a@oi t a-u. ac. j p,  r yuj i -kondo@susi .

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

力学は物理学の分野の中で最も 基礎的なも のである 。 物理法則の基本理論を簡潔に記述し ており ， 他の分野の体系化を行う 際のモデルと なる 。 こ こ では， 質点に作用する 力

と 運動の関係について， 微積分を基礎にし たニュ ート ン力学を学び， こ れをも と に物理学の基本的考え方を理解する 。

目標1

目標2

目標3 仕事と エネルギーについて把握し ， 保存力について力学的エネルギー保存則を理解でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

座標， 速度， 加速度の関係を微分・ 積分を用いて記述する 運動学を理解でき る 。

ニュ ート ンの運動方程式を理解でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

運動の表し 方（ １ ） 　 位置と 座標系， 極座標， 次元1

運動の表し 方（ １ ） 　 ベク ト ルの基本， 問題演習2

運動の表し 方（ ２ ） 　 速さ ， 速度， 加速度， 等加速度運動3

運動の表し 方（ ２ ） 　 円運動， ホド グラ ム4

運動の表し 方（ ２ ） 　 問題演習5

力と 運動　 ニュ ート ンの運動法則， 色々な力6

力と 運動　 問題演習7

中間試験8

色々な運動　 放物運動， 空気抵抗9

色々な運動　 微分方程式の変数分離法によ る 解法10

色々な運動　 束縛運動， 単振動11

色々な運動　 演習12

エネルギーと その保存則　 仕事， 保存力13

エネルギーと その保存則　 位置エネルギー， エネルギー積分14

エネルギーと その保存則　 問題演習15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

内容の理解には数式の導出が必要になる ため， 講義の途中で隣の学生と

の教え合いの時間を設ける 。 演習問題は宿題と し ， 受講生が板書し て解

答する 。

LMS( Moodl e) を利用する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書や参考文献等の情報を必要に応じ て予習する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

演習課題に取り 組む( 45h) 。

教科書

永田一清著　 「 新・ 基礎力学」 サイ エンス 社， ２ ０ ０ ５ 年

参考書

参考書を指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間テス ト

期末テス ト

50% ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
高校ま での力学と 違って， 微積分をベース にし て運動の法則を考察する 。 高校ま での数学的知識が不足し ている と ， 講義内容が分から なく なる ので， 高校数学の復

習を行う こ と 。 教員が指示する 宿題を行う こ と 。

備考
再履修は， 元々受講し ていた教員のク ラ ス を受講する 。

リ ン ク
URL

mailto:nagaya@oita-u.ac.jp
mailto:suetani@oita-u.ac.jp
mailto:tiwashita@oita-u.ac.jp


R841B009

ナン バリ ン グ

原子と 分子( At oms and Mol ecul es)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

オン ラ イ ン （ オン デマ

ンド 型）

必修／選択 2 １ 年
理工学部理工

学科
前期

氏名  大賀　 恭

E-mai l    yohga@oi t a-u. ac. j p   内線   7958

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

物質科学の基礎と し ての化学を， 原子・ 分子と いう 微視的観点から 学ぶこ と によ って， 物質の成り 立ちについての理解を深める こ と を目指す。

目標1

目標2

目標3 原子同士の結合の種類と それら の成り 立ちを説明でき る

目標4 結合様式の違いに基づいて， 物質の構造と 性質を説明でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

基本物理量， 単位を用いて， 適切な有効数字で測定値を表現・ 取り 扱う こ と ができ る

物質を構成する 基本単位である 原子の構造を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

受講にあたっての注意事項， 第1章　 化学の基本： 物質の分類1

第1章　 化学の基本： 元素と 元素記号2

第2章　 単位と 測定値の扱い： SI 単位3

第2章　 単位と 測定値の扱い： 有効数字4

第3章　 原子の構造と 性質： 電子と 原子核5

第3章　 原子の構造と 性質： ボーアのモデル6

第3章　 原子の構造と 性質： 原子軌道7

第3章　 原子の構造と 性質： 電子配置8

第4章　 原子から 分子へ： 共有結合9

第4章　 原子から 分子へ： 混成軌道10

第4章　 原子から 分子へ： π結合・ 共鳴11

第4章　 原子から 分子へ： 電子対反発則・ 極性12

第4章　 原子から 分子へ：  分散力・ 水素結合13

第5章　 いろいろな結晶： イ オン結晶・ 金属結晶・ 共有結合結晶14

第5章　 いろいろな結晶： 半導体15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回の講義内容に関する チェ ッ ク テス ト と 演習問題を課す。 毎回の課題は添削・ 採点し て， 解答例と 解説を付けて返却する

。 特に理解が不十分だと 思われる 点は， 解説のオンデマンド 資

料を作って復習に役立つよ う にする 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前に教科書， 講義資料に目を通し ておく ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

毎回の講義内容に関する １ ～２ 題の演習問題を課すので， 教科書， 講義資料を見直し ながら 問題を解いて復習する こ と ( 30h) 。

教科書

浅野 努， 上野正勝， 大賀 恭 共著「 第４ 版 FRESHMAN化学」 ， 学術図書出版社， 2022年， I SBN 978-4-7806--1034-5

参考書

浅野　 努， 荒川　 剛， 菊川　 清　 共著「 第4版　 化学－物質・ エネルギー・ 環境－」 ， 学術図書出版社， 2008年， I SBN 978-4-7806-0117-6

浅野　 努， 上野正勝， 大賀　 恭　 共著「 原子・ 分子から 学ぶ化学の世界－基礎化学・ エネルギー・ 環境－」 ， 学術図書出版社， 2009年， I SBN 978-4-7806-0172-5

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

毎回の演習課題

毎回のチェ ッ ク テス ト

期末試験

40% ○ ○ ○ ○

10% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

注意事項
講義はプロ ジェ ク タ を用いて行う 。 画面に表示する 内容（ 講義資料） は， 事前にMoodl eから ダウ ンロ ード する こ と 。 関数電卓， excel の操作ができ る よ う にし ておく

こ と 。

備考
複数コ ース 対象科目である ため， 「 具体的な到達目標」 の「 DP項目と の対応」 は， 「 大分大学理工学部卒業認定・ 学位授与の方針」 と の対応を記載し ている 。

リ ン ク
URL

mailto:yohga@oita-u.ac.jp


R841B010

ナン バリ ン グ

物質の状態と 変化( St at es and Changes of  Mat t er )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

オン ラ イ ン （ オン デマ

ンド 型）

選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  大賀　 恭

E-mai l    yohga@oi t a-u. ac. j p   内線   7958

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

前期開講の「 原子と 分子」 の内容を踏ま えて， 原子・ 分子の集合体と いう 巨視的観点から 物質をと ら え， 物質の状態と 変化の背後にある 原理について学ぶこ と によ って， よ

り いっそう 物質についての理解を深める こ と を目指し ， 特に基本原理の理解に重点を置く 。

目標1

目標2

目標3 化学反応を支配する 因子に基づいて， 反応機構を説明でき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

状態図に基づいて， 物質の状態と 相変化を説明でき る

熱力学第一法則， 第二法則， 第三法則に基づいて， 関連する 自然現象を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

受講にあたっての注意事項， 第6章　 分子の世界１ ： 相図1

第6章　 分子の世界１ ： 状態方程式2

第7章　 分子の世界２ ： 固体と 液体3

第7章　 分子の世界２ ： 溶液の性質4

第8章　 エネルギーと エント ロ ピ ー： エンタ ルピ ー5

第8章　 エネルギーと エント ロ ピ ー： エント ロ ピ ー6

第8章　 エネルギーと エント ロ ピ ー： ギブズエネルギー7

第9章　 化学平衡の原理： 平衡定数8

第9章　 化学平衡の原理： ルシャ ト リ エの原理9

第10章　 酸と 塩基： 酸解離定数10

第10章　 酸と 塩基： 中和反応と 酸塩基滴定11

第11章　 酸化と 還元： 酸化数12

第11章　 酸化と 還元： 電池13

第12章　 反応の速度： 速度定数と アレ ニウ ス 式14

第12章　 反応の速度： 触媒の働き15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回の講義内容に関する チェ ッ ク テス ト と 演習問題を課す。 毎回の課題は添削・ 採点し て， 解答例と 解説を付けて返却する

。 特に理解が不十分だと 思われる 点は， 解説のオンデマンド 資

料を作って復習に役立つよ う にする 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前に教科書， 講義資料に目を通し ておく ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

毎回の講義内容に関する １ ～２ 題の演習問題を課すので， 教科書， 講義資料を見直し ながら 問題を解いて復習する こ と ( 30h) 。

教科書

浅野　 努， 上野正勝， 大賀　 恭　 共著「 第４ 版　 FRESHMAN化学」 ， 学術図書出版社， 2022年， I SBN 978-4-7806-1034-5

参考書

浅野　 努， 荒川　 剛， 菊川　 清　 共著「 第4版　 化学－物質・ エネルギー・ 環境－」 ， 学術図書出版社， 2008年， I SBN 978-4-7806-0117-6

浅野　 努， 上野正勝， 大賀　 恭　 共著「 原子・ 分子から 学ぶ化学の世界－基礎化学・ エネルギー・ 環境－」 ， 学術図書出版社， 2009年， I SBN 978-4-7806-0172-5

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

毎回の演習課題

毎回のチェ ッ ク テス ト

期末試験

40% ○ ○ ○

10% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
講義はプロ ジェ ク タ を用いて行う 。 画面に表示する 内容（ 講義資料） は事前にMoodl eから ダウ ンロ ード する こ と 。 関数電卓の操作， パソ コ ンを用いてグラ フ 作成や

データ 処理ができ る よ う にし ておく こ と 。 こ の科目を履修する ためには前期開講の「 原子と 分子」 を履修し ている こ と が望ま し い。

備考
複数コ ース 対象科目である ため， 「 具体的な到達目標」 の「 DP項目と の対応」 は「 大分大学理工学部卒業認定・ 学位授与の方針」 と の対応を記載し ている 。

リ ン ク
URL

mailto:yohga@oita-u.ac.jp


R842B011

ナン バリ ン グ

微分方程式( Di f f er ent i al  Equat i ons)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  吉川　 周二／内田　 俊／豊坂　 祐樹( 非）

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p( 福田)    内線   7860( 福田)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

様々な分野で使用さ れる 常微分方程式について， 基本的な概念や考え方を身につけた上で， 微分方程式が必要と なる 状況や解が持つ意味など の理解を目指し ま す。 特に， ２

階ま での線形微分方程式にたいし ては， 基本的な計算が出来る よ う になり ， それぞれの分野で実践的に微分方程式を生かせる よ う になる こ と を目標と し ま す。

目標1

目標2

目標3 定係数の連立微分方程式に対し て， 一般解を求める 汎用的な考え方を理解する 。

目標4 連立微分方程式と 高階の線形微分方程式の関係を理解する 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

常微分方程式の一般解， 特殊解， 解の一意性と いった基本的な概念を身につける 。

1階およ び2階の常微分方程式に対し て， 斉次， 非斉次の場合に一般解や初期条件を満たす解を求めら れる よ う になる 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

微積分の復習その１ ( 初等関数と 微分)1

微積分の復習その２ ( 積分)2

微分方程式入門 ( 方程式の種類， 解について)3

定係数1階常微分方程式( 斉次)4

定係数1階常微分方程式( 非斉次)5

1階常微分方程式( 非定係数)6

1階常微分方程式( ま と め， 発展)7

定係数斉次２ 階微分方程式8

定係数非斉次２ 階微分方程式9

初期値問題10

非定係数２ 階微分方程式11

2階常微分方程式( ま と め， 発展)12

連立微分方程式と 高階の微分方程式13

連立微分方程式の解法14

全体の復習およ び発展15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業の方針や関連事項， 演習の解答例およ び， 補足説明をWebページで

公開し ， こ れら を用いた時間外の学習を前提と し て授業を行う 。

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問

を受け付けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復

習的な内容を取り 入れま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

今ま でに学習し た内容を， 教科書やWebページなど で復習する 。 シラ バス の説明や事前の予告によ り ， 次に必要と なる 事項を予測し あら かじ め基礎と なる 事項

については理解し ておく 。 ( 演習を解く のに要し た時間の３ 倍程度の学習が必要) （ 30ｈ ）
準備

学修

事後

学修

学習し た内容に対し て， 演習を中心に， 分から ないこ と を整理する 。 その上で， 教科書， Webページなど を 用いて， 理解する ための復習をする 。 最終的に分か

ら ない部分を教員に質問, 相談する 。 ( 演習を解く のに要し た時間の５ 倍程度の学習が必要) （ 15ｈ ）

教科書

微分方程式概説（ サイ エンス 社）

参考書

参考書は指定し ない

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習( レ ポート を含む)

試験

30% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

注意事項
理解度には個人差がある ので， 分から ない部分は質問する など し て， 自分の責任で解決し てく ださ い。 こ の授業は複数の教員で分担し て担当し ていま す。  教員によ

って扱いが違う と こ ろがあり ま すので， レ ポート や試験など のアナウ ンス はど ちら の教員のも のなのかを必ず確認し てく ださ い。

備考
連絡先は統括をし ている 福田のも のです．

担当の教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い．

リ ン ク
URL

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R842B012

ナン バリ ン グ

複素関数( Compl ex Funct i ons)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

所属するプロ

グラ ムによ っ

て選択， 必修

が異なり ま

2

所属する プロ

グラ ムによ っ

て学年（ 2年

， 3年） が

理工学部理工

学科
前期

氏名  吉川周二／豊坂祐樹（ 非） ／坊向伸隆

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p   内線   7860

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

フ ーリ エ解析など の様々な場面で複素数を用いた解析が用いら れていま す。 こ れら を正し く 理解し て使いこ なすためには， 複素関数に対する 微分， 積分の考え方や性質を正

し く 理解する 必要があり ま す。 こ の授業では， 複素数， 複素関数に関し て， 四則演算や極座標など の基本的概念， コ ーシーの積分定理や留数の定理など の基本的性質を理解

する こ と を目標と し ま す。

目標1

目標2

目標3 複素線積分の定義を理解し ， 計算が出来る よ う になる 。

目標4 コ ーシーの積分定理， コ ーシーの積分公式， 留数の定理など 複素線積分に関わる 性質を理解する 。

目標5 留数の定理を実積分に応用でき る よ う になる 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

複素数の四則演算， 極座標表示など ， 基本的性質を理解する 。

コ ーシー・ リ ーマンの方程式など複素微分に関わる 性質を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

導入： 複素数と 複素関数1

複素数の四則演算， 大き さ ， 極座標表示2

n乗根の計算3

初等関数の複素化4

複素微分と コ ーシー・ リ ーマンの方程式5

複素線積分6

コ ーシーの積分定理7

コ ーシーの積分公式8

特異点， 留数9

留数の定理10

実積分への応用（ 有理関数の積分， 1位の極の場合）11

実積分への応用（ 有理関数の積分， 1位の極でない場合）12

実積分への応用（ 三角関数の周回積分）13

実積分への応用（ フ ーリ エ積分）14

全体の復習およ び発展15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問を受け付

けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復習的な内容を取り

入れま す。

なし 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

入学前を含め， 以前に学習し た内容を復習し ておく （ 20ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

それぞれの時点ま での内容を理解する ま で復習する 。 ま た， 演習ま たはレ ポート 課題が与えら れた際にはその課題にも 取り 組む（ 5ｈ ） 。

教科書

担当教員ごと に授業のはじ めに配付も し く は指定し ま す。

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習ま たはレ ポート 課題

期末試験

30% ○ ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○ ○

主に期末試験で評価し ま す。 必要に応じ て最大3割程度， 演習ま たはレ ポート の点数を加味し ま す。

注意事項
理解度には個人差がある ので， 分から ない部分は質問する など し て， 自分の責任で解決し てく ださ い。

備考
連絡先はこ の科目の統括をし ている 福田亮治のも のになっていま す。

担当教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い。

リ ン ク
URL

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R842B013

ナン バリ ン グ

ベク ト ル解析( Vect or  Cal cul us)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  福田　 亮治・ 豊坂　 祐樹( 非) ・ 馬場　 清( 非)

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p( 福田)    内線   7860( 福田)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

３ 次元空間の中の物体など、 ベク ト ルで表さ れた解析対象を， 微分や積分を用いて解析する 上で必要と なる 概念や性質についてその基本的な部分を解説する 。 形式的な計算

だけではなく 、 理論的な背景を正し く 理解し て３ 次元空間のイ メ ージをベク ト ル解析の立場から と ら え、 実際の現象を数式に結びつける こ と のでき る 感覚を身に付ける こ と

を目的と する ．

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○曲線の長さ 、 曲率、 曲面の面積、 ス カラ ー場やベク ト ル場の勾配、 ラ プラ ス 演算子、 線積分、 面積分、 体積分など について正し

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

線形代数と 微分積分の総論1

線形代数の復習2

微分積分の復習3

空間曲線4

接線ベク ト ル， 主法線ベク ト ル， 従法線ベク ト ル5

曲率， ねじ れ率6

曲面( 面積， 接平面)7

ス カラ ー場の微分8

ベク ト ル場の微分( 微分演算子)9

ス カラ ー場, ベク ト ル場の微分の公式10

線積分11

面積分12

ガウ ス の発散定理13

グリ ーンの公式と ス ト ーク ス の定理，14

ベク ト ル解析の展望15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題（ 基礎的・ 発展的） を解く 機会を設

けま す。 演習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の

理解度が高ま り ま す。

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問

を受け付けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復

習的な内容を取り 入れま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

今ま でに学習し た内容を， 教科書やWebページなど で復習する 。 シラ バス の説明や事前の予告によ り ， 次に必要と なる 事項を予測し あら かじ め基礎と なる 事項

については理解し ておく 。 ( 演習を解く のに要し た時間の３ 倍程度の学習が必要) （ 30ｈ ）
準備

学修

事後

学修

学習し た内容に対し て， 演習を中心に， 分から ないこ と を整理する 。 その上で， 教科書， Webページなど を 用いて， 理解する ための復習をする 。 最終的に分か

ら ない部分を教員に質問, 相談する 。 ( 演習を解く のに要し た時間の５ 倍程度の学習が必要) （ 15ｈ )

教科書

基礎と 応用ベク ト ル解析,  サイ エンス 社

参考書

指定なし

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習( レ ポート を含む)

試験

30% ○

70% ○

注意事項
理解度には個人差がある ので， 分から ない部分は質問する など し て， 自分の責任で解決し てく ださ い。 こ の授業は複数の教員で分担し て担当し ていま す。  教員によ

って扱いが違う と こ ろがあり ま すので， レ ポート や試験など のアナウ ンス はど ちら の教員のも のなのかを必ず確認し てく ださ い。

備考
連絡先はこ の科目の統括をし ている 福田亮治のも のになっていま す．

担当教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い．

リ ン ク
URL

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R842B014

ナン バリ ン グ

フ ーリ エ解析( Four i er  Cal cul us)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  内田　 俊・ 豊坂　 祐樹( 非） ・ 馬場　 清（ 非）

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p( 福田)    内線   7860( 福田)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理工学分野の諸現象を解析する 場合， そのモデルと し て現象を微分方程式で記述する こ と が多く あり ま す。 こ の授業では， 初等微積分学の基礎知識を積分変換と し てのラ プ

ラ ス 変換， フ ーリ エ変換について解説し ， 応用数学の視点から こ こ で得た知識を基本的な諸現象に関る 常微分方程式・ 偏微分方程式に適用し ， こ れら を解く こ と で微分方程

式の物理的な概念を把握でき る よ う に導き ま す。 ま た， 積分変換に関連し て直交関数， デルタ 関数についても 解説し ， 数式と 現象の相互関係をよ り 深く 理解でき る こ と を目

的と し ま す。

目標1

目標2

目標3 ラ プラ ス 変換， フ ーリ エ級数， フーリ エ変換についてその数学的解析手法を修得する 。

目標4 上記手法の物理学的意味を把握し ， 工学専門領域で応用でき る よ う になる 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

フ ーリ エ解析に必要な学習済みの数学的概念を再確認する 。

積分変換において必須と 考えら れる 直交関数， デルタ 関数について理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

微積分学の総論1

微分積分の復習2

基本的な常微分方程式の解法( 1階)3

基本的な常微分方程式の解法( 2階， それ以上)4

特殊な関数( デルタ 関数)5

積分変換6

ラ プラ ス 変換の定義7

ラ プラ ス 変換の性質8

ラ プラ ス 変換の応用9

ラ プラ ス 変換に関する 演習問題10

直交関数系と フーリ エ級数11

フ ーリ エ変換と 偏微分方程式12

フ ーリ エ級数， フ ーリ エ変換に関する 演習問題13

デルタ 関数に関する 演習問題14

全体のま と め( 展望)15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問を受け付

けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復習的な内容を取り

入れま す。

なし 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

入学前を含め， 以前に学習し た内容を復習し ておく ( 20h) 。準備

学修

事後

学修

それぞれの時点ま での内容を理解する ま で復習する 。 ま た， 演習ま たはレ ポート 課題が与えら れた際にはその課題にも 取り 組む( 5h) 。

教科書

教員ごと に授業のはじ めに配布も し く は事前に指定し ま す。

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習ま たはレ ポート 課題

期末試験

30% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

主に期末試験で評価し ま す。 必要に応じ て最大3割程度， 演習ま たはレ ポート の点数を加味し ま す。

注意事項
わから ないと こ ろは， 自分で調べたり 質問し たり し て積極的に解決し てく ださ い。

備考
連絡先は全体を統括し ている 福田のも のになっていま す．

担当教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い．

リ ン ク
URL

なし 。

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R842B015

ナン バリ ン グ

確率・ 統計解析( Pr obabi l i t y and St at i st i cal  Anal ysi s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  未定・  吉田　 祐治 （ 非） ・ 武口　 博文（ 非）

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理工学における 様々な数値を解析する 上で， 確率的なモデル化をし ， それを統計的に処理する こ と が有効である こ と が多々あり ま す。

こ の授業では， 代表値や散布度， 共分散， 相関係数と いった数値データ を処理する ための概念を解説し ， それら を確率の「 分布」 の概念に基づいて統計的な解析をする 基礎

を学びま す。 具体的には， 数値データ を解析する ための数値化， 独立性に基づく 種々の性質を解説し ， 正規母集団から の無作為抽出を用いた各種パラ メ ータ の推定に対し て

， χ2乗分布， t-分布,  F-分布を用いた区間推定や統計的仮説検定について， 理論的に理解し た上で正し く 使いこ なす技術を身につけま す。

目標1

目標2

目標3 確率変数の分布の定義を， 離散的な分布や密度関数を持つ分布の場合に理解し ， それを通し て平均や分散の概念を把握する 。

目標4 χ２ 乗分布， t-分布,   F-分布を用いた正規母集団に関する 推定検定の手法と 理論背景を理解する 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

与えら れた数値データ の特徴を表す数値化( 代表値, 散布度， 共分散， 相関係数) を理解する 。

確率の基本的性質(  ベイ ズの定理， 条件付確率なぢ) を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

概要 ( オリ エンテーショ ン)1

数値データ の把握1 ( 度数分布表， ヒ ス ト グラ ム， 代表値)2

数値データ の把握2 ( 散布度， 相関係数)3

事象と 確率， 条件付き 確率， ベイ ズの定理4

確率変数， 分布， 離散的な分布5

連続的な分布， 密度関数6

多変数の分布と 独立性7

大数の法則， 中心極限定理8

データ と 確率に関する ま と め9

区間推定， 統計的仮説検定( 正規分布の場合)10

χ2乗分布を用いた推定, 検定と その理論11

t  分布を用いた推定, 検定と その理論12

F 分布を用いた推定, 検定と その理論13

片側検定14

全体のま と め( 応用や発展的内容など )15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題（ 基礎的・ 発展的） を解く 機会を設

けま す。 演習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の

理解度が高ま り ま す。

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問

を受け付けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復

習的な内容を取り 入れま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は、 毎週１ 時間程度の予習が必要です（ 全１ ５ 時間） 。 あら かじ め参考書を読み疑問点を整理し ておく こ と 、 計算問題を解いておく こ と はよ い予

習のやり 方です。
準備

学修

事後

学修

大多数の学生は、 毎週２ 時間程度の復習が必要です（ 全３ ０ 時間） 。 ノ ート を読んで論理の進行を追える か確かめてく ださ い。 練習問題（ 計算問題、 証明問題

） を解く こ と は、 理解の定着のためには必須の事項です。

教科書

パワ ーアッ プ 確率統計( 辻谷将明、 和田 武夫著)  共立出版

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート ， 演習

試験

30% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

注意事項
理解度には個人差がある ので， 分から ない部分は質問する など し て， 自分の責任で解決し てく ださ い。

備考
連絡先は統括をし ている 福田のも のになっていま す。

担当する 教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い。

リ ン ク
URL

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R812C001

ナン バリ ン グ

基礎物理学( Basi c Physi cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修・ 選択 2 1・ 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  小林良彦

E-mai l    yoshi koba@oi t a-u. ac. j p   内線   7632

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

中学校学習指導要領の「 エネルギー」 分野で取り 上げる 内容に則し て「 運動と 力」 「 熱と 仕事」 「 波動」 「 電磁気」 について基礎的かつ包括的な内容を取り 上げ、 物理学の

基礎知識を学ぶ。 ま た、 演習問題を解く こ と で、 物理学の基本的知識やその考え方、 それら に基づいた自然に対する 洞察力を体得する こ と を目指す。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

物理学の基礎的な内容について他者に説明でき る よ う になる 。

物理学に関する 基礎的な知識を用いて演習問題を解ける よ う になる 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

基礎物理学の数学的準備1

物体の位置・ 速さ ・ 加速度2

物体の運動方程式3

剛体の運動4

熱と 温度5

気体の状態方程式と 分子運動論6

熱過程7

波の性質8

音波と 光波9

ク ーロ ンの法則と 電界10

コ ンデンサー11

電流と 磁界12

磁界と 電磁誘導13

電子・ 原子・ 原子核14

量子論入門15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習、 小テス ト 、 グループ活動 動画の活用、 LMS（ Moodl e） の活用
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前資料（ プリ ント や動画） を予習する （ 25h） 。準備

学修

事後

学修

授業で扱った内容やそれに関連する 内容について自習する （ 10h） 。

授業での学習を活かし 、 レ ポート 課題の完成度を高める （ 10h） 。

教科書

授業中に配布する プリ ント や小冊子を使用する 。

参考書

授業中およ びMoodl eで、 適宜、 紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

レ ポート

テス ト

30% ○ ○

30% ○ ○

40% ○ ○

注意事項
中学校・ 高等学校理科教員免許必修科目

備考

リ ン ク
URL

mailto:yoshikoba@oita-u.ac.jp


R812C002

ナン バリ ン グ

基礎地学( Ear t h Sci ences and Ast r onomy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択／必修 2 1・ 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  小西　 美穂子

E-mai l    mkoni shi @oi t a-u. ac. j p   内線   7336

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

地学と は、 地球内部・ 表層や地球を含む宇宙で生じ る 様々な現象を解明する 学問であり 、 その内容は多岐にわたる 。 本講義では地学への導入と し て、 地球の大気と 海洋、 地

球の内部や表層の活動、 地球環境の歴史、 宇宙における 地球、 天体や宇宙の構造など に関する 基礎的事項について学修する 。 身近な例を交えて地学全般に関する 理解を深め

、 専門分野へ応用・ 発展する ための礎を築く こ と を目指す。

目標1

目標2

目標3 惑星の運動や恒星の性質が基本的な科学で理解でき る 。

目標4 宇宙の中での地球の位置づけを知る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

惑星と し ての地球の特徴を説明でき る 。

地球の構造や活動、 歴史が理解でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

はじ めに（ 地学と は）1

大気の構造と 雲の形成2

地球の熱収支と 大気の運動3

海洋の構造と 循環4

大気と 海洋の相互作用5

地質構造と 岩石鉱物6

マグマと 火山活動7

地球の内部構造と プレ ート テク ト ニク ス8

地震と 地震災害9

地球史と 生命進化10

惑星と し ての地球と 天体の運動11

太陽系と 惑星の運動12

恒星の性質13

恒星の進化14

天の川銀河と 宇宙の構造15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義中に演習や小テス ト を行う 。 Moodl eを使用する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト や資料によ る 予習（ 2h/回）準備

学修

事後

学修

小テス ト や試験によ る 復習（ 2h/回）

教科書

ニュ ース テージ新地学図表（ 著者・ 出版社と も 浜島書店） ， 2024年版推奨だが旧版も 可

はじ めて学ぶ大学教養地学（ 慶應義塾大学出版会） ， 杉本憲彦・ 杵島正洋・ 松本直記著， 2020年

授業で使用する 資料をMoodl e上に公開する 。

参考書

も う いちど 読む数研の高校地学（ 数研出版） 数研出版編集部（ 編集） , 2019

新し い地球惑星科学（ 培風館） , 西山貞男， 吉田茂生( 著） , 2019

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

定期試験

30% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

注意事項
高校時代の地学履修を前提と し ない

備考

リ ン ク
URL

mailto:mkonishi@oita-u.ac.jp


R812C003

ナン バリ ン グ

環境地球科学( Envi r onment al  Ear t h Sci ences)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  西垣　 肇

E-mai l    gaki @oi t a-u. ac. j p   内線   7571

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

地球環境や自然環境に関連深い話題を中心に， 地球科学を概観する 。 固体地球の活動， 岩石や地層の形成と 変化， 地球環境の歴史， 大気， 海洋など を扱う 。 各話題について

， どのよ う な事物・ 現象がある のか， それら がどのよ う にし て知ら れ， 理解さ れている のかを説明する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○ ○ ○

地球の基本的な特徴と 諸現象を述べる こ と ができ る 。

地球やその諸現象がどのよ う に認識・ 理解さ れている のかを説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

導入1

地球の形と 重力2

地球の内部構造3

プレ ート テク ト ニク ス4

地震と そのメ カニズム5

火成活動と 火成岩6

堆積岩と 地層・ 変成岩7

地球環境の変遷8

大分県の地質9

日本列島の成り 立ち10

大気と 海洋の構造11

大気における 放射12

温室効果と 気候13

海面の波動と 潮汐14

地球科学の特徴15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

事前に質問を提示し ， 受講生に既存の知識や考えを確認し ても ら う 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各話題について、 既存の知識を確認・ 整理する （ 15ｈ ）準備

学修

事後

学修

小テス ト ・ 課題問題に取り 組む( 10h) 。 納得がいく ま で調べ， 考えて復習を行う ( 20h) 。

教科書

教科書を指定し ない。

参考書

ニュ ース テージ新地学図表， 浜島書店

高校「 地学基礎」 ・ 「 地学」 の教科書

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト ・ 課題レ ポート

定期試験

40% ○ ○

60% ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:gaki@oita-u.ac.jp


R813C004

ナン バリ ン グ

基礎理工学Ｐ Ｂ Ｌ ( Pr oj ect -Based Lear ni ng i n Fundament al  Sci ence and Technol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  岩本光生（ 取り 纏め） ， 福田亮治（ 数理科学） ， 高見利也（ 知能情報） , 長屋智之・ 小西美穂子

（ 物理学） ， 槌田雄二（ 電気電子） ， 本田拓朗（ 機械工学） ， 後藤雄治（ 知能機械） ， 衣本太郎（ 生命

物質化学） , 北西滋（ 地域環境） ， 島津勝（ 建築学）

E-mai l    i wa@oi t a-u. ac. j p（ 岩本）    内線   7806（ 岩本）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

PBLと は， Proj ect -Based Learni ngの略であり ， 与えら れた課題に対し ， 自ら が考え， 課題解決を行う 学修形態である 。 本講義は， こ れま で修得し た理工学の基礎的な知識

や考え方， 各分野の専門的導入科目や専門教育で学修し た知識や技術をも と に， 理工学分野の融合的礎を築く のが目的である 。 本講義では， 前半にイ ノ ベーショ ン創造のた

めのグループワ ーク の手法を学ぶ。 後半ではそれを用いて専攻分野の課題に関し グループ単位で検討し ， 課題解決のための提案を行う 。

目標1

目標2

目標3 グループワ ーク で他者と 協調し てチームの一員と し て活動する こ と ができ る 。

目標4 目標4 グループワ ーク の成果を適切に文章やプレ ゼンテーショ ンによ り 発信する こ と ができ る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○ ○ ○ ○

○ ○

イ ノ ベーショ ンのための手法を理解し ， 使う こ と ができ る 。

他者と 協働し て科学的な内容をふま え， 意思疎通をする こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

（ 前半） 授業ガイ ダンス ・ 前半の課題説明1

（ 前半） イ ノ ベーショ ン対話ツ ール１ （ KJ法， 親和図の作成， キャ ッ チコ ピ ー）2

（ 前半） イ ノ ベーショ ン対話ツ ール２ （ バリ ュ ーグラ フ ， 強制連想法， ２ ×２ ）3

（ 前半） 前半中間発表資料作成， 発表練習4

（ 前半） 中間発表， 質疑応答5

（ 前半） イ ノ ベーショ ン対話ツ ール３ （ SWOT分析， ク ロ ス 分析， PEST分析， 四面会議シス テム）6

（ 前半） 最終発表資料作成， 発表練習7

（ 前半） 最終発表， 質疑応答8

（ 後半） PBLの概要， 課題についての説明9

（ 後半） 課題の抽出と 検討10

（ 後半） 課題検討結果の整理と 課題解決（ １ 回目）11

（ 後半） 課題検討結果の整理と 課題解決（ ２ 回目）12

（ 後半） 課題検討結果の整理と 課題解決（ ３ 回目）13

（ 後半） プレ ゼンテーショ ン資料の作成， 発表練習14

（ 後半） プレ ゼンテーショ ンと 総評15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

課題解決に必要なグループワ ーク の手法を学び， それを基にし てグルー

プワ ーク によ り 課題の整理， 討論， ま と め， 発表を行う 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

プレ ゼンテーショ ン資料は， 作成する 時間が限ら れる ため， 時間外学習によ り 完成さ せておく こ と 。 （ 25ｈ ）準備

学修

事後

学修

総評を参考にレ ポート を作成のこ と （ 5h)

教科書

適時資料を配付する 。

参考書

適時資料を配付する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

プレ ゼンテーショ ン資料

プレ ゼンテーショ ン内容

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

プレ ゼンテーショ ン資料及びプレ ゼンテーショ ン内容によ り 総合的に評価する 。

注意事項
ダイ ダンス で説明する 。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:iwa@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

岩本光生： 昭和６ ２ 年４ 月～平成２ 年１ ２ 月： ( 株) 日立製作所家電事業部で冷蔵庫などの家電製品の設計・ 開発業務に従事
教員の実務

経験

大学だけでなく 企業の視点から ， グループ単位で課題について考え， 発表する こ と の重要性と ， 大学で身につける べき 素養についての助言を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R813C005

ナン バリ ン グ

応用理工学Ｐ Ｂ Ｌ ( Pr oj ect -Based Lear ni ng i n Appl i ed Sci ence and Technol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  岩本光生（ 取り 纏め） ， 福田亮治（ 数理科学） ， 高見利也（ 知能情報） ， 長屋智之・ 小西美穂子

（ 物理学） ， 片山健夫（ 電気電子） ， 中江貴志（ 機械国学） ， 後藤雄治（ 知能機械） ， 衣本太郎（ 生命

物質化学） ， 永野昌博（ 地域環境） ， 島津勝（ 建築学）

E-mai l    i wa@oi t a-u. ac. j p（ 岩本）    内線   7806（ 岩本）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

応用理工学PBLは， 基礎理工学PBLで修得し たグループワ ーク 手法や， 専攻分野に関する PBL( Proj ect -Based Learni ng) 形式の演習によ る 実践的知識をも と に， 専攻以外の分

野のPBLを複数回学修する こ と によ り ， 理工学への応用的展開への道筋を確かなも のと する ための主体性を涵養する 。

目標1

目標2

目標3 課題に対し ， 総合的な視点から 他者と 協働し て課題解決に取り 組み， 解決方法を提案でき る 。

目標4 課題の解決のため主体的に取り 組むこ と が出来る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○

○

専門知識・ 技能と 分野を俯瞰する 視点を有し ， こ れら を横断的・ 総合的に活用する こ と ができ る 。

他者と 協調し てチームの一員と し て活動し ， その成果を適切に文章やプレ ゼンテーショ ンによ り 発信する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

授業ガイ ダンス ， 研究者倫理と は1

第１ 回PBL　 ガイ ダンス ， PBL概要， 課題設定2

第1回PBL　 課題の抽出と 検討3

第1回PBL　 課題検討結果の整理と 課題解決（ １ 回目）4

第1回PBL　 課題検討結果の整理と 課題解決（ ２ 回目）5

第1回PBL　 課題検討結果の整理と 課題解決（ ３ 回目）6

第1回PBL　 プレ ゼンテーショ ン資料作成7

第1回PBL　 プレ ゼンテーショ ンと 総評8

第2回PBL　 ガイ ダンス ， PBL概要， 課題設定9

第2回PBL課題の抽出と 検討10

第2回PBL課題検討結果の整理と 課題解決（ １ 回目）11

第2回PBL課題検討結果の整理と 課題解決（ ２ 回目）12

第2回PBL課題検討結果の整理と 課題解決（ ３ 回目）13

第2回PBLプレ ゼンテーショ ン資料作成14

第2回PBLプレ ゼンテーショ ンと 総評15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グループワ ーク によ り 課題の整理， 討論， ま と め， 発表を行う 。 外部企業など から ， 課題提供を頂き ， こ れま で得た知識を基に

課題解決を図る こ と によ り ， 大学での学びの重要性を自覚する

よ う にし ている 。
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

プレ ゼンテーショ ン資料は， 作成する 時間が限ら れる ため， 時間外学習によ り 完成さ せておく こ と 。 （ 25ｈ ）準備

学修

事後

学修

総評を参考にレ ポート を作成のこ と （ 5h)

教科書

適時資料を配付する 。

参考書

適時資料を配付する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

プレ ゼンテーショ ン資料

プレ ゼンテーショ ン内容

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

プレ ゼンテーショ ン資料及びプレ ゼンテーショ ン内容によ り 総合的に評価する 。

注意事項
ガイ ダンス で説明する

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:iwa@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

岩本光生： 昭和６ ２ 年４ 月～平成２ 年１ ２ 月： ( 株) 日立製作所家電事業部で冷蔵庫などの家電製品の設計・ 開発業務に従事
教員の実務

経験

大学だけでなく 企業の視点から ， グループ単位で課題について考え， 発表する こ と の重要性と ， 大学で身につける べき 素養についての助言を行う 。
実務経験を

いかし た教

育内容



R813C006

ナン バリ ン グ

環境生物学( Envi r onment al  Bi ol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  永野　 昌博

E-mai l    masanagano@oi t a-u. ac. j p   内線   7576

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

環境と 生物の関係， 人間活動と 環境の関係を体系的に学習し ， それを基盤と し た生物多様性や生態系サービス など 人間と 自然が共存し ていく ための理論について習得する 。

目標1

目標2

目標3 生態系と 生物多様性の関係を理解する

目標4 生物多様性（ 環境） と 人類と の関係を理解する 。

目標5 生物多様性（ 環境） を持続的に保全・ 利用する 社会を考える 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○

環境と 生物の関係を理解する

多様な生態系の仕組みを理解する

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

環境について‾ 地球環境と 地域環境‾1

生物の定義１ ： 細胞膜2

生物の定義２ ： ミ ト コ ンド リ ア3

生物の定義３ ： 遺伝子4

生態系について5

森の生態系6

土の生態系7

海の生態系8

海洋の生態系9

生物種の多様性10

遺伝子の多様性11

生態系の多様性12

生態系サービス について13

生物多様性の危機要因14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

・ ク リ ッ カーなど のI CTによ り 双方向の授業を行う 。

・ 学生に意見を発表・ 意見交換し ても ら う 。

・ 生物多様性の保全に向けた持続可能な社会について思考を深めても ら

う 。

・ 随時， 実物の生物や標本等を持ち込み， 体験によ る 学習の深

化を図る 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

新聞等で環境や生物に関する 記事を読み， 地域や地球の環境問題の情勢を理解し ておく （ ２ h） 。準備

学修

事後

学修

身近な環境における 変化に気を配る よ う 心掛ける （ ２ h） 。

教科書

教科書を指定し ない

資料を配布する

参考書

「 生態学入門（ 第２ 版） 」 編著_ 日本生態学会， 出版社_ 東京化学同人

「 生物多様性概論」 著者_ 宮下直ほか， 出版社_ 朝倉書店

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

受講態度

レ ポート

期末試験

10% ○ ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○ ○

期末試験は， 資料， ノ ート 等の持ち込み禁止

注意事項
授業中のス マート フォ ン等の電子機器の使用禁止

備考

リ ン ク
URL

mailto:masanagano@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

博物館学芸員
教員の実務

経験



R813C007

ナン バリ ン グ

大気海洋科学( Sci ences of  At mospher e and Oceans)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  西垣　 肇

E-mai l    gaki @oi t a-u. ac. j p   内線   7571

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

主な話題と し て以下のも のを扱う ： 大気の熱力学， 地球流体の力学と 波動， 大気・ 海洋の大規模循環。 こ れら の現象に加え， その成因を力学の面から 説明する 。 あわせて，

諸現象の把握に必要不可欠である 観測について， 紹介する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○ ○

大気と 海洋の現象を述べる こ と ができ る 。

大気と 海洋の現象がどのよ う に理解さ れている のかを説明する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

導入1

大気圧の鉛直分布2

大気の安定性3

大気中の水蒸気4

地球流体の運動方程式と 地衡風5

海洋の表面重力波6

海洋の内部重力波7

ロ ス ビー波8

大気の大循環9

天気図と 高層天気図10

温帯低気圧11

海水の分布と 循環12

海洋の風成循環13

気象の観測と 予報14

海洋の観測15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

事前に質問を提示し ， 受講生に既存の知識や考えを確認し ても ら う 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各話題について， 既存の知識を確認・ 整理する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

小テス ト ・ 課題問題に取り 組む( 10h) 。 納得がいく ま で調べ， 考えて復習を行う ( 20h) 。

教科書

教科書を指定し ない。

参考書

小倉義光， 2016,  一般気象学　 第２ 版， 補訂版　 東大出版

宇野木早苗・ 久保田雅久， 1996,  海洋の波と 流れの科学， 東海大出版

花輪公雄， 2017,  海洋の物理学， 共立出版

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト ・ 課題レ ポート

定期試験

40% ○ ○

60% ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:gaki@oita-u.ac.jp


R842C008

ナン バリ ン グ

図学( Descr i pt i ve Geomet r y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 1・ 2年
理工学部理工

学科

前期・ 集

中

氏名  竹之内　 和樹

E-mai l    zugaku. met hod. a@gmai l . com   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

三次元の対象物を二次元平面上の投影図と し て表現する 能力、 逆に投影図から 対象物を三次元的に理解し 解析・ 統合する 能力は、 グラ フ ィ ク ス リ テラ シーと 呼ばれ、 図を用

いた、 自分自身およ び協働する 他者と のコ ミ ュ ニケーショ ンに必須である 。 さ ら に、 三次元の対象物の可視化や操作の代表的ツールである CADやCGの効率的な利用に有用で

あり 、 物理や数学など の科目での空間を理解する 助けにも なる だろう 。

本科目では、 グラ フ ィ ク ス リ テラ シーを獲得し 高める こ と を目的と し て、 前半で図形の表現・ 解析のための各種投影法の概念と 規則およ び作図の基本手法を理解・ 習得し て

図学の基礎を築き 、 後半で副投影法、 回転法、 切断法など の各種対象・ 空間操作手法と 、 こ れら の総合的活用と を学ぶ。 なお、 講義時間ごと の理解度確認演習、 開講日単位

目標1

目標2

目標3 第三角法で示さ れた点・ 線・ 面およ び立体について、 副投影法、 回転法およ び切断法によ る 基本的な解析・ 統合が行える 。

目標4 軸測投影図の原理を理解し 、 作図法に基づいて立体を描いてコ ミ ュ ニケーショ ンに利用でき る 。

目標5 透視投影図の原理を理解し 、 作図法に基づいて立体を描いてコ ミ ュ ニケーショ ンに利用でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

投影の原理を理解し 、 三次元空間内の点・ 線・ 面およ び立体を第三角法で表現でき る 。

第三角法によ る 点・ 線・ 面およ び立体の投影図から 、 三次元空間における 位置や広がり 、 形や姿勢を読み取れる 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

図形の認識と 属性の表現。 投影の概念と 正投影の原理およ び第三角法と 投影図の配置。 理解度確認演習。1

第三角法によ る 点・ 線・ 平面の投影。 理解度確認演習。2

視点と 視方向の変更－副投影法の考え方， 直線の実長と 点視。 理解度確認演習。3

視点と 視方向の変更－平面の端視と 実形。 直線と 平面と の交わり 。 理解度確認演習。4

総合演習［ 第三角法によ る 図形の表現と 副投影法を用いた空間解析］ およ び課外課題。5

投影対象の姿勢変更－対象の直線のま わり の回転。 理解度確認演習。6

切断法－直線と 平面、 平面と 平面の交わり 。 理解度確認演習。7

平面と 平面の交わり ［ 副投影法］ 。 理解度確認演習。8

平面と 平面の平面の交わり ［ 切断法］ 。 理解度確認演習。9

総合演習［ ふたつの平面の交わり の解析およ び回転法によ る 逆問題］ およ び課外課題。10

立体の展開。 理解度確認演習。11

立体の切断。 理解度確認演習。12

等角投影。 理解度確認演習。13

総合演習［ 試験相当］ 理解度確認演習。14

軸測尺。 不等角投影。 理解度確認演習。15

透視投影。 理解度確認演習。 課外課題。16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

課外作図演習には、 講義内容を理解し て取り 組む発展的問題や空間・ 立

体の幾何学やベク ト ルなど を活用する 科目横断的な問題を含めている 。

履修者間での議論や教員への質問など によ り 、 自主的学習を行う こ と が

要求さ れる 。

LMS（ Moodl e） の活用
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

開講前に各回の講義内容に対応し た教科書の範囲を示すので、 使用教科書の講義範囲に必ず目を通し た上で受講する こ と 。 授業は予習し ている こ と を前提に進

める 。 予習に要する 時間は20分～30分程度である 。
準備

学修

事後

学修

開講日ごと に応用的内容を含む課外作図演習2枚を課す。 解答時間の目安は1枚あたり 30～45分程度である 。 問題配布から 提出ま でに3日程度を と る ので、 履修

者間での意見交換およ び教員への質問を積極的に行う と よ い。 次の開講日の第1限に解説する ので、 確実な理解を得て次の学習内容に進むこ と 。

教科書

松井・ 竹之内・ 他、 「 始めて学ぶ図学と 製図」 、 朝倉書店、 I SBN 978-4-254-23132-8 C3053

参考書

図学には、 図形科学の幅広い分野への発展を示し た多く の良著がある 。 図学に興味を持ち、 よ り 深く 学習し たい場合は、 担当教員に尋ねる こ と 。

mailto:zugaku.method.a@gmail.com


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

理解度確認課題［ 13回］

総合演習［ 3回］

課外課題［ 3回］

40% ○ ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○ ○

成績は、 各時間の取り 組み［ 理解度確認演習］ 40%、 学習内容の理解の深化［ 総合演習およ び課外課題］ 60%を目安と し て総合的に評価する 。

指定さ れた用具を正し く 使用せず、 正確さ と 図の見やすさ と から なる 「 図の品質」 を確保でき ていない作図課題は、 評価の対象と し ない。

注意事項
初回から 作図用具（ 0. 5mm・ 0. 3mm芯のシャ ープペンシル、 2枚組三角定規、 コ ンパス ） およ び下敷き を使用する 。

備考
課外課題の提出先・ 方法はMoodl eおよ び掲示で指示する 。

リ ン ク
URL



R893C009

ナン バリ ン グ

起業家養成講座( Ent r epr eneur shi p Tr ai ni ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  江藤　 真由美

E-mai l    et ou-mayumi @oi t a-u. ac. j p   内線   7912

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 次代の担い手と なる 若手起業家の輩出に向けた人材育成に資する 講義を行う ． 企業研究を行い， 企業経営や戦略について理解し ， 実際に事業計画を立て， 理解を深める ．

目標1

目標2

目標3 起業を想定し た事業計画をグループで実際に作成し ， 説明でき る よ う になる ．

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

起業に必要と なる 企業経営に関する 基礎知識や考え方について体系的に理解し ， 習得する 。

実際の起業の例について， 学び， 検討する と と も に， その概要を理解し ， 身につける ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

創業の基礎知識に関する 講義1

県内起業家・ 経営支援者等を招いた講話等2

県内起業家・ 経営支援者等を招いた講話等3

企業研究（ 講義， 討論等）4

企業研究（ 講義， 討論等）5

企業研究（ 講義， 討論等）6

企業研究（ 講義， 討論等）7

企業研究（ 講義， 討論等）8

事業計画作成の基礎を学ぶ講義9

事業計画の検討に係る ワ ーク10

事業計画の検討に係る ワ ーク11

事業計画の検討に係る ワ ーク     事業計画の概要発表12

事業計画の概要発表13

事業計画の概要発表14

産学連携の重要性15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

意見交換， 事業計画の立案演習， プレ ゼンテーショ ンと 意見交換 授業は外部講師（ 専門家等） と の連携で行う ．

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事業計画書立案のための情報収集およ び事業計画書作成を行う ． ( 15h)準備

学修

事後

学修

授業の内容を復習し ， 事業計画書作成に役立てる ． ( 15h)

教科書

資料を配布する ．

参考書

参考書を指定し ない．

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習

事業計画書作成

プレ ゼンテーショ ン

10% ○ ○

40% ○ ○

50% ○

注意事項
講義は集中的に行う ．

開講日は6月～8月の中で3～4日間（ でき る だけ連続になる よ う に日程を組む） と なる 予定．

備考
本講義の受講生が， ビジネス プラ ンに関する コ ンテス ト で， 賞を獲得し ている ．

リ ン ク
URL

mailto:etou-mayumi@oita-u.ac.jp


○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

企業経営指導を行っている 中小企業診断士の方に事業計画書作成指導など を分担し ても ら う ．

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

財務， 会計， 経営， 事業計画など 企業運営についての指導経験をも と に事業計画書の作成指導を行う ．

実務経験を

いかし た教

育内容



R842C010

ナン バリ ン グ

物理学実験( Physi cs Labor at or y )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

物理・ 電気電

子： 必修／機

械工学・ 生命

物質・ 地域環

2

1・ 2年( 物理

・ 電気電子・

機械工学： 1

年後期

理工学部理工

学科

氏名  長屋　 智之， 近藤　 隆司

E-mai l    nagaya@oi t a-u. ac. j p,  r yuj i -kondo@susi . oi t a-u. ac. j p   内線   7955,  7956

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

初めに有効数字や不確かさ の処理に関し て基本的な技術を習得する 。 こ れには不確かさ の分布に関する 理解， 間接測定における 不確かさ の見積も り ， 関数電卓， 表計算ソ フ

ト の使用法などが含ま れる 。 こ の技術の習得をテス ト で確かめる 。 その後， 物理の基礎的な実験に取り 組む。 実験は原則二人一組で行う 。

目標1

目標2

目標3 表計算ソ フト を使って実験データ を解析でき る よ う になる 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○

有効数字や不確かさ の処理に関し て基本的な技術を習得する 。

物理系の基本的な実験装置を使える よ う になる 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

実験データ 処理の基礎　 レ ポート 作成の心得， 有効数字， 直接測定の不確かさ1

実験データ 処理の基礎　 間接測定の不確かさ ， 最小二乗法， 表計算， データ 処理演習2

実験データ 処理のテス ト3

ボルダの振り 子（ 測定）4

ボルダの振り 子（ 解析）5

回折格子と 水素原子のス ペク ト ル（ 測定）6

回折格子と 水素原子のス ペク ト ル（ 解析）7

剛体の運動8

電気抵抗の測定（ 測定）9

電気抵抗の測定（ 解析）10

比重瓶によ る 物質の密度測定11

交流回路の観測（ キルヒ ホッ フ の法則）12

交流回路の観測（ 共振現象）13

運動方程式の数値的解法14

実験予備日15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グループ内で協力し て結果を導出し ， その結果についての考察をディ ス

カッ ショ ンし て実験レ ポート をま と める 。

解析結果のチェ ッ ク にLSM( Moodl e) を利用する 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

実験内容の予習( 50h)準備

学修

事後

学修

行った実験課題について反省点を整理し ， 次の実験課題の注意点を整理する ( 10h)

教科書

学術図書出版　 長屋智之， 近藤隆司， 小林　 正著　 物理学実験　 ２ ０ １ ８ 年

参考書

教科書に示す書籍を適宜参照する こ と 。 図書館で関連する 書籍を探し ， その内容をよ く 調べて報告書の考察や設問を作成する こ と 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

データ 処理， 不確かさ テス ト

実験課題についてのレ ポート

30% ○ ○

70% ○ ○ ○

注意事項
不確かさ のテス ト の成績が基準に達し ない場合は実験を行う こ と ができ ない。 追試験は行う が， それでも 成績が基準に達し ない場合は不可になる 。

実験ノ ート を用意し 、 関数電卓ま たはノ ート パソ コ ンと と も に毎回持参する こ と 。 実験のテーマは各班によ って異なる ので事前に確認し ておく こ と 。

備考
実験機材の都合上， 履修人数を110名以内と する 。 希望者が多数の場合は， 必修の学科・ コ ース を優先し ， 残り の人数を抽選で決める 。

リ ン ク
URL

mailto:nagaya@oita-u.ac.jp
mailto:ryuji-kondo@susi.oita-u.ac.jp


R843C011

ナン バリ ン グ

宇宙物理概論( I nt r oduct i on t o Ast r ophysi cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  小西　 美穂子

E-mai l    mkoni shi @oi t a-u. ac. j p   内線   7336

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

現在の宇宙像は、 積み重ねた観測や測定の結果と それを立証する ための物理・ 化学など の理論によ って確立さ れたも のである 。 宇宙で起こ る 様々な現象を詳細に理解する た

めには、 複雑な物理を紐解く 必要がある 。 本講義では、 天体の性質や宇宙の現象についての基礎的な事項を学び、 その背景に関し て主に物理学の基本法則を用いて理解する

こ と を目指す。

目標1

目標2

目標3 宇宙の現象の背景にある 物理過程を理解する

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

宇宙の全体構造が説明でき る

天文学の基本的な事項を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

宇宙の観測1

地球と 月2

太陽系の特徴と 運動3

惑星形成4

太陽系外惑星5

太陽の概観と 内部構造6

恒星の特徴7

恒星の進化 1 ： 星形成8

恒星の進化 2 ： 恒星の最期9

恒星内部の原子核反応と 重元素合成10

様々な恒星の性質 1 ： 星雲・ 連星・ 変光星11

様々な恒星の性質 2 ： 高密度星12

天の川銀河13

銀河の構造と 特徴14

宇宙論15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義中に演習や小テス ト を行う 。 Moodl e を使用する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

資料を用いた予習（ 2h/回)準備

学修

事後

学修

小テス ト や試験によ る 復習（ 2h/回）

教科書

フ ァ ース ト ス テッ プ宇宙の物理 嶺重慎著（ 朝倉書店） ， 2019

授業に使用する 資料をMoodl e上に公開する 。

参考書

新版  宇宙物理学 ―星・ 銀河・ 宇宙論― 高原 文郎 著（ 朝倉書店） ， 2015

宇宙地球科学 佐藤文衛・ 綱川秀夫 著（ 講談社） , 2018

宇宙科学入門 第2版 尾崎洋二 著（ 東京大学出版会） , 2010

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

定期試験

30% ○ ○ ○

70% ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:mkonishi@oita-u.ac.jp


R843C012

ナン バリ ン グ

分子生物学( Mol ecul ar  Bi ol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 2・ 4年
理工学部理工

学科
後期

氏名  北西　 滋

E-mai l    ki t ani shi @oi t a-u. ac. j p   内線   7008

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

遺伝子やゲノ ムの構造やはたら き などのメ カニズムの修得を基盤と し て， 医療， 農業， 工業， 環境保全など における 分子生物学の応用について学習し ， 分子生物学がつく り

だす未来を考える こ と を目標と する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

分子生物学分野の基本的な知識を説明でき る

分子生物学分野の基本的な実験の原理や手法を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス ・ 分子生物学と 現代社会　1

細胞周期　2

細胞分裂3

有性生殖と 遺伝4

染色体地図と HWの法則5

DNAの構造と 複製6

DNA修復7

遺伝情報の転写8

翻訳のメ カニズム9

確認テス ト10

原核生物の遺伝子発現11

真核生物の遺伝子発現12

遺伝子の進化13

遺伝子工学114

遺伝子工学215

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学生の理解を深める ため， 適宜， 遺伝子解析機材や遺伝子解析データ な

ど を用いた講義を行う 。 ま た、 小テス ト は、 学生同士で相談でき る よ う

にし 、 学生間の相互学習をはかる 。

毎回小テス ト を実施し 、 知識の習得・ 確認・ 定着をはかる 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

高校生物の関連内容を予習する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

授業ノ ート を整理し ， 授業内容をま と める ( 15h) 。

授業ノ ート や配付資料を用いて復習する ( 15h) 。

教科書

教科書を指定し ない。

授業中に配布する 資料を使用する 。

参考書

参考書を指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

試験

小テス ト

80% ○ ○

20% ○ ○

注意事項
新聞等で遺伝子に関する 情報を意識し て読むこ と 。

備考
授業中の携帯電話， カメ ラ 等の使用禁止。

リ ン ク
URL

mailto:kitanishi@oita-u.ac.jp


R843C013

ナン バリ ン グ

生物多様性学( Bi odi ver si t y Sci ence)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3・ 4年
理工学部理工

学科
前期

氏名  永野　 昌博

E-mai l    masanagano@oi t a-u. ac. j p   内線   7576

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

人類が存続し ていく ためには， 生物多様性を理解し ， 生物多様性の維持， 保全， 回復を核と し た経済活動・ 科学技術の発展， 社会づく り が必要と さ れている 。 本授業では，

生物多様性の理論や価値， 危機要因， 保全技術， なら びにその分類能力を体系的に修得する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○中学校・ 高等学校で学ぶ生物多様性， 進化， 生物分類， 人間活動と 生態系の保全， 生態と 環境， などに関する 基礎的な内容を習

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

生物多様性の３ 階層1

種の多様性2

遺伝子の多様性3

生態系の多様性4

進化と 生物多様性5

ク モ類・ 多足類の多様性6

昆虫類の多様性7

軟体動物の多様性8

魚類の多様性9

両生類の多様性10

爬虫類の多様性11

鳥類の多様性12

哺乳類の多様性13

生物多様性の危機14

生物多様性の保全15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学生の理解を確認する ため、 各回の冒頭に時間を取り ， 受講生に既存知

識や前回の学習内容に関する 質問を行う 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

授業で配布する 資料を事前に読み， 宿題を解いておく （ 15h)準備

学修

事後

学修

授業で配布さ れた資料を用いて復習する ( 30h)

教科書

資料を配布する 。

参考書

資料を配布する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

小テス ト

80% ○

20% ○

注意事項
※R7よ り 実施

・ 新聞等で環境問題， 生物多様性に関する 情報を意識し て読むこ と 。

備考
・ 授業中の携帯電話， ス マホ等の使用禁止。

・ 本授業は部分的に生物分類技能検定（ 3級・ ４ 級） の試験対策にも 対応し ていま す。 生物分類技能検定の受験希望は事前にその旨を伝える こ と 。

リ ン ク
URL

mailto:masanagano@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

自然史系博物館学芸員
教員の実務

経験



R843C014

ナン バリ ン グ

科学英語表現法( Advanced Engl i sh f or  Engi neer i ng and Sci ence St udy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  園井　 千音、 佐々木　 朱美、 大谷　 英理果

E-mai l    chi ne@oi t a-u. ac. j p( 園井) ・ akemi sa@oi t a-u. ac. j p( 佐々木) ・ o-er i ka@oi t a-u. ac. j p( 大谷)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理工学部の高学年次にふさ わし い知的言語運用力、 こ の習得に必要な専門的知識、 科学と 社会的文化的関連について英語で学ぶ。 ま た科学や社会、 文化の総合的内容を英語

で読みま た、 それについて論理的に思考する こ と ができ る 。 英語の文法的知識、 語彙、 発音など について知識を得、 それら を運用し 自分の意思を正確に伝達する こ と ができ

る 。 英語によ る 広く 深い知識を習得する こ と を目的と する 。

目標1

目標2

目標3 英語によ り 論理的にエッ セイ 作成をする こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

科学、 ま た科学と 社会的文化的背景について英語で読むこ と ができ る 。

英語によ り 自分の考えを話すこ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

イ ント ロ ダク ショ ン1

英文エッ セイ 読解（ １ ）2

英文エッ セイ 読解（ ２ ）3

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現（ １ ）4

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現 ( 2)5

英文エッ セイ 読解 ( 3)6

英文エッ セイ 読解 ( 4)7

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現( 3)8

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現( 4)9

英文エッ セイ 読解（ ５ ）10

英文エッ セイ 読解( 6)11

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現( 5)12

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現（ ６ ）13

復習と ま と め（ １ ） 語彙・ 文法　 総合的復習14

復習と ま と め（ ２ ） 英作文も し く は意見発表15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

英語の辞書活用に慣れる こ と 。 英語表現の特徴について日本語表現と の

違いについて常に認識する こ と 。 各講義において、 ペアワ ーク 、 ディ ス

カッ ショ ンなど を通し て、 よ り 英語語彙力の多い英語読解と 論文作成を

実践する 。

図書館における 資料検索など の実施　 自由な作文課題を選ぶ　

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各主題のテキス ト や参考資料について必要に応じ て予習する （ 15h： 学期合計)  各主題の英語エッ セイ や作文内容についてよ り 詳し い情報を必要に応じ て収集

する （ 15h： 学期合計)
準備

学修

事後

学修

各主題のテキス ト や参考資料について語彙、 英語内容について復習（ 15h： 学期合計)  各主題の英語作文や英語読解についての課題を完成さ せる （ 15h： 学期合

計)

教科書

講義で指示する 。

参考書

講義で指示する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

英語によ る 作文小課題

英語によ る ディ ス カッ ショ ン

総ま と め筆記試験

30% ○ ○ ○

10% ○ ○ ○

60% ○ ○ ○

注意事項
なし 。

備考
なし 。

リ ン ク
URL

mailto:chine@oita-u.ac.jp
mailto:akemisa@oita-u.ac.jp
mailto:o-erika@oita-u.ac.jp


R843C015

ナン バリ ン グ

遺伝子科学( Genet i c Sci ence)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  一二三　 恵美

E-mai l    e-hi f umi @oi t a-u. ac. j p   内線   6003

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

「 遺伝子」 をキーワ ード にわれわれ生物が生き ていく ために細胞内で行われている し く みを理解し 、 遺伝子工学分野への応用例について講述する 。 ま ずは、 細胞を構成する

要素やその働き について発生学的見地を取り 入れながら 学び、 核酸が細胞周期に沿って形を変えながら 役割を果たし ていく 様子や、 核酸の機能が解き 明かさ れた研究の歴史

的背景を通し て、 謎を解き 明かすための実験手法や考え方にも 触れる 。 後半はDNAの複製やタ ンパク 質発現の流れ、 調節機構と と も に、 生物の営みを利用・ 応用し た遺伝子

工学的技術について学ぶ。

目標1

目標2

目標3 分子生物学研究の流れを通し て、 実験計画の立案や結果の解析を習得する 。

目標4 生命の営みと 、 こ れを利用し た遺伝子工学的技術について理解する 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

細胞小器官の成り 立ちと 機能を関連づけて理解する 。

核酸を多角的に捉えて特徴を整理し 、 説明する こ と が出来る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

細胞を構成する 要素： 細胞膜・ 核酸・ 小胞体の役割　 　 　 　1

細胞を構成する 要素： 真核細胞が持つ細胞小器官の成り 立ち　 　 　2

核酸・ 遺伝子・ 染色体・ ゲノ ム： 「 核酸」 と 「 遺伝子」 の関係　 　 　 　 　3

核酸・ 遺伝子・ 染色体・ ゲノ ム： 染色体構造の意味と 役割、 ゲノ ムと は何か　 　 　 　 　4

分子生物学研究の流れ： 遺伝の法則の発見　5

分子生物学研究の流れ： 遺伝子の正体　6

タ ンパク 質発現の流れ　 　 　7

遺伝子発現の調節8

細胞分裂： 2種類の細胞分裂のし く みと 意義　 　9

細胞内でのDNAの複製　 　10

試験管内でのDNA増幅（ PCR) 　 　 　 　11

PCR技術の応用　12

遺伝子ク ロ ーニング技術の概略13

遺伝子ク ロ ーニング技術のメ カニズム14

全体のま と め　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義終了前の10分間を使い、 その日の講義内容について理解出来た点・

出来なかった点を整理し て、 出席カード （ 用紙） に纏める 。 On l i neの

場合は、 チャ ッ ト 機能を利用し て同様の作業を行う 。

講義の始めに前回の要点を復習する と 同時に、 出席カード に記

載さ れた質問事項について回答する 。 ポンチ絵を沢山取り 入れ

た参考資料を用意し て、 理解の充実を図る 。 15回目の講義では

要点を復習し て、 講義内容全体の理解を深める 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト や参考資料を使って予習する （ 15 h) 。準備

学修

事後

学修

特にポンチ絵を使って説明し た内容について、 テキス ト を読み返し て理解を深め、 自分の言葉で説明でき る よ う にする （ 15 h) 。

教科書

教科書を指定せず、 テキス ト と し て用意し たプリ ント と 参考資料のポンチ絵を配布する 。

参考書

「 分子生物学講義中継」 シリ ーズ　 井出利憲、 2007年（ 羊土社） 　 　

「 分子生物学超図解ノ ート 」 　 田村隆明、 2007年（ 羊土社）

「 はじ めの一歩のイ ラ ス ト 生化学・ 分子生物学」 前野正夫、 磯川桂太郎、 2009年（ 羊土社）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

定期試験

定期試験

定期試験

定期試験

講義時間毎のと り ま と め

20% ○

20% ○

20% ○

30% ○

10% ○ ○ ○ ○

「 目標4」 は「 目標1」 から 「 目標3」 の内容を含み、 こ れら を関連づけながら 理解する も のなので、 評価割合が高い。

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:e-hifumi@oita-u.ac.jp


R845C016

ナン バリ ン グ

イ ン タ ーン シッ プＡ ( I nt er nshi p A)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 1 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  戸高　 孝

E-mai l    t odaka@oi t a-u. ac. j p   内線   7823

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

実際の業務を体験する こ と によ り 講義や演習・ 実験等， 大学で学修し ている 内容の社会的意義や社会と の関わり について理解を深め， 卒業研究に対する 自覚と 将来への展望

を認識する 。 ま た， 職業人と なる ためのキャ リ ア形成や自己分析のために， 今後の学修の方向性への示唆や職業選択を行う 場合に必要な自分の適性や職種についての理解を

深める 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○企業や行政の実際の業務を体験し ， 将来職業人と し て活躍する ための方法論や職業選択を行う ための経験を育む。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

企業， 官公庁等の実際の職場において夏季休業中に2週間以上の実習を行い，1

・ 実際の業務の流れはど のよ う になっている か2

・ 職場では学卒者と し てどのよ う な役割を求めら れている か3

・ 現場ではど のよ う な知識、 ス キルが求めら れている か4

等を実際の体験を通じ て学ぶ。5

なお， 企業等へ派遣さ れる 前には事前研修会に出席する と と も に， 終了後は報告会において実習で得ら れたこ と を報告する 。6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実際の職場によ る 研修によ り ， 自ら 考え行動する 力を育む。 ・ 事前研修会の実施

・ 事後報告会の実施

・ 報告書の作成
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前研究会を基にし た事前準備（ 8h）準備

学修

事後

学修

研修報告書の作成と ， 事後報告会での発表と そのための準備（ 8h）

教科書

必要に応じ てプリ ント を配布する 。

参考書

場合によ ってはグループト ーク 等で意見を集約する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実習先によ る 評価 100% ○

注意事項
・ 学生保険に必ず加入のこ と

・ 安全に注意する こ と

備考

リ ン ク
URL

mailto:todaka@oita-u.ac.jp


○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

実習先の企業・ 行政の職場の担当者： 実習を通し て実務を体験する 。

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

実際の企業での職務経験をも と に， 学生のイ ンタ ーンシッ プでの注意点などの指導を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R845C017

ナン バリ ン グ

イ ン タ ーン シッ プＢ ( I nt er nshi p B)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  戸高　 孝

E-mai l    t odaka@oi t a-u. ac. j p   内線   7823

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

実際の業務を体験する こ と によ り 講義や演習・ 実験等， 大学で学修し ている 内容の社会的意義や社会と の関わり について理解を深め， 卒業研究に対する 自覚と 将来への展望

を認識する 。 ま た， 職業人と なる ためのキャ リ ア形成や自己分析のために， 今後の学修の方向性への示唆や職業選択を行う 場合に必要な自分の適性や職種についての理解を

深める 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○企業や行政の実際の業務を体験し ， 将来職業人と し て活躍する ための方法論や職業選択を行う ための経験を育む。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

企業， 官公庁等の実際の職場において夏季休業中に４ 週間以上の実習を行い，1

・ 実際の業務の流れはど のよ う になっている か2

・ 職場では学卒者と し てどのよ う な役割を求めら れている か3

・ 現場ではど のよ う な知識、 ス キルが求めら れている か4

等を実際の体験を通じ て学ぶ。5

なお， 企業等へ派遣さ れる 前には事前研修会に出席する と と も に， 終了後は報告会において実習で得ら れたこ と を報告する 。6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実際の職場によ る 研修によ り ， 自ら 考え行動する 力を育む。 ・ 事前研修会の実施

・ 事後報告会の実施

・ 報告書の作成
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前研究会を基にし た事前準備（ 15h）準備

学修

事後

学修

研修報告書の作成と ， 事後報告会での発表と そのための準備（ 15h）

教科書

必要に応じ てプリ ント を配布する 。

参考書

必要に応じ て適宜， 参考図書を紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実習先によ る 評価 100% ○

注意事項
・ 学生保険に必ず加入のこ と

・ 安全に注意する こ と

備考

リ ン ク
URL

mailto:todaka@oita-u.ac.jp


○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

実習先の企業・ 行政の職場の担当者： 実習を通し て実務を体験する 。

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

実際の企業での職務経験をも と に， 学生のイ ンタ ーンシッ プでの注意点などの指導を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R812C018

ナン バリ ン グ

基礎化学( Basi c Chemi st r y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  芝原　 雅彦

E-mai l    mshi ba@oi t a-u. ac. j p   内線   7553

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

物質を構成する 原子や分子について理解を深め、 化学結合や分子の構造が物質と し ての性質にど のよ う に関わっている かを学ぶ。 その上で、 物質の気体・ 液体・ 固体状態に

おける 性質、 化学反応、 無機化合物， 有機化合物， 高分子化合物に関する 基礎知識を身につけ， 化学の基礎が理解でき る よ う になる 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○原子や分子の諸性質を理解し 、 物質に関する 基礎知識を身につけ、 化学の基礎を理解する こ と を目標と する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

原子と 分子１ （ 元素， 原子・ 分子， 原子量・ 分子量）1

原子と 分子２ （ 元素の周期表， 原子の電子構造， 放射性同位体）2

化学結合１ （ イ オン結合， 共有結合）3

化学結合２ （ 分子の構造， 分子間力， 金属結合）4

物質の状態１ （ 気体， 溶液）5

物質の状態２ （ 希薄溶液の性質， コ ロ イ ド ， 固体）6

化学反応１ （ 反応速度， 化学変化と エネルギー）7

化学反応２ （ 化学平衡， 酸・ 塩基の反応， 酸化還元反応）8

無機物質１ （ 元素の分類， 非金属単体， 非金属の水素化物と 酸化物）9

無機物質２ （ 金属単体， 金属の化合物， 錯イ オン， 金属イ オンの定性分析）10

有機化学の基礎（ 有機化合物の分類・ 化学式， 異性体， 有機反応）11

脂肪族炭化水素と 脂肪族化合物12

芳香族炭化水素と 芳香族化合物13

天然有機化合物（ 油脂， 炭水化物）14

高分子化合物（ 繊維， 合成樹脂， ゴム）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義中に演習問題を解かせ学生の理解度を確認する 。 ま た， 課題を解く

こ と で理解度を深める 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

あら かじ め教科書を読み， 自ら 課題をみつける ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

講義内容を復習し ， 課題レ ポート ( 30h) によ り 理解を深める 。

教科書

一般化学　 四訂版　 長島弘三， 富田功著　 2016年（ 裳華房）

参考書

高校化学の教科書， 図説， およ び学習指導要領

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート

定期試験

30% ○

70% ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:mshiba@oita-u.ac.jp


R812C019

ナン バリ ン グ

基礎生物学( Basi c Bi ol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  泉　 好弘

E-mai l    yi zumi @oi t a-u. ac. j p   内線   7577

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

生物がど のよ う にし て生長し ， 子孫を残し ていく のかを理解さ せる ために， 物質代謝， 自己複製， 刺激応答性， 他の生物や環境と の関係に関する 基礎的な内容について解説

する 。

目標1

目標2

目標3 生物がど のよ う にし て子孫を残し ていく のかを説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

生物の特徴（ 無生物と の違い） を説明でき る 。

生物がど のよ う にし て生長する のかを説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

生物の定義と 細胞の特徴1

物質代謝 I 　 - 生物を構成する 物質 -　2

物質代謝 I I 　 - 酵素の特徴 -3

物質代謝 I I I 　 - 酸素呼吸 -4

物質代謝 I V　 - 光合成 -5

自己複製 I 　 - 核酸の特徴と タ ンパク 質合成 -6

自己複製 I I 　 - DNAの複製と 体細胞分裂 -7

自己複製 I I I 　 - 減数分裂と 配偶子形成 -8

自己複製 I V　 - 発生 -9

刺激応答性 I 　 - 刺激の受容と 応答 -10

刺激応答性 I I 　 - 抗原抗体反応 -11

生態系の物質循環と エネルギーの流れ12

個体群内， 個体群間の相互作用13

生物多様性と その保全14

生物の系統と 進化15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

指名発問
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配付資料等の情報を必要に応じ て予習する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

授業ノ ート を整理し ， 授業内容をま と める ( 15h) 。

授業ノ ート や配付資料を用いて復習する ( 15h) 。

教科書

教科書は指定し ない。

授業中に配布する プリ ント を使用する 。

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

試験

レ ポート

80% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

注意事項
特になし

備考
特になし

リ ン ク
URL

mailto:yizumi@oita-u.ac.jp


R842C020

ナン バリ ン グ

生物学実験( Labor at or y Bi ol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  泉　 好弘， 永野　 昌博， 北西　 滋

E-mai l    yi zumi @oi t a-u. ac. j p， masanagano@oi t a-u. ac. j p， ki t ani shi @oi t a-u. ac. j p   内線   7577,

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

様々な実験や観察を行う と と も に， 実験や観察の準備方法やデータ 解析法について解説する 。 授業終了後， 自分自身で実験や観察を実施する ためのマニュ アルと なる レ ポー

ト を作成する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

植物学， 動物学， 生態学における 代表的な実験や観察の方法を説明でき る 。

植物学， 動物学， 生態学における 代表的な実験や観察を独力で実施でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

顕微鏡の使用法1

植物の構造 I 　 - 花の構造 -2

植物の構造 I I 　 - 葉と 茎の構造 -3

植物の構造 I I I 　 - 種子と 果実の構造 -4

細胞の観察 I 　 - 植物細胞 -5

細胞の観察 I I 　 - 体細胞分裂 -6

動物の構造　 - 無脊椎動物の解剖 -7

細胞の観察 I I I 　 - 動物細胞 -8

動物の発生 I 　 - 両生類の発生 -9

動物の発生 I I 　 - 魚類の発生 -10

土壌生態学実験 I 　 - 土壌動物の採集 -11

土壌生態学実験 I I 　 - 土壌環境の測定 -12

コ ンピ ュ ータ を活用し た土壌動物と 土壌環境の関係の解析法13

野外での生物観察　 - 生物の探し 方と 採り 方 -14

生物標本作成　 - 生物標本の作り 方， 生物の種名の調べ方 -15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実験・ 観察， 指名発問
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前に配布する 資料を読んで， 実験内容を把握する （ 15h)準備

学修

事後

学修

実験ノ ート を整理し ， レ ポート を作成する ( 30h) 。

教科書

教科書は指定し ない。

事前に配布する プリ ント を使用する 。

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート

授業（ 実験） 中の態度

80% ○ ○

20% ○ ○

注意事項
遅刻厳禁

備考
受講者数の上限は20名と する 。

受講希望者数が20名を超える 場合は自然科学コ ース の学生， 地域環境科学プロ グラ ムと 物理学連携プロ グラ ムの中学校教員免許取得希望者を優先し ， 残り の学生で

リ ン ク
URL

mailto:yizumi@oita-u.ac.jp
mailto:masanagano@oita-u.ac.jp
mailto:kitanishi@oita-u.ac.jp


R842C021

ナン バリ ン グ

地学実験( Labor at or y Ear t h Sci ences and Ast r onomy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  西垣　 肇、 小西　 美穂子

E-mai l    gaki @oi t a-u. ac. j p,  mkoni shi @oi t a-u. ac. j p   内線   7571,  7336

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

地学分野の基本的な事物・ 対象についての観察・ 実験を行う 。 課題と し て， 天体観測， 岩石， 地層， 天気図の作成， 気象観測など を扱う 。 コ ンピ ュ ータ を活用し ながら ， 表

や図の作成， レ ポート の作成を行う 。

目標1

目標2

目標3 天気図の作成と 基本的な気象観測ができ る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

望遠鏡の原理・ 構造を説明し ， 操作をし て天体観測ができ る

岩石を説明し ， 地層観察に参加し て， 測定が行える

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

天体観察や天体望遠鏡に関する 基本的知識　 （ 担当　 小西）1

天体望遠鏡の操作実習， 天体観測（ 基本操作， 月） 　 （ 担当　 小西）2

天体望遠鏡の操作実習， 天体観測（ 惑星， 恒星） 　 （ 担当　 小西）3

天体望遠鏡の操作実習， 天体観測（ 星団， 星雲， 銀河） 　 （ 担当　 小西）4

測光解析によ る HR図の作成　 （ 担当　 小西）5

火成岩の成因によ る 分類， 火成岩の観察　 （ 担当　 小西）6

堆積岩の成因によ る 分類， 堆積岩の観察　 （ 担当　 小西）7

歩測によ る 地球の大き さ の測定　 （ 担当　 西垣）8

野外における 地層観察， 柱状図の作成　 （ 担当　 西垣）9

変成岩の成因によ る 分類， 変成岩の観察　 （ 担当　 西垣）10

天気図の作成　 （ 担当　 西垣）11

雲の観察　 （ 担当　 西垣）12

気温と 湿度の測定　 （ 担当　 西垣）13

大気圧の測定　 （ 担当　 西垣）14

風向と 風速の測定　 （ 担当　 西垣）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グループ内で協力し て結果を導出し ， その結果についての考察をディ ス

カッ ショ ンし て実験レ ポート をま と める 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

準備

学修

事後

学修

レ ポート の作成（ 15ｈ ）

教科書

教科書を指定し ない。

参考書

ニュ ース テージ新地学図表， 浜島書店

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート 等

受講状況

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

注意事項
日時を変更し て実習を行う 場合がある 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:gaki@oita-u.ac.jp
mailto:mkonishi@oita-u.ac.jp


R812S001

ナン バリ ン グ

プロ グラ ミ ングＨ Ｉ ( pr ogr ammi ngHI )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  島津　 勝

E-mai l    shi mazu@oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

現在， コ ンピ ュ ータ の性能は， 急速な勢いで進歩を遂げており ， 情報化に対応する 技術が工学分野で必要不可欠と なっている ． 建築分野， 特に設計工学においても ， 景観・

計画解析， 構造解析や環境解析に応用さ れ， 重要なツ ールと し て設計技術の一翼をなし ている ． 本講義では， 今日の急速な情報化に対応し た建築技術者と し て応用解析が可

能と なる よ う ， プロ グラ ミ ング技術の習得を目的と し た講義と 各自によ る 演習を交互に行う ．

目標1

目標2

目標3 ラ イ ブラ リ の利用方法の習得

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

プロ グラ ムの作成方法の習得

基本的な文法の習得

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス1

Pyt honの基礎2

変数と 演算3

リ ス ト4

タ プル, 辞書5

条件判断6

繰返し 処理7

中間試験8

フ ァ イ ルを使った入出力9

関数10

ラ イ ブラ リ の使い方, Numpy11

ラ イ ブラ リ の使い方, Pandas12

ラ イ ブラ リ の使い方, Mat pl ot l i b13

ま と め14

定期試験15

期末試験解説16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回演習問題ま たはレ ポート を課す。 理解を確実にする ために質問時間

を設ける 。 中間試験・ 期末試験の試験解説を行う 。

Googl e Col abor at or yを利用する こ と でイ ンス ト ールやアッ プデ

ート の手間を省く

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前に配布する 資料を読んでおく こ と （ 22. 5h）準備

学修

事後

学修

課題プロ グラ ムの作成は， 講義の演習時間およ び講義時間外に行う こ と （ 22. 5h）

教科書

プリ ント 配布

参考書

「 入門　 Pyt hon 3」 ： Bi l l  Lubanovi c著， 長尾高弘訳. ， オラ イ リ ー・ ジャ パン， 2021

mailto:shimazu@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題

中間試験

期末試験

40% ○ ○ ○

20% ○

40% ○ ○

再試験の評価を期末試験の評価と 置き 換えて総合的に成績をつける ． 40%

注意事項
プロ グラ ミ ング技術の習得には， 日常的にコ ンピ ュ ータ に親し むこ と が重要である ので， 演習室や自宅パソ コ ンを活用する こ と

備考
JABEE学習・ 教育到達目標： D（ dと の対応についてはp. 10表3参照） ,  I 　 　 関連科目： p. 2「 専門科目の流れ」 参照

リ ン ク
URL



R811S002

ナン バリ ン グ

地域環境科学キャ リ ア開発( Car eer  Devel opment  of  Regi onal  Envi r onment  Sci ence)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 1 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  小林祐司・ 泉好弘・ 芝原雅彦・ 北西滋・ 永野昌博・ 西垣肇・ 宮村栄一( 非) ・ 臼杵伸治( 非) ・ 五ノ

谷精一( 非) 島田健一郎( 非) ・ 川村秀久( 非) ・ 吉田靖( 非)

E-mai l    ykoba@oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

地域環境科学プロ グラ ムで学ぶ自然環境， 地域環境， 防災・ 減災， 土木工学など に関する 幅広い学問領域が実社会でど のよ う に活用さ れ， ど のよ う な社会的役割を期待さ れ

ている かの最新動向・ 最新技術， そし て時々刻々と 変化する 諸課題の把握と と も に理解を深める 。 特に， 地域環境科学プロ グラ ムの各科目と の関わり を理解し ， 学びの動機

付けと する 。

目標1

目標2

目標3 自然環境や地域環境の今日的な課題を把握でき ， 課題解決のための提案能力を習得する 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

地域環境科学プロ グラ ムにおける 学問領域が実社会でどのよ う に活用さ れている かを理解する 。

自然環境や地域環境の持続性確保と のための取り 組み， 最新動向を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン， 地域環境科学プロ グラ ムのカリ キュ ラ ムについて（ 地域P全）1

自然環境と 社会の役割（ 自治体： 環境関係） （ 大分市環境対策課 島田）2

自然環境と 社会の役割（ 企業： 環境関係） （ 九州建設コ ンサルタ ント  宮村）3

自然環境と 社会の役割（ 民間： 環境関係） （ 九州環境管理協会　 川村）4

地域環境と 社会の役割（ 自治体： 土木関係） （ 大分県建設政策課 五ノ 谷）5

地域環境と 社会の役割（ 企業： 測量系） （ 日建コ ンサルタ ント  吉田）6

地域環境と 社会の役割（ 企業： 建設系） （ アジア航測 臼杵）7

講義のま と めと 地域環境科学プロ グラ ムの社会的な役割（ 地域P全）8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

自然環境や地域環境の持続性の課題， 安全・ 安心社会実現のための取り 組みについて， 日常的に情報収集を行う よ う に努めて下さ い。 （ 10h）準備

学修

事後

学修

講義で学んだ自然環境， 地域環境の課題解決のための取り 組みや社会的役割について理解を深めてく ださ い。 （ 10h）

教科書

適宜資料を配付する 。

参考書

適宜資料を配付する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート 100% ○ ○ ○

再試験はレ ポート （ 100%） で評価する 。

注意事項
講師の都合によ り ， 講義日程変更の可能性があり ま すが， 事前に告知し ま す。

備考
非常勤講師については， 人事異動によ り 担当者が変更と なる 可能性があり ま す。

資料は（ 可能な範囲で） Moodl eに掲載をし ま すので， 事後学修に活用し て下さ い。 ※利用条件は別途指示

リ ン ク
URL

mailto:ykoba@oita-u.ac.jp


○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

非常勤講師は自然環境， 環境保全， 土木・ 建設分野， 測量業における 実務経験者・ 専門家である 。

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

（ 常勤教員） 地域環境， 環境保全， 都市計画， 防災対策における 行政， 地域社会等への指導助言の経験等を踏ま えた講義を実施する 。

（ 非常勤講師） 実務経験にも と づく 講義を実施する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R811S003

ナン バリ ン グ

リ スク と 環境( Ri sk and Envi r onment )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 1 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  小林　 祐司

E-mai l    ykoba@oi t a-u. ac. j p    内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

社会に潜む様々なリ ス ク ， ハザード が我々の生命や生活のどのよ う な影響を及ぼし ， ど のよ う に対応すべき かについて， リ ス ク 学の領域の理解， 健康被害と 環境リ ス ク への

対応， 自然災害への対応， 都市災害への対応の側面から 理解を深める 。 そし て， 社会における リ ス ク と その評価， リ ス ク マネジメ ント と リ ス ク 政策， リ ス ク の認知と コ ミ ュ

ニケーショ ンのあり 方を理解し ， リ ス ク やハザード への基礎的対応能力を修得する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

我々を取り 巻く 環境における リ ス ク やハザード について理解する 。

リ ス ク の認知と その対応について， 提案する 能力を修得する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン， リ ス ク 学の領域と 方法1

リ ス ク 対応と 空間軸・ 時間軸2

健康被害と 環境リ ス ク への対応　 ※グループワ ーク ①3

自然災害・ 都市災害への対応4

安全と は， 社会における リ ス ク と その評価5

リ ス ク と 情報6

リ ス ク の認知と コ ミ ュ ニケーショ ン　 ※グループワ ーク ②7

リ ス ク マネジメ ント と リ ス ク 政策， 講義のま と め　 ※最終レ ポート8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各回で関連する 資料を配付し ， 講義内容の理解度を深めま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

災害はも と よ り ， 事件・ 事故など ， 我々の取り 巻く 環境には何かし ら の「 リ ス ク 」 が潜在（ 顕在化し ている か否かは別と し て） し ていま す。 日常的にそのよ う

な情報に触れ， 制度設計や対応について「 ど う ある べき か？」 を考える よ う にし て下さ い。 （ 5h）
準備

学修

事後

学修

講義で学んだこ と ， 周囲の多様な意見を理解し ， 自分自身の考えを整理する こ と に努めて下さ い。 （ 8h）

教科書

適時関連資料を配付し ま す。

参考書

「 リ ス ク 学事典増補改訂版」 （ 阪急コ ミ ュ ニケーショ ンズ） など， その他適時関連資料を配付し ま す。 　

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループワ ーク 評価

レ ポート

30% ○

70% ○ ○

再試験はレ ポート （ 100％） で評価する 。

注意事項
板書も 適宜行いま すのでノ ート をし っかり 取っておく こ と 。 ス ラ イ ド 資料はMoodl eに掲載をし ま すので， 事後学修に活用し て下さ い。

備考

リ ン ク
URL

mailto:ykoba@oita-u.ac.jp


都市計画， 防災対策における 行政等への指導助言の経験等を踏ま えた講義を実施する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R841S004

ナン バリ ン グ

建築製図１ ( Ar chi t ect ur al  Dr awi ng 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  重田　 信爾・ 柴田　 建

E-mai l    kenchi ku@oi t a-u. ac. j p( 建築学コ ース代表)    内線   7936( 建築学コ ース事務室)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本授業は本学科において行われる 建築設計製図関連カリ キュ ラ ムのス タ ート と し て位置づけら れる 。 建築技術を学ぶ上での基本と なる 建築設計図の理解、 作図能力を養う た

めの基礎的な知識・ 技能など を修得する 。

目標1

目標2

目標3 検討し た作品を伝える プレ ゼンテーショ ン能力を養う

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

建築製図における 表現内容・ 規格など の概要を理解する

基本的な建築設計図が作図でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

製図の基礎的知識の講義     CADソ フト のイ ンス ト ール1

図面の種類について講義     課題1： 線の練習と 表示記号ト レ ース （ 鉛筆）2

課題2： 白の家　 その1（ 鉛筆描き によ る 住宅の基本図面ト レ ース ）3

課題2： 白の家　 その2（ 平面図の作図）4

課題2： 白の家　 その3（ 立面図・ 断面図の作図）5

課題3： フ リ ーハンド によ る 立体的な表現の練習6

課題4： 小屋の設計によ る CAD基本操作練習7

課題5： き みの書斎　 その1（ 設計要望書、 エス キス 作成/受講者ど う し 互いが希望する 趣味空間をCADによ り 設計製図する ）8

課題5： き みの書斎　 その2（ 配置図の作図）9

課題5： き みの書斎　 その3（ 平面図の作図）10

課題5： き みの書斎　 その4（ 立面図、 パース の作図）11

課題6： 作品研究　 自ら 取材建物を選定し プレ ゼンテーショ ンボード を作成12

き みの書斎　 作品発表会13

建築に関連し たド キュ メ ント 番組視聴およ び感想レ ポート 作成14

作品研究　 発表会15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回、 講義およ び課題についてのコ メ ント を書いても ら う 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

講義中に得ら れた知識以外にも 課題に関する 情報収集を行い， 各課題に反映する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

指摘さ れた事項やチェ ッ ク 時のディ ス カッ ショ ンをも と に， 関係する 事例や情報も 収集し ， 次の課題を発展的に改善さ せる ( 30h) 。

教科書

コ ンパク ト 建築設計資料集成（ 日本建築学会編・ 丸善） ， 建築デザイ ン製図（ 学芸出版社） ～全員必携！

参考書

新し い建築の製図（ 学芸出版社） 、 建築製図の基本と 描き かた（ 彰国社） 、 名作建築で学ぶ建築製図（ 学芸出版社） 、 その他市販のJW-CAD操作解説書等

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

提出作品の完成度

図面・ ポート フォ リ オ等の表現力

独創性

60% ○ ○

30% ○ ○ ○

10% ○ ○

注意事項
各課題について採点を行いそれら の総合点で評価する 。 ただし 全ての課題を提出し たも ののみを総合点の採点対象と する 。 各自が製図用具を準備する 必要がある 。

詳細は講義時間に指示する 。

備考
演習課題の説明、 指導は授業時間内に行う が、 課題作成は時間外も 利用する 必要がある

JABEE学習・ 教育到達目標： A， D（ dと の対応についてはp. 9表2参照） ， E( 1-4) ， F， G， I 　 　 関連科目： p. 2「 専門科目の流れ」 参照

リ ン ク
URL

mailto:kenchiku@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

重田信爾（ 一級建築士） ， 柴田建（ 一級建築士）
教員の実務

経験

実務経験を生かし て建築設計の演習を指導する

実務経験を

いかし た教

育内容



R813S005

ナン バリ ン グ

地域安全システム工学( Soci al  Saf et y Sci ence and Syst em)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  小林 祐司

E-mai l    ykoba@oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

さ ま ざま な要素が相互に連動し ながら 都市や地域と いう 有機的な空間を構成し ている こ と を理解し ， その関係性のなかで， 都市や地域の安全・ 安心がど のよ う に形成さ れ，

ま たど のよ う な課題がある のかを理解する 。 ま ず， 災害ハザード ， 災害史， 災害法制も 含めた制度設計の課題について理解を深める 。 そし て， 我々が居住する 地域や地区の

防災計画， 都市計画・ ま ちづく り を行う ためのデータ ， 分析， 多変量解析手法の活用方法を理解し ， 防災・ 減災に関する 今日的課題へ対応する ための基礎的かつ応用・ 発展

的能力を修得する 。

目標1

目標2

目標3 地域防災や活動への応用力・ 展開力を養い， 安全・ 安心のま ちづく り の担い手と し て必要な基礎的知識・ 実践力を習得する

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

都市や地域における 災害や安全・ 安心に関する リ ス ク について知り ， 災害への対応法， 法制度の変遷， 課題について理解する

リ ス ク を正確に捉える ための地理情報シス テム（ GI S） や統計的手法を活用し たデータ 構築・ 情報収集・ 分析手法を習得する

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

地域安全シス テムと は何か， 都市計画・ 地域計画における 危機管理・ 防災の位置づけ1

災害ハザード と 社会的対応・ 制度設計の課題2

日本の災害史（ 古代～近世）3

日本の災害史（ 近代～現代） と 海外の事例4

防災の歴史と 都市計画法制度およ び都市計画関連事業5

防災の歴史と 災害法制1（ 災害法制の体系）6

防災の歴史と 災害法制２ （ 災害対策基本法， 災害救助法， 被災者支援他） 　 　 ※レ ポート 課題①（ 制度設計に関する 課題レ ポート ）7

都市・ 地域空間情報と 利用・ 収集方法， 事象の表現8

都市・ 地域の調査方法（ アンケート 調査， サンプリ ング， データ マイ ニング， KJ法他） 　9

地理情報シス テム（ GI S） を活用し たデータ の活用と 分析事例10

多変量解析手法を活用し た要因分析と 地域分類・ 類型化11

被害想定と ハザード マッ プ， 避難シミ ュ レ ーショ ン　 　 ※レ ポート 課題②（ 災害対応等に関する 課題レ ポート ）12

災害時の情報技術の活用， 家庭・ 学校・ 地域における 防災教育の実践と 課題13

防災・ 減災に関する 今日的課題（ 地域の活動， 防災教育， 空き 家問題など ） 　14

試験解説と 講義のま と め　 ※講義期間中15コ マ目に期末試験を実施。 試験期間中に「 試験解説と 講義のま と め」 を実施。15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

資料を適宜配付し ， 重要なポイ ント についての理解と 確認を行

いま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

都市や地域の災害リ ス ク を捉える ためには， 常に私たちの生活の身近にある 諸課題の要因やその背景にある データ について丁寧に読み解き ， それが社会全体に

どう 影響し ている かを考える こ と が重要です。 災害や防災についての情報を新聞や書籍等から 入手し ， 考える 習慣を身につけてく ださ い（ 25h） 。
準備

学修

事後

学修

講義で習得し た知識と 社会における 出来事と を 対比し ， 安全・ 安心社会に必要な取組・ 方策など を イ メ ージし ， 講義で学んだこ と の整理を 行っ てく ださ い

（ 25h） 。

教科書

適時関連資料を配付し ま す。

参考書

適時関連資料を配付し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート 課題

期末試験

30% ○ ○

70% ○ ○ ○

再試験は， 再試験の点数（ 100％） で評価

注意事項
板書も 適宜行いま すのでノ ート をし っかり 取っておく こ と 。 ス ラ イ ド 資料はMoodl eに掲載をし ま すので， 事後学修に活用し て下さ い。

期末試験は15回目の講義で実施し ， 試験期間中に「 試験解説と 講義のま と め」 を実施し ま す。

備考

リ ン ク
URL

mailto:ykoba@oita-u.ac.jp


都市計画行政への指導助言の経験等を踏ま えた講義を実施する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R841S006

ナン バリ ン グ

建築構法( Bui l di ng Const r uct i on Syst em)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1年 理工学部 前期

氏名  黒木正幸、 大谷俊浩、 柴田建、 田中圭、 島津勝、 秋吉善忠

E-mai l    kenchi ku@oi t a-u. ac. j p( 建築学プロ グラ ム代表)    内線   7936（ 建築学プロ グラ ム事務室）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

こ れから 建築学を学習し ていく 出発点と し て， 建築物の構造シス テムや建築形態と それに相応し い構造材料・ 構造方式， およ び各種構造における 構法を学習する と と も に，

建築物の地震や台風など によ る 自然災害の事例を通し て， 構法計画の重要性を認識する 。

目標1

目標2

目標3 建築要素の構法について習得する 。

目標4 各種構造における 構法について習得する 。

目標5 地震によ る 建築物の被害と その教訓について習得する 。

目標6 構造設計の概要について習得する 。

目標7 設計演習において適切な構造の選択ができ る 力を身につける 。

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

建築物の構造シス テムについて習得する 。

建築形態と 構造について習得する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス1

建設業界の仕組み2

建築構法原論3

建築要素の構法①（ 屋根， 壁， 床）4

建築要素の構法②（ 天井， 階段， 建具， 造作他）5

建築実物模型を活用し た建築要素の解説と 見学6

鉄骨構造7

木質構造①（ 木材利用と 地球環境保全）8

木質構造②（ 木造建築あれこ れ）9

コ ンク リ ート 系構造①（ 構造材料， 構造設計， 構造方式）10

コ ンク リ ート 系構造②（ 主要構造要素， 地震被害）11

組積造・ コ ンク リ ート ブロ ッ ク 塀12

基礎構造①（ 基礎の概要と 地盤）13

基礎構造②（ 基礎の種類と 構法）14

【 期末試験】15

【 期末試験解説】16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

理解度を確認する ために， 多く のレ ポート を課す。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書を予習し てく る こ と ( 15h) 。 レ ポート の書き 方等の参考書にも 目を通し ておく こ と （ 5h） 。準備

学修

事後

学修

講義内容について， 自宅や街の実際の建築物を見ながら 復習を行い， 理解を深める こ と ( 30h) 。

教科書

「 建築構法」 ， 朝倉書店

参考書

「 構造用教材」 日本建築学会。 その他は授業中に紹介する

mailto:kenchiku@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

課題レ ポート

50% ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

再試験は行わない。

注意事項

備考
JABEE学習・ 教育到達目標： A,  D,  E（ 3‾ 4） ,  F,  I 　 （ dと の対応についてはp. 10表3参照）  関連科目： p. 2「 専門科目の流れ」 参照

リ ン ク
URL



R842S007

ナン バリ ン グ

住居論( Theor y of  Housi ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  柴田　 建

E-mai l    shi bat a-ken@oi t a-u. ac. j p   内線   7925

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

現代の住宅は核家族向けの専用住宅が主と なっている が， 歴史を振り 返る と 必ずし も 主要な形式ではなく ， 多様な家族形態， 多様な暮ら し の形があった。 こ の講義では， 日

本における 近世・ 近代・ 現代の住居史を学ぶこ と によ り ， 多様な住ま いのあり 方を理解する 。 ま た， 建築家が， 各時代背景のも と で住宅設計を通じ ていかなる 暮ら し の提案

をし てき たのか検討する 。 さ ら に， シェ アハウ ス ， リ ノ ベーショ ン等に関する ディ ス カッ ショ ンを通し て， こ れから の住ま いのあり 方に関する 創造的思考能力を養う 。

目標1

目標2

目標3 近年の住宅の新たな動向を説明でき る

目標4 こ れから の住宅について， 創造的に提案でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○ ○ ○

○

○

日本の近世から 現代ま での住宅史を説明でき る

建築家の住宅設計の意図と 社会背景を分析でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス ： 住ま いと 社会1

近世の住宅１ ： 環境の中の農村住宅2

近世の住宅２ ： 町家と 町並み， 長屋と 路地3

近代の住宅： 住宅・ 住宅地の計画4

現代の住宅１ ： 戦後の住宅5

現代の住宅２ ： 商品と し ての住宅6

中間試験7

建築家の住宅１ ： 日本の建築家の作品分析8

建築家の住宅２ ： 海外の建築家の作品分析9

現代の集合住宅１ ： 住戸の計画と 家族生活10

現代の集合住宅２ ： 住棟の計画と コ ミ ュ ニティ11

建築家の住宅３ ： 集合住宅の作品分析12

新し い住ま い１ ： シェ アハウ ス と “ 家族” の再定義13

新し い住ま い２ ： リ ノ ベーショ ンと 利用の構想力14

新し い住ま い３ ： ま ちづく り と 住ま い15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義終盤に当日の内容に関する ま と めを学生自身が発表する など， イ ン

タ ラ ク ティ ブな講義の工夫を行う 。

講義内容に応じ て， ビデオ上映・ ゲス ト 講義を盛り 込み， 理解

を深める 一助と する 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

講義で取り 上げる 予定の住居について， 自身の体験を整理する と と も にイ ンタ ーネッ ト 等で情報を集め予習を行う こ と ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

適宜， フ ィ ールド ワ ーク を含めたレ ポート を課す( 30h) 。

教科書

住ま いを読む　 現代日本住居論（ 鈴木成文， 建築資料研究社， 1999年， I SBN :   978-4874605844）

参考書

授業中に適宜資料を配布する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

50% ○

50% ○ ○ ○

注意事項
遅刻や受講姿勢には厳格に対処する 。 そのほか， 随時指示をする 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:shibata-ken@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

柴田建（ 一級建築士）
教員の実務

経験

一級建築士の資格に基づく 実務経験を生かし て、 住宅計画の講義を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R842S008

ナン バリ ン グ

建築環境工学１ ( Ar chi t ect ur al  Envi r onment al  Engi neer i ng 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  富来　 礼次

E-mai l    t omi ku-r ei j i @oi t a-u. ac. j p   内線   7916

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

地球環境に配慮し ， 健康かつ安全で快適な建築・ 都市環境を実現する ためには， 気候・ 風土など の自然環境の把握や， 建築が有する 熱・ 空気・ 水・ 光・ 音など の物理的性質

， 人体の生理・ 心理反応に関する 専門知識， こ れら を活用ま たは制御する 方法の構築等が不可欠である ． こ の講義では， 建築環境工学の基礎と なる 熱移動現象や， 気候・ 風

土など の自然環境の把握， 人体の生理反応， 室内空気の質に関する 基礎を学び， 建築を取り 巻く 物理現象を理解する ．

目標1

目標2

目標3 湿気と 結露： 壁体表面や内部で生ずる 結露問題の発生メ カニズムの把握と 結露判定法の習得

目標4 室内空気質： 室内空気質と 人体影響の工学的理解と 必要換気量計算法の習得

目標5 快適環境： 人体の生理反応の工学的理解と 熱的快適性評価方法の理解

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○ ○

○

○

建築と 自然環境： 気候・ 風土などの自然環境の科学的理解と 建築環境工学の意義についての理解

熱移動現象の基礎： 熱移動プロ セス ( 伝導・ 対流・ 放射) の工学的理解と 熱貫流計算法の習得

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

講義概要説明1

建築を取り 巻く 自然環境2

太陽位置3

太陽放射4

建築伝熱5

壁体の熱貫流6

建物の熱損失7

前半の講義内容到達度確認及び中間試験8

建物全体の熱の授受9

湿り 空気10

湿気移動と 結露11

室内空気質12

換気の必要性13

温冷感指標14

講義内容の総復習： 期末試験解説15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義中内演習、 中間試験、 期末試験の実施 建築環境工学演習１ で本講義を反映し た演習を行う ．
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各時間教科書の関連する 範囲を予習する （ 15h） 。準備

学修

事後

学修

シラ バス 到達目標を確認し ， 達成度欄に必要事項を記入する と と も に教科書・ 配布資料を復習する （ 35h） 。

教科書

田中俊六他共著： 最新建築環境工学， 井上書院

参考書

浦野良美・ 中村洋編著： 建築環境工学， 森北出版

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

40% ○ ○

60% ○ ○ ○ ○ ○

再試験の成績は、 再試験のみで評価する

注意事項
本講義で修得し た知識を建築環境工学演習１ で利用する ． 理解が不足し ている 内容については積極的に質問する こ と ．

備考
日頃から ， 気候の変化や室内の暖かさ ・ 涼し さ 等の温熱環境に興味を持って， 建築を学ぶこ と を要望する ． JABEE学習・ 教育到達目標： A,  B, D（ dと の対応について

はJABEEシラ バス p. 10表3参照） ,  E( 2)

リ ン ク
URL

mailto:tomiku-reiji@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

研究所主任技師
教員の実務

経験

建築環境設備機器の実例紹介、 学習内容と 建築環境関連材料・ 機器・ 技術開発実務と の関係の紹介等を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R842S009

ナン バリ ン グ

建築構造力学２ ( Ar chi t ect ur al  St r uct ur al  Mechani cs 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  田中　 圭

E-mai l    kei @oi t a-u. ac. j p   内線   7756

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

・ 建築構造設計の前提と なる 、 応力算定法・ 変形計算法を学習する 。

・ 構造力学２ では、 特に、 釣合条件だけでは応力や反力を求める こ と ができ ない構造物である ＜不静定構造物＞を対象と し た応力算定法を学習する 。

目標1

目標2

目標3 たわみ角法を用いて、 ラ ーメ ン構造に対する 、 モーメ ント 図、 せん断力図を描ける 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

梁構造、 ラ ーメ ン構造、 ト ラ ス 構造の変形を求める こ と ができ る 。

応力法（ 力を未知数と し た解法） の解法原理を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

なぜ構造力学が必要か？1

静定構造物と 不静定構造物2

曲げの基本式3

モールの定理4

仮想仕事の原理、 カス ティ リ アーノ の定理5

応力法によ る 不静定構造物（ 梁構造） の解法6

応力法によ る 不静定構造物（ ト ラ ス 構造） の解法・ 【 中間テス ト 】7

応力法によ る 不静定構造物（ ラ ーメ ン構造） の解法8

たわみ角法の原理9

たわみ角法によ る 解法（ 梁構造： 節点移動がない場合）10

たわみ角法によ る 解法（ ラ ーメ ン構造： 節点移動がない場合）11

たわみ角法によ る 解法（ 門型ラ ーメ ン： 節点移動がある 場合）12

たわみ角法によ る 解法（ 異形ラ ーメ ン： 節点移動がある 場合）13

各解法に対する 例題の解説14

【 期末試験】15

期末試験解説・ ま と め16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

理解度を確認する ために， 試験日以外は毎回レ ポート を課す。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

最初に理解でき ないでいる と ， 最後ま で分から なく なる ので， 段階を追って理解でき る よ う に， 講義の予習を十分に行う こ と 。 ( 7h)準備

学修

事後

学修

課題レ ポート を活用し て、 復習を十分に行う こ と 。 ( 30h)

教科書

「 建築構造力学」 津田惠吾　 編著， オーム社

参考書

最初の講義で紹介する 。

mailto:kei@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間テス ト

期末テス ト

課題レ ポート

40% ○ ○

40% ○

20% ○ ○ ○

注意事項
電卓， 定規は常に持参のこ と 。

授業は毎回の積み重ね形式なので、 欠席する と 取り 返し に苦労する 。

備考
JABEE学習・ 教育到達目標： A,  D（ dと の対応についてはp. 9表2参照） ,  E（ 3） 　 　 関連科目： p. 2「 専門科目の流れ」 参照

リ ン ク
URL



R842S010

ナン バリ ン グ

建築材料( Bui l di ng Mater i al s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  大谷　 俊浩

E-mai l    ot ani @oi t a-u. ac. j p   内線   7862

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

建築物には様々な材料が使用さ れている が， 柱， はり ， 壁， 床， 屋根など 建築の各部位においてそれぞれ要求さ れる 性能は異なっており ， 適切に材料を選択する こ と が大切

である 。 科学の進歩と と も に建築材料の種類は増加し ている が， あら かじ め長所・ 短所など の特性を理解し ， 適材適所に使用する 必要がある 。 本講義では， 建築材料の性能

に関する 知識並びにコ ンク リ ート を除く 主要建築材料の特性を学ぶ。 コ ンク リ ート の特性については「 建築材料実験」 の講義で詳細に説明する 。

目標1

目標2

目標3 石材・ ガラ ス ・ 粘土焼成品・ 鉄鋼材料の一般的性質を理解する

目標4 非鉄金属材料・ 木材・ 高分子材料・ セメ ント ・ せっこ う ・ 石灰系材料の一般的性質を理解する

目標5 コ ンク リ ート の構成材料の特性， フ レ ッ シュ およ び硬化時の特性， 劣化現象を理解する

目標6 特殊コ ンク リ ート やコ ンク リ ート 製品の種類や特徴を理解する

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

○

材料特性を理解し ， 設計時における 材料選択など に役立てる 知識を習得する

建築材料の定義， 分類を理解する

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

本講義内容の位置づけ， 建築材料概説①（ 諸性質）1

建築材料概説②（ 耐久性， 部位ごと に要求さ れる 性質）2

建築材料概説③（ 建築材料と 健康・ 日常安全， 建築材料に関連する 法規・ 規格・ 仕様書）3

石材， ガラ ス ， 粘土焼成品4

鉄鋼①（ 諸特性）5

鉄鋼②（ 製品）6

非鉄金属7

木材①（ 諸特性）8

木材②（ 製品）9

第１ 回～第9回の要点解説， 中間試験10

高分子材料， せっこ う ， 石灰系材料11

セメ ント12

コ ンク リ ート ① （ 材料， フレ ッ シュ 性状， 硬化性状）13

コ ンク リ ート ② （ 耐久性， 特殊コ ンク リ ート ， コ ンク リ ート 製品）14

期末試験15

期末試験解説16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

範囲が広いため、 中間試験を設ける 。 試験解説を行う 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

予習と し て教科書を熟読する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

講義内容を復習する ( 15h) 。 課題レ ポート の作成( 10h) 。 各試験問題を見直し 、 誤った内容を理解する ( 5h) 。

教科書

「 建築材料（ 第4版） 」 小山智幸ほか， 朝倉書店

参考書

参考書を指定し ない

mailto:otani@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート

中間試験

期末試験

20% ○

40% ○ ○

40% ○ ○ ○

再試験： 100%

注意事項

備考
JABEE学習・ 教育到達目標： A,  D（ dと の対応についてはJABEEシラ バス p. 10表3参照） ,  E( 4)

関連科目： JABEEシラ バス p. 2「 専門科目の流れ」 参照

リ ン ク
URL



R842S011

ナン バリ ン グ

建築材料力学( Ar chi t ect ur al  Sol i d Mechani cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  秋吉　 善忠

E-mai l    aki yoshi -yoshi t a@oi t a-u. ac. j p   内線   7932

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

材料力学は構造物に外力が作用し たと き に， 各部に生ずる 応力や変化を明ら かにする 学問であり ， 建築構造学を学ぶ上で基礎と なる も のである 。 こ こ では， 応力や変形を原

理的に理解し ， 応用力を身につける 。 工学の具体的・ 実際的な問題， 特に建築構造物の各部材を対象と し た問題の解析， すなわち， 荷重に対し て安全である よ う に部材断面

の大き さ を決定し ， 材料を適切に選択する 手順を学ぶ。 なお， 構造関係の講義内容を理解する ためには「 建築材料力学」 の知識が必要と なる 。

目標1

目標2

目標3 せん断力を受ける 部材の応力およ び変形量を求める こ と ができ る 。

目標4 偏心荷重を受ける 部材の応力およ び変形量を求める こ と ができ る 。

目標5 モールの応力円を作図し ， 任意の角度における 応力状態ある いは主応力およ びその方向性を求める こ と ができ る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

軸方向力を受ける 部材の応力と ひずみを求める こ と ができ る 。

曲げモーメ ント を受ける 部材の応力およ び変形量を求める こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

本講義の位置づけ， 材料力学の基礎1

応力と ひずみ2

軸方向力を受ける 部材（ その１ ） （ 応力計算）3

軸方向力を受ける 部材（ その２ ） （ 変形計算） ， 熱応力と 熱ひずみ4

第1回～第4回のレ ポート 解説， 中間試験①5

中間試験①の解説， 梁の曲げ応力（ その１ ） （ 応力計算）6

梁の曲げ応力（ その２ ） （ 変形計算）7

梁のせん断応力（ その１ ） （ 応力計算）8

梁のせん断応力（ その２ ） （ 変形計算）9

偏心荷重を受ける 部材（ その１ ） （ 考え方）10

偏心荷重を受ける 部材（ その２ ） （ 換算断面）11

第6回～第11回のレ ポート 解説， 中間試験②12

中間試験②解説， 応力の変換－モールの応力円（ その１ ） （ 数式計算）13

応力の変換－モールの応力円（ その２ ） （ 図式計算） ， レ ポート 解説14

期末試験15

期末試験解説16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

理解度を確認し 、 知識の定着を図る ため， 試験日以外は毎回レ ポート を

課す。

理解度を高める ため質疑応答の時間を毎回設ける 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書や参考書、 講義資料等を用いて講義の予習を行う （ 10ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

課題レ ポート の作成（ 30ｈ ） 。

演習問題およ び中間試験を見直し 、 誤った内容を理解する （ 10ｈ ） 。

教科書

「 構造力学Ⅰ」 で使用し た教科書を適宜用いる 。

参考書

「 建築材料力学」 榎並昭著， 彰国社， 1989年

mailto:akiyoshi-yoshita@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート

中間試験①

中間試験②

期末試験

30% ○ ○ ○ ○ ○

15% ○

15% ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○ ○

再試験： 100%

注意事項
電卓， 定規は常に持参のこ と 。 課題レ ポート の締め切り を厳守する こ と 。

備考
JABEE学習・ 教育到達目標： A,  D（ dと の対応についてはJABEEシラ バス p. 10表3参照） ,  E( 3)

関連科目： JABEEシラ バス p. 2「 専門科目の流れ」 参照

リ ン ク
URL

○

担当教員の

実務経験の

有無

秋吉善忠（ 建築材料の開発・ 製造・ 品質管理， 技術指導）
教員の実務

経験

使用材料や調合等によ って異なる 建築材料の特性が各部材の変形量に与える 影響についても 解説する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R842S012

ナン バリ ン グ

建築構造力学１ ( Ar chi t ect ur al  St r uct ur al  Mechani cs 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  大谷　 俊浩

E-mai l    ot ani @oi t a-u. ac. j p   内線   7862

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

建築構造力学は骨組み構造の力学を扱う 学問であり ， 鉄筋コ ンク リ ート 構造など の各種建築構造物を構造設計する 際の力学的な基礎と なる も のである 。 建築構造力学1では

初級編と し て静定構造物の解析方法を学ぶ。 極めて基礎的な部分である が， こ こ で学んだこ と が， 「 建築構造力学2」 など の構造関係の講義を受講する 際の必要最低限の知

識である こ と を十分に認識し ておく 必要がある 。

目標1

目標2

目標3 静定構造物（ はり ， ラ ーメ ン， 3ピン， 連続梁） の応力図（ 軸力図， せん断力図， 曲げモーメ ント 図） を描く こ と ができ る

目標4 静定構造物（ ト ラ ス ， 合成骨組み） の応力図（ 軸力図， せん断力図， 曲げモーメ ント 図） を描く こ と ができ る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

力のつり 合いを理解し ， 合力と 分力を求める こ と ができ る

静定構造物の反力を求める こ と ができ る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

構造力学１ 学習内容の位置づけ， 構造物や力のモデル化， 力のつり あい1

図解法によ る 力の合力と 分力の求め方2

静定構造物の反力の計算①（ 梁）3

静定構造物の反力の計算②（ ラ ーメ ン， 3ピ ン）4

第１ 回～第４ 回の要点の解説， 中間試験①5

静定構造物の部材応力の求め方と 応力図の描き 方①（ 梁）6

静定構造物の部材応力の求め方と 応力図の描き 方②（ ラ ーメ ン）7

静定構造物の部材応力の求め方と 応力図の描き 方③（ 3ピ ン）8

静定構造物の部材応力の求め方と 応力図の描き 方④（ 連続梁）9

第６ 回～第９ 回の要点の解説， 中間試験②10

静定構造物の部材応力の求め方と 応力図の描き 方⑤（ ト ラ ス （ ク レ モナ図解法） ）11

静定構造物の部材応力の求め方と 応力図の描き 方⑥（ ト ラ ス （ 節点法、 切断法） ）12

静定構造物の部材応力の求め方と 応力図の描き 方⑦（ 合成骨組み）13

第１ １ 回～第１ ３ 回の要点の解説， 中間試験③14

応力図の要点（ 応力図と 外力の関係の見方）15

期末試験16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

理解度を確認する ために， 試験日以外は毎回レ ポート を課す。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

予習と し て教科書を熟読する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

教科書及び講義内容を見直し て内容を理解する ( 15h) 。 各試験問題の見直し を行い、 誤った内容を理解する ( 15h) 。

教科書

「 建築構造力学」 津田惠吾　 編著， オーム社

参考書

参考書を指定し ない

mailto:otani@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験①

中間試験②

中間試験③

期末試験

15% ○ ○

15% ○

15% ○

55% ○ ○ ○

再試験： 100%

注意事項
電卓， 定規は常に持参のこ と 。 理解度の向上のために「 建築構造力学１ 演習」 を受講する こ と が望ま し い。

備考
JABEE学習・ 教育到達目標： A,  D（ dと の対応についてはJABEEシラ バス p. 10表3参照） ,  E( 3)

関連科目： JABEEシラ バス p. 2「 専門科目の流れ」 参照

リ ン ク
URL



R843S013

ナン バリ ン グ

建築計画１ ( Ar chi t ect ur al  Pl anni ng 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  姫野　 由香

E-mai l    hi me@oi t a-u. ac. j p   内線   7219

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

建築計画1では、 建築計画学の概要と 来訪者や管理者に限ら ず不特定多数の利用者が想定さ れる よ り 複合的な機能を有し た建築物の計画・ 設計に必要な知識を習得する 。 特

に経済合理性も 勘案し た設計が求めら れる 「 事務所ビル」 、 集会・ 文化施設の代表的な施設と し て「 劇場建築」 を、 地域の教育施設と し て「 図書館」 について取り 上げ、 そ

れら の基本計画、 基本設計など において留意すべき 事柄を、 計画プロ セス 、 立地計画や配置計画も 包含し ながら 総合的に学ぶ。

目標1

目標2

目標3 劇場建築の歴史、 種類、 構成要素、 動線計画、 室内環境計画、 日本の特殊な劇場（ 歌舞伎座・ 能舞台含む） を理解する

目標4 図書館建築の種類、 立地計画、 構成要素、 動線計画、 室内環境計画、 構造計画、 日本の自然災害と 図書館計画を理解する

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

建築計画の基本的な考え方と モジュ ールプラ ンニングを理解する

事務所ビルの歴史、 種類、 構成要素、 動線計画、 コ アプラ ン、 レ ンタ ブル比を理解する

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

建築計画と モデュ ラ ープラ ンニング1

事務所ビルの歴史、 種類、 構成要素、 動線計画2

コ アプラ ンと レ ンタ ブル比3

劇場建築の歴史、 演劇の種類と 劇場建築4

劇場の平面類型、 動線と 諸室の位置関係5

客席の計画と 設計、 劇場の断面類型、 可視線問題6

舞台の平面形、 特殊舞台（ 歌舞伎舞台、 能舞台等）7

舞台機構（ 回り 舞台、 迫り 、 舞台上部機構） 、 舞台照明設備と 諸室8

★中間試験（ 事務所ビル、 劇場建築について） ・ 解説／第１ 回から ８ 回ま での要点解説9

図書館建築の歴史、 図書館建築の種類10

図書の出納シス テム（ 接架と 出納シス テム）  、 図書館建築の種類11

図書館建築の機能諸室（ 閲覧室関係・ 書庫）12

大学・ 学校図書館の概要13

図書館の地域計画 と 設計の要点、 モデュ ラ ープラ ンニングと 新し い図書館建築の方向性14

★期末試験15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義時間中の集中力を高め、 理解を促進する ために， 板書を中心に進め

る 。 必要に応じ てス ラ イ ド 資料（ 配布） や音源など も 利用する 。 ま た，

設計基準に基づく 各種数値の算定など を参加型で解答し ， 学生が他の学

生へ説明する 機会を設ける 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前に配布さ れる 資料に， 必ず目を通し ておく こ と 。 ま た， 劇場建築も 図書館建築も 公共施設である こ と が多いため， 身近な施設を直接訪れ， 建築的配慮（ 工

夫） など を現場で確認し ておく こ と を推奨する （ 15h） 。
準備

学修

事後

学修

講義中に紹介する 施設に加え、 身近な施設に直接訪れ， 講義で得ら れた知識を現場でも 確認する 。 ま た， 自ら 作成し た講義ノ ート への加筆や清書など によ り ，

講義のノ ート を最大限活用する こ と で記憶の定着に努める こ と （ 30h） 。

教科書

教科書は特段使用し ないが、 板書によ り ノ ート を作成する こ と 。 資料は適宜配付する 。

参考書

新建築学体系「 33劇場の設計」 （ 彰国社） 、 建築図集DA「 図書館」 「 劇場・ ホール」 （ 彰国社） 他

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

20% ○

80% ○ ○

注意事項
劇場建築も 図書館建築も 公共施設である こ と が多く ， 講義中に紹介する 施設や身近な施設に直接訪れ， 講義で得ら れた知識を現場でも 確認する こ と 。 ま た， 自ら 作

成し た講義ノ ート への加筆や清書など によ り ， 講義のノ ート を最大限活用する こ と で記憶の定着に努める こ と 。

備考
JABEE学習・ 教育到達目標： A,  D（ dと の対応についてはp. 9表2参照） ,  E( 1) ,  F　 　 関連科目： p. 2「 専門科目の流れ」 参照

中間試験の時期は他の講義と の関係によ り 前後する こ と も ある ため， 講義中に案内する 。

リ ン ク
URL

mailto:hime@oita-u.ac.jp


R842S014

ナン バリ ン グ

建築環境工学２ ( Ar chi t ect ur al  Envi r onment al  Engi neer i ng 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  岡本　 則子

E-mai l    n-okamot o@oi t a-u. ac. j p   内線   7926

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

建築環境工学１ と あわせ， 建築環境・ 設備工学の基礎と なる 科目である 。 建築光環境・ 視環境， 建築音響， 騒音・ 振動を中心に， 環境要素に関する 物理数理的基礎， 人間の

生理・ 心理と 物理環境・ 建築設計関連に関し ， 建築士や建築環境・ 設備分野の専門技術者・ 研究者と し て必要な基礎を学ぶ。

目標1

目標2

目標3 基本的な昼光照明計画およ び人工照明計画について説明でき る 。

目標4 色彩の基本事項について説明でき る 。

目標5 音の物理的基礎， 物理量と 人間の感覚量の関係性について説明でき る 。

目標6 吸音と 遮音， デシベル計算について説明でき る 。

目標7 室内音響設計， 室内音響の評価について説明でき る 。

目標8 騒音と 騒音制御について建築や都市と の関連から 説明でき る 。

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○

○

○ ○

○ ○

○

○

測光量について説明でき る 。

光源と 照明方式について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

視覚と 測光量： □視覚と 光の関係について理解する  □測光量の定義や意味を理解する1

照明の要件： □照明の目的を理解する  □照明の基本用語について理解する2

採光計画１ （ 昼光光源， 昼光率） ： □昼光光源， 昼光率について理解する3

採光計画２ （ 昼光照明方式） ： □建物の開口部の機能について理解する4

人工照明計画１ （ 人工光源， 人工照明方式） ： □人工光源， 各種照明方式について理解する5

人工照明計画２ （ 人工照明計算） ： □照度計算の基本について理解する  □光束法によ る 照度計算ができ る6

色彩と 色彩計画： □基本的な表色系について理解する  □色彩計画の基本事項を理解する7

光環境のま と め， 中間試験： □講義１ ～７ の到達目標の達成8

音と 聴覚１ （ 音の物理的基礎） ： □音の物理的特性について理解する  □ウ ェ ーバー・ フ ェ ヒ ナーの法則を理解する9

音と 聴覚２ （ デシベル計算， 聴覚と 心理・ 生理） : □複数のデシベル値の加算, 減算, エネルギー平均について理解する  □ラ ウ ド ネス ， 騒音レ ベルについて理解する10

吸音： □吸音， 吸音率， 透過率の定義を理解する  □吸音の原理と 材料の吸音機構について理解する11

室内音響： □残響と エコ ー等の特異現象の定義と 音響設計上の留意事項を理解する  □残響時間の計算ができ る12

遮音： □遮音について理解する  □質量則， コ イ ンシデンス 効果について理解する13

騒音と 騒音制御１ （ 騒音の定義， 距離減衰， 回折減衰） ： □騒音の定義， 音源の特性， 伝搬の特性について理解する  □距離減衰， 回折減衰の計算ができ る14

騒音と 騒音制御２ （ 騒音の評価， 防止法) ： □騒音の測定・ 評価法について理解する  □騒音の防止法について理解する15

期末試験／期末試験解説： □講義全般に関する 理解16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義中の演習， 中間試験， 期末試験の実施
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書を読むこ と ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

シラ バス 到達目標を確認し ， 達成度欄に必要事項を記入する と と も に教科書・ 配布プリ ント を復習する ( 30h) 。

教科書

田中俊六， 武田仁， 他共著， 最新・ 建築環境工学， 井上書院

参考書

日本建築学会， 建築環境工学用教材（ 環境編） ， 丸善

mailto:n-okamoto@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

中間試験

レ ポート

40% ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

再試験の成績は， 再試験のみで評価する 。

注意事項

備考
JABEE学習・ 教育到達目標： A,  D( dと の対応についてはp. 10表3参照) ,  E( 2) 　 関連科目： p. 2「 専門科目の流れ」 参照

リ ン ク
URL

○

担当教員の

実務経験の

有無

コ ンサルタ ント 業務
教員の実務

経験

実務で重要と さ れる 基礎事項や事例を紹介する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R842S015

ナン バリ ン グ

建築構造解析( Ar chi t ect ur al  St r uct ur al  Anal ysi s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  田中　 圭

E-mai l    kei @oi t a-u. ac. j p   内線   7756

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

建築物の構造計算においては， 耐用年限中にその建築物に対し て想定さ れる 各種の外力や荷重に対し て建物各部に生じ る 断面力（ 曲げモーメ ント ・ せん断力・ 軸方向力など

） や変位ま たは変形を精度よ く かつ実用的に算出する こ と が重要である 。 本授業では， こ の構造解析に用いら れる 代表的な解析手法（ マト リ ッ ク ス 法， 固定法， Ｄ 値法） の

解法原理と 計算方法を習得する 。 ま た， 建築構造物の構造計算について理解を深める ために， ２ 階建てモデル建物の構造計算を行う 。 こ の構造計算レ ポート は， 建築構造設

計１ ・ ２ ， 鉄筋コ ンク リ ート 構造と の共通レ ポート であり ， 荷重計算・ 応力計算・ 断面算定・ 保有水平耐力の確認ま での一連の構造計算をこ れら の授業で習得する 。

目標1

目標2

目標3 構造解析における コ ンピ ュ ータ の役割に関し て理解を深める 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

建築構造物の構造設計における 構造計算（ 荷重計算， 応力・ 変形計算） の流れおよ び計算手法を理解する 。

ﾏﾄﾘｯｸｽ変位法， 固定ﾓー ﾒﾝﾄ法， 水平力に対する 実用計算法（ Ｄ 値法） の解法原理およ び計算方法を習得する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

講義計画     構造計算の概要， たわみ角法の復習1

固定法（ １ ： 解法原理）      構造計算レ ポート （ 剛比計算）2

固定法（ ２ ： よ り 一般的な解法原理）3

固定法（ ３ ： 節点移動し ないラ ーメ ン， 対称な架構の有効剛比）4

固定法（ ４ ： 一端ピ ン部材の有効剛比）5

柱せん断力と 層間変位の関係     Ｄ 値法（ １ ： Ｄ 値の定義）6

Ｄ 値法（ ２ ： Ｄ 値， 負担せん断力の求め方）7

Ｄ 値法（ ３ ： 反曲点高比， 柱・ 梁の断面力）      構造計算レ ポート （ 鉛直荷重時応力計算）8

マト リ ッ ク ス 法（ １ ： マト リ ッ ク ス 算法， ト ラ ス 要素の剛性マト リ ッ ク ス ）9

マト リ ッ ク ス 法（ ２ ： 剛性方程式の解法， 剛性マト リ ッ ク ス の性質）      構造計算レ ポート （ 水平荷重時応力計算）10

マト リ ッ ク ス 法（ ３ ： 平面ト ラ ス ）11

中間試験（ 固定法・ Ｄ 値法）12

マト リ ッ ク ス 法（ ４ ： 梁要素の剛性マト リ ッ ク ス ， 平面ラ ーメ ン）      中間試験（ 固定法・ Ｄ 値法） の解説13

マト リ ッ ク ス 法（ ５ ： ま と め）      中間試験（ マト リ ッ ク ス 法） ・ 中間試験の解説14

期末試験15

期末試験の解説16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

建築構造物の構造計算について理解を深める ために， 建築構造設計１ ・

２ ， 鉄筋コ ンク リ ート 構造と 共通の２ 階建てモデル建物の構造計算レ ポ

ート を課す。
○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

段階を追って理解でき る よ う に， 講義の予習を十分に行う こ と 。 ( ７ h)準備

学修

事後

学修

課題レ ポート を活用し て、 復習を十分に行う こ と 。 ( 30h)

教科書

「 建築構造力学」 津田惠吾　 編著， オーム社

参考書

建築構造力学」 （ 朝倉書店） ， 「 鉄筋コ ン ク リ ート 構造計算規準・ 同解説」 日本建築学会， 「 鉄筋コ ンク リ ート 構造計算用資料集」 日本建築学会， その他授業中に

紹介する 。

mailto:kei@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験、 期末試験

各解法のレ ポート と 構造計算レ ポート の締切点と 内容点

80% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

試験は中間試験と 期末試験の２ 度行う 。 期末試験は得点の90％を評価点と する 。 レ ポート は締切と 内容の両方を評価する 。 ２ 階建て構造計算レ ポート は， 合格の必要条件と

する 。 評価割合は， 試験の評価点（ 80%） ， 各解法のレ ポート と 構造計算レ ポート の締切点と 内容点( 20%) と する 。

注意事項
電卓， 定規は常に持参のこ と 。

授業中およ び時間外の積極的な質問を期待する 。

備考
JABEE学習・ 教育到達目標： A,  D（ dと の対応についてはp. 9表2参照） ,  E（ 3） 　 　 関連科目： p. 2「 専門科目の流れ」 参照

リ ン ク
URL



R842S016

ナン バリ ン グ

建築構造設計１ ( St r uct ur al  Desi gn of  Bui l di ng St r uct ur es 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  黒木　 正幸

E-mai l    mkur oki @oi t a-u. ac. j p   内線   7940

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

構造形態と 力の流れを理解し ， 各種構造形式を有する 建築構造物の構造設計法を地震被害などと 対比し ながら 学習し ， 建築における 構造設計の重要性を認識する 。

建築構造物の構造設計について理解を深める ために， ２ 階建てモデル建物の構造計算レ ポート を課す。 こ のレ ポート は， 構造解析・ 鉄筋コ ンク リ ート 構造・ 建築構造設計２

と の共通レ ポート であり ， 荷重計算・ 応力計算・ 断面算定・ 保有水平耐力の確認ま での一連の構造計算のう ち， 本授業では荷重計算と 剛性率・ 偏心率の計算を習得する 。

目標1

目標2

目標3 建築物に作用する 荷重およ び外力と その計算法を習得する 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○ ○

○ ○

建築における 各種構造方式と 構造要素について理解する 。

構造設計の流れと 重要性を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

講義の概要と 位置付け， 構造設計の流れ， 構造計算レ ポート の説明1

荷重およ び外力（ １ ： 固定荷重， 積載荷重） ， 構造計算レ ポート （ 床・ 梁・ 柱の単位重量計算）2

構造計画， 構造形態と 構造要素（ １ ： 直線材）3

構造形態と 構造要素（ ２ ： 曲線材） ， 構造計算レ ポート （ 鉛直荷重時のC， M0， Q0計算・ 柱軸方向力計算）4

地震発生のメ カニズム5

荷重およ び外力（ ２ ： 地震力） ， 構造計算レ ポート （ 地震力の算定）6

演習7

地震被害と その教訓・ 法令や規準の変遷（ 1981年以前）8

地震被害と その教訓・ 法令や規準の変遷（ 1982年以降） ， 途上国への国際技術協力9

耐震設計法10

風によ る 建物被害， 荷重およ び外力（ ３ ： 風圧力）11

構造形態と 構造要素（ ３ . ： 平面板・ 曲面板）12

構造計算レ ポート （ 層間変形角・ 剛性率）13

各種構造方式・ 大ス パン建築・ 超高層建築， 建築構造における 新技術14

期末試験15

期末試験・ 構造計算レ ポート の解説16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

理解を確実にする ために毎回質問時間を設ける と と も に， レ ポート は正

し い解答になる ま で再提出を求める 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

講義資料やレ ポート 課題を読んで予習し ておく こ と （ 20h） 。準備

学修

事後

学修

講義の復習やレ ポート の作成を通し て， 理解を深める こ と （ 25h） 。

教科書

適宜， 講義資料を配布する 。

参考書

「 鉄筋コ ンク リ ート 構造計算規準・ 同解説」 日本建築学会（ 2018） ， 「 構造用教材」 日本建築学会（ 2014） ， その他授業中に紹介する 。

mailto:mkuroki@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

レ ポート

80% ○ ○ ○

20% ○ ○

再試験の成績は， 期末試験の評価と 置き 換えて総合的に評価する 。

注意事項
レ ポート は締切を厳守する こ と 。

備考
JABEE学習・ 教育到達目標： A,  D,  E（ 3）

リ ン ク
URL



R843S017

ナン バリ ン グ

木質構造( Ti mber  St r uct ur es)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  田中　 圭

E-mai l    kei @oi t a-u. ac. j p   内線   7756

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

○深刻化する 地球環境問題と 木質構造と の関わり を理解する 。

○ 多様化する 木質材料と その性質を把握する 。

○ 地震被害事例から 、 構造的欠陥と 被害と の関係を理解する 。

○ 在来軸組構法住宅の耐震・ 耐風設計法を理解する 。

○ 木造住宅の長寿命化に関する 基本的技術を理解する 。

目標1

目標2

目標3 在来軸組構法住宅・ 枠組壁工法の構造設計ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

各種木質材料の識別でき 、 その特徴が説明でき る 。

地震・ 台風時の木造住宅における ＜力の流れ＞が説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

地球環境保全と 木質構造1

木質構造の概要（ 在来軸組構法、 枠組壁工法、 木質プレ ハブ工法、 丸太組構法）2

木質材料の概要（ 製材、 集成材、 合板、 Ｌ Ｖ Ｌ 等）3

乾燥材の重要性（ 含水率、 乾燥方法）4

木材の強度と 許容応力度5

部材の設計（ 引張材、 圧縮材、 曲げ材）6

金物接合部の種類と その設計法7

伝統的接合法の紹介と その強度特性8

阪神大震災における 木造住宅の被害と その教訓9

在来軸組構法の構造設計10

枠組壁工法の構造設計11

大断面木質構造の紹介と その設計法12

木質構造の保守と 防火13

木質構造研究に関する 最新情報14

【 期末試験】 　15

期末試験解説16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

理解度を確認する ために， 試験日以外は毎回レ ポート を課す。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

段階を追って理解でき る よ う に， 講義の予習を十分に行う こ と 。 ( 7h)準備

学修

事後

学修

実際の木造建物を実際に自分の目でみて、 肌にふれて建物の概要を頭にいれる 努力をし てほし い。 ( 30h)

教科書

講義資料を配布する

参考書

最初の講義で紹介する 。

mailto:kei@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末テス ト

理解度確認レ ポート

90% ○ ○ ○

10% ○ ○ ○

注意事項

備考
JABEE学習・ 教育到達目標： 　 A,  D（ dと の対応についてはp. 9表2参照） ,  E（ 3） 　 関連科目： p. 2「 専門科目の流れ」 参照

リ ン ク
URL



R843S018

ナン バリ ン グ

建築計画２ ( Ar chi t ect ur al  Pl anni ng 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  柴田　 建

E-mai l    shi bat a-ken@oi t a-u. ac. j p   内線   7925

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

建築計画１ に引き 続き ， こ の講義の前半では， 学校， 病院， 高齢者施設， 商業施設の各種建築を取り 上げ， それぞれの発展過程， 現在の計画論， こ れから の計画理念につい

て学ぶ。 さ ら に， 建築設計においては常に考えなければなら ない外部空間についても ， 特に通り と 広場の意義と デザイ ンを学ぶ。 講義の後半では， 環境デザイ ンに関する 複

数の理論を学んだ上で， 近年の建築・ ま ちづく り に関する 講義と ディ ス カッ ショ ンを行い， 建築に関する 創造的思考能力を養う 。

目標1

目標2

目標3 近年の建築と ま ちづく り の新たな動向を説明でき る

目標4 こ れから の建築の計画について， 創造的に提案でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○ ○

○

○

小学校・ 病院等各種建築の計画手法を説明でき る

環境設計の理論を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

小学校の計画１ ： 学校の運営と 計画1

小学校の計画２ ： ク ラ ス ルームと オープンス ペース2

小学校の計画３ ： 学校建築の事例分析3

病院の計画１ ： 病院の部門と 計画4

病院の計画２ ： 病院建築の事例分析5

高齢者施設の計画： 福祉サービス と 計画6

中間試験7

商業施設の計画： デパート から ショ ッ ピ ングモールへ8

外部空間の計画： 通り と 広場9

環境設計１ ： ユニバーサルデザイ ン10

環境設計２ ： 中間領域のデザイ ン11

環境設計３ ： アフ ォ ーダンス と アク ティ ビティ12

建築と ま ちづく り １ ： ま ちの居場所13

建築と ま ちづく り ２ ： 建築の再生（ コ ンバージョ ン）14

建築と ま ちづく り ３ ： コ ミ ュ ニティ デザイ ン15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義終盤に当日の内容に関する ま と めを学生自身が発表する など， イ ン

タ ラ ク ティ ブな講義の工夫を行う

講義内容に応じ て， ゲス ト 講義を盛り 込み， 理解を深める 一助

と する 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

講義で取り 上げる 種類の建築について自身の体験を整理する と と も にイ ンタ ーネッ ト 等で情報を集め予習を行う こ と ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

適宜， フ ィ ールド ワ ーク を含めたレ ポート を課す( 30h) 。

教科書

オリ ジナルの講義用冊子を用いる 。

参考書

授業中に適宜資料を配布する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

50% ○

50% ○ ○ ○

注意事項
遅刻や受講姿勢には厳格に対処する 。 そのほか， 随時指示をする 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:shibata-ken@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

柴田建（ 一級建築士）
教員の実務

経験

一級建築士の資格に基づく 実務経験を生かし て、 建築計画の講義を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R842S019

ナン バリ ン グ

建築設備計画１ ( Bui l di ng Ser vi ce Desi gn 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  岡本　 則子

E-mai l    n-okamot o@oi t a-u. ac. j p   内線   7926

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

建築において， 人体に快適で健康的な生活環境を提供する こ と が建築設備の目的である 。 現代ではさ ま ざま な建築設備が使用さ れており ， その重要性は増すばかり である 。

こ こ では建築を学ぶも のと し て知っておく べき 建築設備の基礎的事項を学習する 。

目標1

目標2

目標3 給水管径の算定ができ る 。

目標4 排水・ 通気設備の原理について説明でき る 。

目標5 空気調和設備の特徴にについて説明でき る 。

目標6 湿り 空気線図を使用する こ と ができ る 。

目標7 冷暖房負荷計算法の概要について説明でき る 。

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○ ○

○

○

建築物の通信設備について説明でき る 。

給水・ 給湯設備の特徴について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

設備概要， 情報・ 通信設備： □建築物における LANなど ついて理解する 。1

給水設備１ ： □給水設備の種類と 特徴について理解する 。2

給水設備２ ： □給水管径の算定ができ る 。3

給湯設備： □給湯設備の種類と 特徴について理解する 。4

排水・ 通気設備： □排水・ 通気設備の原理について理解する 。5

電気設備： □建築電気設備の基本について理解する 。6

ガス 設備， 防災設備： □ガス 設備， 防災設備のし く みを理解する 。7

中間試験： □講義内容の理解を深める8

空気調和設備の概要： □空気調和設備の目的， 基礎用語について理解する 。9

冷暖房負荷計算法： □冷暖房負荷の各要素の計算について理解する 。10

湿り 空気線図１ （ 基本的な使用方法） ： □湿り 空気の性質について理解する 。11

湿り 空気線図２ （ 湿り 空気の算定） ： □湿り 空気線図を使用する こ と ができ る 。12

空気調和機： □空気調和機の機能・ 特徴を理解する 。13

ヒ ート ポンプ， 冷温熱源： □ヒ ート ポンプ冷暖房の原理を理解する 。14

期末試験： □自分の理解不足の点を確実に理解する 。15

試験解説： □自分の理解不足の点を確実に理解する 。16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

中間試験， 期末試験の実施
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を予習し ， 理解に努める ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

シラ バス 到達目標を確認し ， 達成度欄に必要事項を記入する と と も に教科書・ 配布プリ ン ト ・ レ ポート によ り 復習する ( 30h) 。 日常的に存在し ている 建築設備

を注意深く 観察し て， その機能や仕組みなど を考えてみる 。

教科書

「 図解 建築設備」 武田仁， 森北出版

参考書

「 建築設備学教科書」 建築設備学教科書研究会編著， 彰国社

mailto:n-okamoto@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

レ ポート

40% ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20% ○ ○

再試験の成績は， 既存のレ ポート 20％， 再試験80％で評価する 。

注意事項

備考
JABEE学習・ 教育到達目標： A,  D( dと の対応についてはp. 10表3参照) ,  E( 2) ,  I 　 　 関連科目： p. 2「 専門科目の流れ」 参照

リ ン ク
URL

○

担当教員の

実務経験の

有無

コ ンサルタ ント 業務
教員の実務

経験

実務的な問題の事例や基礎と なる 建築環境工学と の関連を示す．

実務経験を

いかし た教

育内容



R843S020

ナン バリ ン グ

鉄筋コ ン ク リ ート 構造( Rei nf or ced Concr et e St r uct ur es)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  黒木　 正幸

E-mai l    mkur oki @oi t a-u. ac. j p   内線   7940

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

鉄筋コ ンク リ ート によ る 建築構造物の中で、 柱と 梁を剛に接合し た剛接骨組（ ラ ーメ ン） の構造設計法を学ぶ。 授業では， 建築構造物の構造計算について理解を深める ため

に， ２ 年後期の建築構造設計１ ・ 構造解析で荷重計算と 応力計算を行った２ 階建てモデル建物の断面算定を構造計算レ ポート と し て課す。

目標1

目標2

目標3 柱や梁の曲げ補強設計を理解する 。

目標4 柱や梁のせん断補強設計を理解する 。

目標5 床ス ラ ブや耐震壁の構造的な役割と その断面設計を理解する 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○ ○

○

鉄筋コ ンク リ ート 構造における 許容応力度設計法の概念を理解する 。

コ ンク リ ート と 鉄筋の材料的な特徴およ び鉄筋コ ンク リ ート と し ての構造特性を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

鉄筋コ ンク リ ート 造建築物の構造設計法の概念と 本講義の位置付け， 鉄筋コ ンク リ ート 梁の載荷実験1

コ ンク リ ート と 鉄筋の材料試験2

鉄筋コ ンク リ ート 材料およ び許容応力度3

荷重およ び応力・ 変形の算定， 曲げ材の断面算定の基本仮定4

梁の曲げ補強設計（ １ ： 設計法）5

梁の曲げ補強設計（ ２ ： 配筋計算）6

柱の曲げ補強設計（ １ ： 設計法）7

柱の曲げ補強設計（ ２ ： 配筋計算）8

梁およ び柱のせん断補強（ １ ： 設計法）9

梁およ び柱のせん断補強（ ２ ： 配筋計算）10

付着・ 定着およ び継ぎ手11

床ス ラ ブの設計用応力12

床ス ラ ブの断面設計13

耐震壁の設計， 許容応力度設計法のま と め14

期末試験15

期末試験の解説16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

理解を確実にする ために毎回質問時間を設ける と と も に， レ ポート は正

し い解答になる ま で再提出を求める 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

講義資料やレ ポート 課題を読んで予習し ておく こ と （ 20h） 。準備

学修

事後

学修

講義の復習やレ ポート の作成を通し て， 理解を深める こ と （ 25h） 。

教科書

適宜， 講義資料を配布する 。

参考書

「 鉄筋コ ンク リ ート 構造」 市之瀬敏勝著， 共立出版（ 2000） ， 「 鉄筋コ ンク リ ート 構造計算規準・ 同解説」 日本建築学会（ 2018） ， 「 鉄筋コ ン ク リ ート 構造計算用

資料集」 日本建築学会（ 2003） ， 「 構造用教材」 日本建築学会（ 2014）

mailto:mkuroki@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

レ ポート

80% ○ ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

再試験の成績は， 期末試験の評価と 置き 換えて総合的に評価する 。

注意事項
レ ポート は締切を厳守する こ と 。

備考
JABEE学習・ 教育到達目標： A,  D,  E（ 3）

リ ン ク
URL



R843S021

ナン バリ ン グ

建築耐震システム( St r uct ur al  Dynami cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  黒木　 正幸

E-mai l    mkur oki @oi t a-u. ac. j p   内線   7940

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

建築構造物の耐震設計法は， 地震力を静的な外力に置き 換えて構造解析を行う 方法から ， 建築物や地盤の動的特性をよ り 正確に評価する 方向に移行し てき ている 。 本授業で

は， 建築構造物の地震時の挙動を解析的に求める ための振動理論や動的応答計算法について学ぶ。 さ ら に， 近年の動的応答計算手法の発達と デバイ ス の開発によ り 多く 採用

さ れ始めてき た制震（ 制振） 構造や免震構造や， 被災建物の応急危険度判定・ 被災度判定， 既存建築物の耐震診断法や耐震補強法など について多く の事例を紹介し ながら 講

義する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○ ○ ○

建築構造物の振動理論を理解し ， 動的応答計算法を習得する 。

地震被害を通し て建築物の耐震設計， 既存建物の耐震安全性向上， 地震直後の対応の重要性と 技術者の責務の大き さ を認識する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

講義の概要と 位置づけ， 耐震設計の流れ1

建築物の地震被害と 地震防災2

被災建築物の応急危険度・ 被災度判定3

既存建築物の耐震診断と 耐震補強4

動的解析の概要， １ 層建物によ る 模型実験5

建物の振動モデル， 振動解析シミ ュ レ ーショ ン6

建物の振動モデル， 振動解析シミ ュ レ ーショ ン7

建物の減衰， １ 層建物の自由振動（ 減衰）8

任意外乱に対する 応答， 応答ス ペク ト ル9

第９ 回ま での要点解説， 中間試験10

多層建物の振動（ １ ） 　 多自由度系への振動モデル化， ２ 層建物の固有振動の性質11

多層建物の振動（ ２ ） 　 ２ 層建物の強制振動12

多層建物の振動（ ３ ） 　 応答ス ペク ト ルの応用13

制震・ 免震構造14

期末試験15

期末試験の解説16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

理解を確実にする ために毎回質問時間を設ける と と も に， レ ポート は正

し い解答になる ま で再提出を求める 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書や配布資料を授業の事前に熟読する こ と （ 20h） 。準備

学修

事後

学修

適宜レ ポート を出題する ので， それを作成し ながら 授業の復習を十分に行う こ と （ 25h） 。

教科書

「 建築の振動」 西川孝夫・ 荒川利治・ 久田嘉章著， 朝倉書店（ 2010） ， あわせて適宜講義資料を配付する 。

参考書

「 最新　 耐震構造解析」 柴田明徳著， 森北出版（ 2014） ， 「 新建築学体系38　 構造の動的解析」 彰国社（ 1981）

mailto:mkuroki@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

レ ポート

30% ○ ○

50% ○ ○

20% ○

再試験の成績は， 中間試験・ 期末試験の評価と 置き 換えて総合的に評価する 。

レ ポート は締切と 内容の両方を評価する 。

注意事項
行列およ び行列式， 簡単な微分方程式の計算法を復習し ておく こ と 。 レ ポート は締切を厳守する こ と 。

備考
JABEE学習・ 教育到達目標： A,  D,  E（ 3）

リ ン ク
URL



R843S022

ナン バリ ン グ

建築環境シミ ュ レ ーショ ン ( Si mul at i on of  Ar chi t ect ur al  Envi r onment )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

S選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  富来　 礼次・ 岡本　 則子

E-mai l    n-okamot o@oi t a-u. ac. j p   内線   7926

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

築環境工学1， 2で学習する よ う に， 快適な建築環境を実現する ためには， 建築が有する 熱・ 空気・ 水・ 光・ 音など の物理的性質を理解し ， こ れら を活用ま たは制御する 方法

を構築する 必要がある ． し かし ， それぞれを予測・ 計算・ 評価する 理論は複数のパラ メ ータ で構築さ れる こ と が多い． そこ で， こ の講義では， 情報技術を適切に利用し ， 建

築環境工学に関わる 基礎理論を理解する と と も に， 実際の建築環境設計へ応用可能と なる こ と を目指す．

目標1

目標2

目標3 太陽位置， 日射量の計算式の理解と 結果の比較が可能と なる

目標4 壁体の熱伝導， 湿気移動の計算式の理解と 結果の比較が可能と なる

目標5 建築環境工学に関する 応用的な計算式・ 理論を理解し 、 プロ グラ ムを利用し た比較・ 検討が可能と なる

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

複数のプロ グラ ミ ング言語を用いた数値計算プロ グラ ムを理解でき る

プロ グラ ムから 出力さ れた結果をグラ フ 等によ り 比較・ 検討でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

講義概要説明1

算術演算の基本操作2

関数と 繰返し 処理3

配列と グラ フ 作成4

太陽位置の計算プロ グラ ム作成5

日射量計算プロ グラ ム作成6

壁体の熱貫流プロ グラ ム作成7

壁体の湿気貫流プロ グラ ム作成8

壁体の結露判定プロ グラ ム作成9

２ ～９ 回の講義内容到達度確認， プロ グラ ム試験10

自由課題プロ グラ ムのテーマを選択11

自由課題プロ グラ ムのテーマ発表12

自由課題プロ グラ ムの作成13

自由課題プロ グラ ム発表準備14

自由課題プロ グラ ム発表15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

プロ グラ ム試験の実施、 自由課題への取り 組みと 最終発表、 質疑応答 解度を確認する ため、 テーマ毎に課題を課す

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

準備

学修

事後

学修

教科書

プロ グラ ム対象について必要に応じ て予習し ておく ( 15h) 。

参考書

講義時間内に課題プロ グラ ムの作成が完了し ない場合は， 講義時間外に行う ( 30h) 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

プロ グラ ム試験

自由課題

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

再試験の成績は， プロ グラ ム試験と 置き 換えて評価する 。

注意事項
ノ ート パソ コ ンを持参する こ と

備考
JABEE学習・ 教育到達目標： D（ dと の対応についてはp. ●表2参照） ,  E( 2) ,  G,  H　 　 　 関連科目： p. 2「 専門科目の流れ」 参照

リ ン ク
URL

mailto:n-okamoto@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

コ ンサルタ ント 業務
教員の実務

経験

実務での事例を紹介する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R843S023

ナン バリ ン グ

鉄骨構造( Steel  St r uct ur es)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  島津　 勝

E-mai l    shi mazu@oi t a-u. ac. j p   内線   7927

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

○ 鉄骨構造における 力の流れを理解する 。

○ 鉄骨構造における 構造計画・ 構造設計を理解する 。

○ 鋼材の性質・ 接合法（ ボルト 接合・ 溶接接合） を理解する 。

○ 座屈現象を理解し 、 こ れに対する 設計法を理解する 。

○ 継手・ 仕口ディ テールを学習する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

構造設計の概要が説明でき る 。

構造解析から 得ら れた応力に対し て部材設計及び接合部の設計ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

鉄骨構造の構造特性1

鉄骨構造における 構造設計の流れ2

鋼材の製法と 機械的性質3

実物大模型の見学4

ボルト 接合法の概要と その設計法5

高力ボルト 接合の設計演習6

溶接設計の概要7

溶接接合における 設計法8

座屈理論（ 曲げ座屈）9

曲げ座屈に対する 設計法10

座屈理論（ 横座屈）11

横座屈に対する 設計法12

曲げ材の設計演習13

板要素の局部座屈と その対策14

期末試験15

期末試験の解説16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業内容への興味の深化及び理解確認を目的と し て， 授業時間内での解

答又は自宅学習の形で、 毎回レ ポート を課す。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

構造力学， 構造解析， 構造設計など既修科目を復習する こ と 。 （ 22. 5h）

ま た、 実際の鉄骨建物を実際に自分の目でみて、 触れて建物の概要を頭にいれる 努力をし てほし い。
準備

学修

事後

学修

返却さ れたレ ポート の復習を十分に行う こ と 。 （ 22. 5h）

教科書

「 建築鋼構造の基礎」 木村祥裕著， 森北出版

参考書

最初の講義で紹介する 。

mailto:shimazu@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末テス ト

課題レ ポート

80% ○ ○

20% ○ ○

再試験の成績は、 再試験のみで評価する 。

注意事項

備考
JABEE学習・ 教育到達目標： D（ dと の対応についてはp. 10表3参照） ,  E（ 3） 　 　 関連科目： p. 2「 専門科目の流れ」 参照

リ ン ク
URL



R843S024

ナン バリ ン グ

建築基礎構造( Bui l di ng Foundat i on)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

S選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  大谷　 俊浩

E-mai l    ot ani @oi t a-u. ac. j p   内線   7862

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

建築構造物は， 地盤の上に構築さ れる も のであり ， 地盤や基礎構造の理解なし に， 優れた建築物の設計施工はあり えないこ と を学生に伝えたい。 し たがって， 本講義の目標

は， 地盤の性質等を理解し ， 基礎構造の設計施工の基礎的な原理を修得し て貰う こ と にある 。 本講義の内容は， 建築材料力学， 建築構造設計等の授業科目と 密接に関連し て

いる 。

目標1

目標2

目標3 地盤の支持力の推定方法， 沈下量の算定方法， 杭の支持力の推定方法を修得する 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

地盤の生成， 土の分類， 土のせん断強さ ， 土圧について， 理解する 。

基礎の構造， 擁壁の構造， 土留め壁の構造について理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

本講義の位置づけ， 基礎構造概説1

土質と 地下水2

土の圧縮と 圧密3

土のせん断強さ と 土圧4

地中応力5

演習①（ 土圧関連）6

地盤調査， 直接基礎の設計7

地盤改良8

直接基礎の鉛直支持力， 直接基礎の沈下9

基礎フ ーチングの設計， 杭基礎の分類10

鉛直方向荷重に対する 杭基礎の設計11

杭基礎の鉛直支持力における 問題 ， 水平方向荷重に対する 杭基礎の設計12

擁壁およ び土留め壁13

演習②（ 基礎関連）14

期末試験15

期末試験解説16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

理解度を確認する ために、 講義の途中に演習問題を課す。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

建築施工学の内容を復習する ( 2h) 。 予習と し て教科書を熟読する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

講義内容を復習する ( 15h) 。 課題レ ポート の作成( 10h) 。 試験問題を見直し 、 誤った内容を理解する ( 3h) 。

教科書

「 建築基礎構造」 冨永晃司編著， オーム社

参考書

参考書を指定し ない

mailto:otani@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習課題①

演習課題②

期末試験

20% ○

20% ○ ○

60% ○ ○ ○

再試験： 100%

注意事項
電卓を持参のこ と 。

備考
JABEE学習・ 教育到達目標： A,  D（ dと の対応についてはJABEEシラ バス p. 10表3参照） ,  E( 4)

関連科目： JABEEシラ バス p. 2「 専門科目の流れ」 参照

リ ン ク
URL



R843S025

ナン バリ ン グ

地域デザイ ン( Regi nal  Desi gn)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  柴田　 建

E-mai l    shi bat a-ken@oi t a-u. ac. j p   内線   7925

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

こ の講義では， 建築計画・ 都市計画についてすでに修得し た知識を基礎に， 地域のデザイ ンについてよ り 実践的な理論と 手法を修得する 。 ま ず， ジェ イ コ ブズ， ヤン・ ゲー

ルら が提唱し た地域デザイ ンの理論・ 原則を学ぶ。 ま た， 排除／包摂等の社会的視点から 地域を捉える こ と の重要性を理解する 。 その後に， 住宅地・ ま ちなかのデザイ ンと

マネジメ ント 手法， 地域のリ ノ ベーショ ン手法について， ディ ス カッ ショ ンも 行いながら 学ぶこ と で， こ れから の地域のあり 方に関する 創造的思考能力を養う 。

目標1

目標2

目標3 エリ アリ ノ ベーショ ンの最近の動向を表現でき る

目標4 こ れから の地域デザイ ンについて， 創造的に提案でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○ ○ ○ ○

○

○ ○

地域デザイ ンに関する 理論を説明でき る

ま ちなか及び住宅地のデザイ ン・ マネジメ ント 手法を表現でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

地域デザイ ンの理論１1

地域デザイ ンの理論22

地域デザイ ンの理論33

コ ミ ュ ニティ のデザイ ンと マネジメ ント 14

コ ミ ュ ニティ のデザイ ンと マネジメ ント 25

コ ミ ュ ニティ のデザイ ンと マネジメ ント 36

コ ミ ュ ニティ のデザイ ンと マネジメ ント 47

中間試験8

ま ちなかのデザイ ンと マネジメ ント １9

ま ちなかのデザイ ンと マネジメ ント 210

ま ちなかのデザイ ンと マネジメ ント 311

エリ アのリ ノ ベーショ ン112

エリ アのリ ノ ベーショ ン213

エリ アのリ ノ ベーショ ン314

エリ アのリ ノ ベーショ ン415

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学生自身が調べた成果や自身のアイ デアを発表する など ， イ ンタ ラ ク テ

ィ ブな講義の工夫を行う 。

講義内容に応じ て， ビデオ上映・ ゲス ト 講義を盛り 込み， 理解

を深める 一助と する 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

講義で取り 上げる 予定の建築・ 地域等について， 自身の体験を整理する と と も にイ ンタ ーネッ ト 等で情報を集め予習を行う こ と ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

適宜， フ ィ ールド ワ ーク を含めたレ ポート を課す( 30h) 。

教科書

都市計画と ま ちづく り がわかる 本（ 伊藤雅春， 彰国社）

参考書

授業中に適宜資料を配布する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
遅刻や受講姿勢には厳格に対処する 。 そのほか， 随時指示をする 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:shibata-ken@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

一級建築士
教員の実務

経験

一級建築士の資格に基づく 実務経験を生かし て、 地域計画について講義を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R813S026

ナン バリ ン グ

建設技術者倫理( Const r uct i on Engi neer i ng Et hi cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  佐藤　 光雄

E-mai l    kenchi ku@oi t a-u. ac. j p( 建築学コ ース代表)    内線   7936( 建築学コ ース事務室)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

建築技術者と し て、 自ら の社会的責任を知り 、 直面する 道徳的ジレ ンマに対し て厳し く 対峙する 姿勢が大切であり 、 技術的、 学術的な専門分野に切り 込んだ倫理観の醸成が

必要である 。 本授業は、 技術の実務に関連し て生じ る 道徳的諸問題を厳し い目で、 責任を持って考え、 対応する こ と を可能と する 技術者を養成する こ と を目的と する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○ ○

普遍的な規範、 技術者の自律性と 行動原則、 責任の倫理、 リ ス ク 管理、 説明責任、 法令遵守、 内部告発について理解を深める 。

倫理的意思決定を行う う えで、 最も 優先すべき は、 公衆の安全、 健康、 福利である こ と の理解を最重要の到達目標と する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

プロ フ ェ ッ ショ ナルエンジニアの責務と 典型規範その１ 　 普遍的な規範など について1

プロ フ ェ ッ ショ ナルエンジニアの責務と 典型規範その２ 　 技術者倫理規定など について2

責任の倫理その１ 　 倫理的意思決定を妨げる 要因など について3

責任の倫理その２ 　 建築士法、 建築基準法、 技術士法など について4

技術者の行動原則　 モラ ルハザード 、 規範のパラ ド ッ ク ス 、 世代間格差、 社会コ ス ト 、 環境リ ス ク 、 エネルギー問題の本質5

技術者の行動原則その２ 　 持続可能な発展、 環境問題の現状、 持続可能な開発目標、 技術者に求めら れる 資質 リ ス ク 管理　 狭義のリ ス ク 管理と 危機管理6

リ ス ク 管理その２ 　 メ タ メ ッ セージ、 ３ ス テッ プメ ソ ッ ド 、 専門技術者の責任、 ヒ ュ ーマンエラ ー12分類、 新技術のリ ス ク7

リ ス ク 管理その３ 　 グループワ ーク ( 事例研究) 、 安全管理、 説明責任を必要と する 技術的選択、 予防に倫理観によ る 未然防止型規範、 再発防止型規範と し ての法令8

法令遵守　 組織( 企業) における 法律、 建築技術者関連の法律9

内部告発　 グループワ ーク ( ヒ ュ ーマンエラ ー分類ほか) 、 企業の論理、 企業の倫理、 内部告発意思決定のス テッ プ10

法令遵守に関する 事例　 不正の三条件、 グループワ ーク ( ヒ ュ ーマンエラ ー分類) 、 労働安全衛生法違反事例、 日影規制違反事例11

法令遵守に関する 事例その２ 　 違法増築事例、 報道被害12

倫理的意思決定に関する 事例　 法的には抵触し ないが倫理上問題ある 事例、 漏水対応と 設計監理者と し ての倫理的立場など 、 専門技術者に求めら れる 資質能力13

技術の利用に伴う リ ス ク 管理事例　 生コ ンの加水、 コ ンク リ ート のひびわれ、 短った鋼材、 プレ ス ト レ ス 不足事例など14

期末試験15

期末試験解説16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

理解度を確認する ために， 講義時間の残り 30分で理解度確認テス ト を行

う 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

用語等について事前に予習をし ておく こ と ( 30h) 。準備

学修

事後

学修

毎週必ずと いっていいほど 技術者倫理に関連する 事件や事故が報道さ れている 。 こ のよ う なニュ ース に接し た時に、 必ず自分に置き 換えて思考する こ と を心掛

ける よ う にする ( 15h) 。

教科書

教科書は使用せず、 必要に応じ て講義資料を配付する 。

参考書

講義時間中に指示する 場合がある 。

mailto:kenchiku@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

第14 回ま での各講義において行う 理解度確認テス ト

期末試験

レ ポート

40% ○ ○

40% ○ ○

20% ○ ○

注意事項
講義時間の残り 30分は理解度確認テス ト を行いま す。 基本的には教科書の内容について出題し ま すが、 講義中に引用し た内容から も 出題し ま すので適宜ノ ート を取

る など し て講義内容を十分に理解し ておく こ と 。 参考書についてのレ ポート を課す場合がある 。

備考
JABEE学習・ 教育到達目標： A， B， C ( dと の対応についてはp. 10表3参照) 　 　 関連科目： p. 2「 専門科目の流れ」 参照

リ ン ク
URL

○

担当教員の

実務経験の

有無

技術士( 建設部門、 総合技術監理部門) 、 1級土木施工管理技士、 久留米高専工業倫理非常勤講師、 大分高専技術者倫理・ 技術史非常勤講師
教員の実務

経験

土木技術に関する 講習会の講師と し て、 地方自治体職員、 建設業技術者、 建設コ ンサルタ ント 技術者向けの講習会で指導を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R812P027

ナン バリ ン グ

地域資源フ ィ ールド ワーク ( Fi el dwor k on Local  Resour ces)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  西垣　 肇／永野　 昌博

E-mai l    gaki @oi t a-u. ac. j p／masanagano@oi t a-u. ac. j p   内線   7571／7576

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

地域における 自然環境のう ち， 地学分野から 大気と 水環境を， 生物学分野から 森林， 河川， 哺乳類， 魚類など を対象と する 。 野外に出て， 実物の自然に触れ， 感じ ながら 観

察や調査を行ない， あわせて結果の分析と 考察を行う 。 調査の結果を， 口頭発表など の形式で他人に伝える 。

目標1

目標2

目標3 調査結果の解析と 解釈をし ， それを他人に伝える こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○

○

地域の自然資源に対する 知見を述べる こ と ができ る 。

野外における 基本的な自然観察・ 測定ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン（ 担当　 西垣、 永野）1

気温と 湿度の観測（ 担当　 西垣）2

降水量の観測（ 担当　 西垣）3

気象資料の収集（ 担当　 西垣）4

気象資料の解析（ 担当　 西垣）5

河川流速・ 流量の観測（ 担当　 西垣）6

河口域における 水温と 塩分の観測（ 担当　 西垣）7

地学分野の口頭発表（ 担当　 西垣）8

大分の森林生態系（ 担当　 永野）9

植物相調査（ 担当　 永野）10

植物相解析（ 担当　 永野）11

哺乳類相調査担当　 永野）12

哺乳類相調査（ 担当　 永野）13

ワ ーク ショ ッ プ（ 担当　 永野）14

ワ ーク ショ ッ プ（ 担当　 永野）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

野外に出て， 実物の自然に触れ， 感じ る 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

準備

学修

事後

学修

結果の解析・ 考察と レ ポート の作成( 15h) 。

教科書

教科書を指定し ない。

参考書

川西博、 1994　 大分県の気象探訪、 大分合同新聞社

大分県、 2022　 レ ッ ド データ ブッ ク おおいた2022（ ホームページから ダウ ンロ ード 可）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実習レ ポート ・ 口頭発表

実習態度

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
※日時を変更し て調査を行う 可能性がある 。 （ 9～15回は夏休み期間に実施予定）

備考

リ ン ク
URL

mailto:gaki@oita-u.ac.jp
mailto:masanagano@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

博物館学芸員
教員の実務

経験



R812P028

ナン バリ ン グ

土木工学概論( I nt r oduct i on t o Ci vi l  Engi neer i ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  鶴成　 悦久

E-mai l    y-t sur unar i @oi t a-u. ac. j p   内線   8528

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

土木工学はCVI L ENGI NEERI NGと 英語で訳さ れる よ う に， 市民のための工学分野であり 社会基盤整備を中心と し た公共事業が主要な部分を占めている 。 本講義では土木行政，

地質と 土工， 土木材料， 土木構造， 交通・ 港湾・ 空港， 河川砂防， 上下水道， 環境と 防災・ 減災に至る 土木工学を構成する 概論を体系的に理解する 。 特に， 自然災害が多発

する 現代において， 防災・ 減災， 国土強靭化に資する 社会基盤整備の趨勢から ， 土木工学が担う 社会的な役割と 重要性について理解を深める 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

土木工学全般に関する 知識及び体系について理解する 。

社会基盤整備によ る 防災や減災に至る 社会的な役割を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ンと 総論1

地質と 土工2

コ ンク リ ート と 土木材料3

交通と 空港4

地下構造物5

橋梁6

河川（ 中間試験）7

ダムと 発電8

港湾9

上水道と 下水道10

土木計画と 都市計画11

環境と 社会12

防災工学13

減災シス テム14

試験解説と 講義のま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

資料を適宜配付し ， 重要なポイ ント についての理解と 確認を行いま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

土木工学を構成する 社会基盤は我々の社会生活を支える シス テムそのも のです。 日常生活において経済や物流， 利便性， 環境や防災を支える 基盤と し ての視点

にたち， 日常の生活の中で土木工学の重要性について理解を深める よ う 学修に努めてく ださ い。 （ 20h）
準備

学修

事後

学修

授業終了後には身近な社会基盤を土木工学的な視点で考え， よ り 深く 理解する よ う 努めてく ださ い。 　 （ 20h）

教科書

適時関連資料を配付し ま す。

参考書

石井一郎著　 「 土木工学概論［ 改訂版］ 」 鹿島出版　

椹木亨・ 柴田徹・ 中川博次編著「 土木へのアプロ ーチ（ 第３ 版） 」 技報堂出版

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

40% ○ ○

60% ○ ○

再試験は， 再試験の点数（ 100％） で評価

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:y-tsurunari@oita-u.ac.jp


R843P029

ナン バリ ン グ

保全生物学( Conser vat i on Bi ol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  北西　 滋

E-mai l    ki t ani shi @oi t a-u. ac. j p   内線   7008

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

生物多様性を形作る 生物間相互作用や生態系の仕組みについて講義する と と も に， 生物多様性の現状や人間活動が生物多様性に与える さ ま ざま な影響についても 解説する 。

ま た， 生物の多様性の創出機構の一つである 生物進化にも 着目し ， 進化の仕組みや多様性の維持機構などについても 講義する 。 そし て， 生物多様性を保全する ための理論や

手法， さ ま ざま な希少種での保全事例など を学ぶこ と によ り ， 地域社会と 野生生物保全と の関わり を理解さ せる 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

生物多様性の仕組みや現状， 人間活動が生物多様性に与える 影響など について説明でき る 。

生物多様性を保全する ための基礎的な理論や調査手法など について理解し ， 説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

保全生物学と は何か1

生物多様性と は何か2

なぜ生物多様性が大切なのか3

生物多様性の創出4

種間の生物多様性5

種内の生物多様性6

生物多様性の現状7

生物多様性と 人間活動8

野外における 稀少種の保全9

生息域外での稀少種の保全10

普通種の保全11

野生動物の管理12

外来種の管理13

生物多様性保全の方法14

生物多様性の今後15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学生の理解を確認する ため， 小テス ト や意見交換などを実施する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

高校生物の関連内容を予習する 。準備

学修

事後

学修

授業の配布資料やノ ート を用いて復習する 。

教科書

教科書は指定し ない。

講義中に試料を配布する 。

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

定期試験

20% ○ ○

80% ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:kitanishi@oita-u.ac.jp


R812P030

ナン バリ ン グ

環境化学概論( Fundament al s of  Envi r onment al  Chemi st r y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  大上　 和敏

E-mai l    kazuoue@oi t a-u. ac. j p   内線   7302

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

主に溶液の化学を学習する こ と を通じ て， 様々な環境汚染物質の種類や反応についての理解を深める 。

目標1

目標2

目標3 大気およ び水質の環境基準の背景と 問題点を認識する 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○

○ ○ ○

気体、 液体に係る 化学の基本知識を養う 。

大気汚染およ び水質のメ カニズムと 現状を認識する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

環境化学の基礎1

毒物の分類2

急性毒性と 慢性毒性3

毒物の摂取量と 毒性出現の関係4

水と 生活5

地下水の汚染6

浄水場と 水道水の安全性7

河川と 湖沼の環境汚染8

海洋汚染9

大気汚染10

窒素酸化物と 硫黄酸化物11

オゾン層の破壊12

地球の温暖化13

環境ホルモン14

ダイ オキシン類の毒性15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義中に演習問題を解かせ学生の理解度を確認する 。 ま た， 課題を与え

， レ ポート の提出を求める 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書や配布資料の内容について予習を行う （ 23ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

授業で説明し た内容について、 課題等を中心に復習を行う （ 23ｈ ） 。

教科書

やさ し い環境科学， 保田仁資、 化学同人　 2003年、 I SBN978-4-7598-0923-7

参考書

高校の化学の教科書およ び図説

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業への参加度

試験

20% ○

80% ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:kazuoue@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

私立の中高一貫校に化学の教員と し て勤務。
教員の実務

経験

化学の学習を行う 上で必要な基礎知識について、 教員と し ての実務経験を踏ま えて授業を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R813P031

ナン バリ ン グ

地域環境科学特別講義１ ( Speci al  Lect ur e on Regi onal  Envi r onment  Sci ence 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 1 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  大沢　 信二( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

地域環境科学の先端的な研究を学ぶために， 学外よ り 著名な研究者を招いて研究のト ピ ッ ク ス を紹介し ても ら う 。 研究のト レ ンド を理解し ， ト ピ ッ ク ス に関わる 科学的な基

礎を習得し ， 自分の言葉でその内容， 意義， 面白さ など を他人に伝えら れる よ う になる こ と を目標と する 。 講義等で習得し た知識と の関係を知り ， 地域環境およ び地域社会

にそれら を応用する 考え方を学ぶ。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○地域環境科学における 最先端の研究と 自分の興味分野を関連づけ， 活用する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス1

地域環境科学に関する 先端的内容の講義2

地域環境科学に関する 先端的内容の講義3

地域環境科学に関する 先端的内容の講義4

地域環境科学に関する 先端的内容の講義5

地域環境科学に関する 先端的内容の講義6

地域環境科学に関する 先端的内容の講義7

講義のま と め8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

地域環境科学に関連する 先端事例等について理解し ， 講義等で習得し た

知識と の関係を知り ， その応用およ び考え方を学ぶ。 ま た， 自分の考え

を表現でき る よ う にする 。

通常の講義だけでは接する こ と ができ ない内容について， 習得

する 機会と なる よ う な講義内容を設定する 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

講義に関連する 内容を前も って確認する 。 ( 25h)準備

学修

事後

学修

講義の内容を整理し ， ま と める 。 さ ら に， 自分の意見およ び考えをま と め， レ ポート を完成さ せる 。 ( 25h)

教科書

資料配布

参考書

講義時に提示

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

講義時における 課題

ま と めのレ ポート

30% ○

70% ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL



R813P032

ナン バリ ン グ

構造工学( St r uct ur al  Engi neer i ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  名木野　 晴暢( 非)

E-mai l    nagi no@oi t a-ct . ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

国民の生活や経済発展を支える 社会イ ンフ ラ を長期にわたって安心・ 安全に利用する ためには適切なメ ンテナンス が必要であり ， 「 構造工学」 の知識が必要になり ま す。 将

来的に， 一部の業務をAI に置き 換えたと し ても ， 構造工学を身につけた創造性豊かな技術者の必要性は失われないと 言われていま す。 そこ で， 本講義では社会イ ンフ ラ の一

つである 「 橋梁」 を対象と し て， そのメ ンテナンス に必要な「 構造工学」 の基礎知識の習得を目的と し ていま す。

目標1

目標2

目標3 はり の力学の基礎（ はり の支点反力， 断面力およ びはり の断面に分布する 応力） を理解する

目標4 鋼構造と コ ンク リ ート 構造の成り 立ちと 壊れ方を理解する

目標5 鋼桁， コ ンク リ ート 桁およ び桁端・ 支承部の損傷を理解する

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

橋の形式およ び橋の部材と 役割を理解する

橋を長持ちさ せる ために必要なこ と （ アセッ ト マネジメ ント ， ラ イ フ サイ ク ルマネジメ ント ） を理解する

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

シラ バス 説明／社会基盤施設のメ ンテナンス の必要性と 重要性1

メ ンテナンス に必要な構造工学： 橋の形式（ 橋の名称と 形状， 橋の役割， 生活と 橋）2

メ ンテナンス に必要な構造工学： 橋の形式（ 力学に根ざす橋のかたち）3

メ ンテナンス に必要な構造工学： 橋の部材と 役割（ 橋の基礎知識， 鋼橋の基礎知識）4

メ ンテナンス に必要な構造工学： 橋の部材と 役割（ コ ンク リ ート 橋の基礎知識， 床版の基礎知識）5

メ ンテナンス に必要な構造工学： 橋を長持ちさ せる ために必要なこ と （ 橋を長持ちさ せる ためには， アセッ ト マネジメ ント の考え方）6

メ ンテナンス に必要な構造工学： 橋を長持ちさ せる ために必要なこ と （ ラ イ フ サイ ク ルマネジメ ント ）7

メ ンテナンス に必要な構造工学： はり と は（ はり を考える ために大切なこ と ）8

メ ンテナンス に必要な構造工学： はり と は（ はり の支点反力） ［ 講義後に演習］9

メ ンテナンス に必要な構造工学： はり と は（ 様々な荷重を受ける 単純ばり の断面力図） ［ 講義後に演習］10

メ ンテナンス に必要な構造工学： はり と は（ 連続ばり ， はり に生じ る 応力と ひずみ）11

メ ンテナンス に必要な構造工学： 鋼構造と コ ンク リ ート 構造の成り 立ちと 壊れ方12

メ ンテナンス の実例に学ぶ構造工学： 鋼桁， コ ンク リ ート 桁13

メ ンテナンス の実例に学ぶ構造工学： 鉄筋コ ンク リ ート 床版， 桁端・ 支承部14

試験解説と 講義のま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

アク ティ ブラ ーニング（ 能動的学修） では， 演習課題など を活用し てく

ださ い。 演習課題は， 主に「 A:  知識の定着・ 確認」

およ び「 D:  知識の活用・ 創造」 を意識し て作成し ま す。

安全性を担保でき る のであれば， 身近にある 実際の橋梁を見に

行き ， 学んだ内容を照ら し 合わせる よ う な能動的学修がなさ れ

る と よ いでし ょ う 。 ま た， 橋梁以外の社会基盤構造物を見る こ

と も お勧めし ま す。
○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

授業内容を確認し ， 教科書を読んで予習をし てく ださ い。 わから ない事項や関心のある 事項を整理し ておく こ と が望ま し いです。 （ 25 h）準備

学修

事後

学修

事後学修 演習課題などを通し て， 講義内容の整理およ び理解に努めてく ださ い。 （ 25 h）

教科書

( 公社)  土木学会 構造工学委員会 編著（ 2019） 『 こ れだけは知っておき たい橋梁メ ンテナンス のための構造工学入門』 建設図書

参考書

講義中の状況に合わせ， 必要に応じ て紹介し ま す

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート ・ 演習課題

期末試験

40% ○ ○ ○ ○ ○

60% ○ ○ ○ ○

再試験は， 再試験の点数（ 100 ％） で評価

注意事項
※集中講義のため， 実施日程については別途連絡をし ま す。 （ 不定期になる 場合あり ）

※講義中はノ ート をし っかり 取ってく ださ い。

備考
期末試験は15回目の講義で実施し ま す。 集中講義のため「 期末試験」 「 試験解説」 の実施方法・ 期日については別途指示し ま す。

リ ン ク
URL

mailto:nagino@oita-ct.ac.jp


行政への助言・ 指導の経験を踏ま えた講義の実施を心がけま す

実務経験を

いかし た教

育内容



R813P033

ナン バリ ン グ

地盤工学( Geot echni cal  Engi neer i ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  山本　 健太郎

E-mai l    yama-ken@oi t a-u. ac. j p   内線   6615

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

地盤工学は， 地盤や土要素に生じ ている 力学現象を解明する サイ エンス の側面と ， それら を応用し て， 現場（ 実務） に役立てる エンジニアリ ング（ 工学） の側面を持ち合わ

せている 。 ま た， 地盤工学は土木構造物（ 道路やト ンネルなど ） の設計・ 施工・ 管理に欠かせない基礎科目である 。 こ こ では， サイ エンス の側面を理解する こ と に重点を置

いて講義する 。 すなわち， 土の物理・ 力学的性質を系統的に理解さ せる こ と を目的と し て， 土の基本的性質から 斜面の安定ま でを講義する 。

目標1

目標2

目標3 地盤内の有効応力の考えを理解し 、 載荷重によ る 増加応力が計算でき る 。

目標4 圧密現象を説明でき 、 沈下量と 経時変化を求める こ と ができ る 。

目標5 土のせん断強度の考え方を導入し た土圧、 地盤の支持力、 斜面安定について理解する 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

土の構成と 状態量が理解でき 、 土を統一的方法で分類でき る 。

土中の水の流れを理解し 、 浸透水量等を算定でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

地盤工学と は何か？、 授業の進め方や評価方法、 地盤工学の総論1

土の基本的性質１ （ 土の組成、 構成と 状態の表現、 土の密度と 単位体積重量、 間隙比と 飽和度）2

土の基本的性質２ （ 粒度、 コ ンシス テンシー、 土の工学的分類）3

土中の水の流れ１ （ 土の透水に関する 概要、 ダルシーの法則、 室内試験によ る 透水係数の決定法）4

土中の水の流れ２ （ 浸透流量）5

地盤内応力１ （ 力学における モデル化、 全応力と 有効応力）6

地盤内応力２ （ 自重、 載荷重、 浸透力を受ける 地盤内応力）7

こ れま でのま と めと 総括8

土の圧縮生と 圧密１ （ 圧縮性、 粘土の圧密）9

土の圧縮生と 圧密２ （ 圧密試験、 圧密沈下量と 沈下の経時変化）10

土の強さ11

土圧12

地盤の支持力13

斜面の安定14

全体の総括と ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

資料などは、 適宜配布する 。 重要なポイ ント については理解と 確認を行

う 。

様々な土のサンプルや動画を見せたり する 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

授業は授業計画と 教科書に沿って行う ので、 教科書の関係する 箇所を予習し ておく こ と 。 ま た、 前も って、 参考書等の地盤工学に関連し た本の授業内容を予習

する こ と も 望ま し い（ 22. 5h） 。
準備

学修

事後

学修

授業で習得し た知識を確実なも のにする ため、 教科書と ノ ート 等を読み返し 、 演習問題を自分で解いてく ださ い。 ま た、 授業の内容をよ り 深く 理解する ため、

参考書等の地盤工学に関連し た本を読むこ と が望ま し い（ 22. 5h） 。

教科書

岡二三生他:  Fi t st  st ageシリ ーズ　 土質力学概論、 実教出版、 2016年

参考書

安福規之編著者： 土質力学、 理工図書、 2022年　

安川・ 今西・ 立石： 絵と き 土質力学　 改訂３ 版、 オーム社、 2013年

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート 課題

中間試験

期末試験

20% ○ ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○

40% ○ ○

再試験は、 再試験の点数（ 100％） で評価

注意事項
教科書と 板書・ ス ラ イ ド を主体と し て、 講義を行う のでノ ート をし っかり 取る こ と 。 電卓を持参する こ と 。

備考
授業の中で、 中間試験と 期末試験を実施し ま す。

リ ン ク
URL

mailto:yama-ken@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

建設コ ンサルタ ント に一年間勤務。
教員の実務

経験

学会の研究調査委員会、 地盤災害調査、 行政への指導助言、 他大学での授業やセミ ナー等の経験を踏ま えた講義を実施する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R813P034

ナン バリ ン グ

都市・ 地域計画( Ur ban and Regi onal  Pl anni ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  小林　 祐司

E-mai l    ykoba@oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

人類が集住環境と し ての都市を成立さ せ， 発展さ せた歴史的経緯を概観し ， 現代都市に至る ま での様々な契機のなかで人々はどのよ う な智恵と 工夫によ り 都市を形成し てき

たかを具体的な事例を紹介し ながら 論じ る 。 そし て， 現代都市における 制度設計や社会シス テムの解決すべき 課題を理解し ， 今日の都市計画・ ま ちづく り が果たすべき 役割

について整理し ， 安全・ 安心で持続可能な都市と 地域を実現する ための課題解決能力を修得する 。

目標1

目標2

目標3 魅力ある 都市や地域環境， 安全・ 安心な社会を構築し ていく ための基礎的知識を習得する 。

目標4 持続可能な地域環境形成のための応用力・ デザイ ン力を習得する 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

都市計画・ 地域計画の歴史や背景， それら の概念や役割を理解する 。

こ れま での都市計画制度と 現代社会の課題を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

都市・ 地域計画と は何か， 都市と 地域の諸課題について1

豊かで持続可能な都市・ 地域空間について2

歴史上の都市と 都市デザイ ン（ 古代から 近世ま での都市デザイ ン）3

近代の都市計画（ 近代都市計画と 今日の都市計画に及ぼし た影響）4

都市の基本計画（ 総合計画など の諸計画と 都市計画の関係）5

総合計画， 都市計画区域マス タ ープラ ン， 都市計画マス タ ープラ ン， 都市計画基礎調査など6

都市計画制度（ 関連計画と 制度） 　 　7

土地利用計画（ 土地利用計画の制度と 都市モデル） 　 ※レ ポート 課題①（ 都市と 地域の持続性に関する 課題レ ポート ）8

交通計画9

都市・ 地域の環境と 景観10

公園・ 緑地・ オープンス ペース の計画11

住環境と 都市基盤施設12

都市と 地域の防災計画　 ※レ ポート 課題②（ 安全・ 安心のま ちづく り に関する 課題レ ポート ）13

諸外国の計画制度と 都市・ 地域政策のこ れから14

試験解説と 講義のま と め　 ※講義期間中15コ マ目に期末試験を実施。 試験期間中に「 試験解説と 講義のま と め」 を実施。15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各回で関連する 資料や新聞記事を配付し ， 講義内容の理解度を

深めま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

都市計画を学ぶ上で重要なこ と は， 常に私たちの生活の身近にある 諸課題に目を向け， その解決方策を考える こ と です。 し たがって， 新聞や書籍等から 情報を

常に入手し ， 考える 習慣を身につけてく ださ い（ 10h） 。 ま た， 教科書の通読も 行う こ と （ 10h） 。
準備

学修

事後

学修

講義で習得し た知識と 社会における 出来事と を対比し ， 都市計画やま ちづく り を地域で展開する 場合に必要な方策など をイ メ ージし てく ださ い（ 15h） 。 ま た

， 理解度確認テス ト の復習， 講義内容の確認も 行ってく ださ い（ 20h） 。

教科書

「 都市計画」 川上光彦著（ 森北出版）

参考書

「 入門 都市計画 －都市の機能と ま ちづく り の考え方－ 」 谷口守著（ 森北出版） 　 ※適宜資料を配付， Moodl eへ提示し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート

期末試験

30% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

再試験は再試験（ 100％） で評価する 。

注意事項
ス ラ イ ド を使用し ま す。 板書も 適宜行いま すのでノ ート をし っかり 取っておく こ と 。 資料はMoodl eに掲載をし ま すので， 事後学修に活用し て下さ い。 （ 二次利用・

再頒布の厳禁など ， 取り 扱いについては別途指示）

備考

リ ン ク
URL

mailto:ykoba@oita-u.ac.jp


実務経験をいかし た

教育内容 都市計画行政への指導助言の経験等を踏ま えた講義を実施する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R813P035

ナン バリ ン グ

地球化学( Geochemi st r y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  大上　 和敏

E-mai l    kazuoue@oi t a-u. ac. j p   内線   7302

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

溶液化学の基礎およ び応用について学習し ， 水質分析の基本概念等を身につける 。

目標1

目標2

目標3 化学と 身のま わり の諸現象の関わり について理解でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○

○ ○

溶液の化学に関する 基本的な内容が理解でき る 。

分析化学の基本的な内容が理解でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

原子の構造と 化学結合1

溶液の濃度2

酸塩基の定義3

水素イ オン濃度と pH4

中和滴定の基礎5

中和滴定の応用（ コ ンピ ュ ータ ー利用を含む）6

酸化還元反応の基礎7

酸化還元反応の応用（ Ｃ Ｏ Ｄ ）8

酸化還元反応の応用（ Ｄ Ｏ と Ｂ Ｏ Ｄ ）9

沈殿滴定の基礎10

沈殿滴定の応用11

キレ ート 滴定の基礎12

キレ ート 滴定の応用13

吸光分析の基礎14

原子吸光分析と 発光分析の基礎15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義中に演習問題を解かせ学生の理解度を確認する 。 ま た， 課題を与え

， レ ポート の提出を求める 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書や配布資料の内容について予習を行う （ 23ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

授業で説明し た内容について、 課題等を中心に復習を行う （ 23ｈ ） 。

教科書

教科書を指定し ない。

参考書

高校の化学の教科書およ び図説

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業への参加度

試験

20% ○

80% ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:kazuoue@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

私立の中高一貫校に化学の教員と し て勤務。
教員の実務

経験

化学の学習を行う 上で必要な基礎知識について、 教員と し ての実務経験を踏ま えて授業を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R813P036

ナン バリ ン グ

水工学( Hydr aul i c Engi neer i ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  鶴成　 悦久

E-mai l     y-t sur unar i @oi t a-u. ac. j p   内線   8528

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

我が国は四方を海に囲ま れた海洋国家である と 同時に森林が国土面積の約７ 割を占める ほど の森林国家である 。 そのため本講義では， 水源豊かな水環境を保全し つつ， 治水

や利水によ る 河川環境を構築し 水文学を発展さ せてき たこ と を理解する 。 ま た， 地震・ 津波や気候変動によ る 豪雨の頻発化によ り ， 新たな水環境保全を論じ る と 同時に， 沿

岸や河川の防災・ 保全事業を一体に捉え， 水工学を構成する 河川工学や海岸工学， そし て水環境工学を体系的に理解し ， 甚大化する 災害と 水環境に対応する ための新たな知

識を修得する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

水工学の基礎的知識及び体系について理解する 。

水工学に関連する 河川工学や海岸工学， そし て水環境工学について概論的な知識を習得する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

河川工学の緒論1

水文量と 調査2

河川水理と 解析3

河川構造物4

河川治水5

河川利水6

河川環境7

河川砂防　 ※レ ポート 課題提示8

海岸工学の緒論9

波と 構造物10

海岸近く の流れ11

砂浜の形と 変形12

海岸保全事業13

水環境工学14

試験解説と 講義のま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

資料を適宜配付し ， 重要なポイ ント についての理解と 確認を行いま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

河川工学や海岸工学は多面的機能を有し ま す。 防災工学的な視点に加え， 社会と の関り （ 利用） や環境や保全事業など 多面的な側面から 調べ事前学修に努めて

く ださ い。 ( 20h）
準備

学修

事後

学修

気候変動の影響によ り 甚大化する 災害や生物環境の変化など によ り 河川や海岸を取り 巻く 現象や考え方は複雑化し ていま す。 そのため本講義を局地的な課題で

はなく 巨視的な課題と し て捉え事後学修に生かし てく ださ い。 （ 20h）

教科書

適時関連資料を配付し ま す。

参考書

高橋　 裕  著　 「 河川工学」  東京大学出版

椹木　 亨  著　 「 新編海岸工学」 共立出版

松尾 友矩 編集「 水環境工学」 オーム社

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート 課題

期末試験

40% ○ ○

60% ○ ○

再試験は， 再試験の点数（ 100％） で評価

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:y-tsurunari@oita-u.ac.jp


R813P037

ナン バリ ン グ

測量学( Sur veyi ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  鶴成　 悦久・ 姫野 青加( 非)

E-mai l    y-t sur unar i @oi t a-u. ac. j p   内線   8528

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

測量と は所有する 土地を正し く 確定し ， 記録する こ と にあり 地図と し て発展し てき た。 ま た， 道路， 河川， 港湾， 農地と いった土木技術と 関連し た測量技術によ り ， 我々の

生活基盤を作り ， 維持する ための必要な技術である 。 近年， GPSやリ モート センシングを初めと する 衛星技術やUAVと いった急速な技術革新に伴い測量も 空間情報工学と し て

発展し た。 本講義では測量の概要から 最新技術によ る 空間情報工学を初めと する 測量技術の基礎的知識を理解する と と も に， 水準測量や基準点測量， 応用測量と いった土木

技術に必要不可欠な知識を修得する 。

目標1

目標2

目標3 測量学を基礎と し た土木工学， 防災工学や環境工学に応用可能な技術及び実践力を習得する 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

測量学の基礎的知識及び体系について理解する 。

測量学を発展さ せる 空間情報工学について， 空間データ の基礎的な構造や情報収集・ 分析手法を理解る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ンと 測量学の基本1

測量の概要： 空間情報工学の意義2

測量の基本事項： 地球の形状と 地図投影法3

測量の基礎知識： 測定量と 誤差論4

水準測量の原理5

直接水準測量と 間接水準測量※レ ポート 課題①提示6

基準点測量の原理7

基準点測量（ 測角法と 不定誤差）8

基準点測量（ 三角測量・ 多角測量）9

基準点測量（ 測量網と ト ラ ーバス 測量） ※レ ポート 課題②提示10

地形測量の原理11

GNSS測量， リ モート センシング12

写真測量と UAV（ ド ロ ーン） 測量13

応用測量14

講義のま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

資料を適宜配付し ， 重要なポイ ント についての理解と 確認を行いま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

測量学は座学と 実習を通じ て理解を深めていき ま す。 その成果は身近な地形や街区など 空間に広がる 情報を可視化する こ と にあり ま す。 日常から 国土交通省国

土地理院のウ ェ ブサイ ト 「 地理院地図」 や設計図など を入手し 測量成果のイ メ ージを高める こ と 。 （ 20h）
準備

学修

事後

学修

測量学は地球物理から 地形学など 自然科学を理解する 上で基礎と なる 技術です。 ま た空間に広がる 様々な情報を可視化する 技術は， 環境や防災分野のみなら ず

様々な分野で応用が進んでいま す。 そのため講義内容を整理し 応用可能な分野を想定する など 事後の学修につなげてく ださ い。 （ 20h）

教科書

近津博文「 改訂版空間情報工学概論」 （ 日本測量協会） 　 2020年改訂版以降

参考書

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート 課題

期末試験

40% ○ ○ ○

60% ○ ○ ○

再試験は， 再試験の点数（ 100％） で評価

注意事項
「 測量学」 は「 測量実習」 と 併用で実施し ま す。 本講義の理解度が実習成果に影響し ま すので， 予習や復習を通じ て理解を深める こ と 。 必要な資料はMoodl eに掲載

し ま す。 本講義では関数電卓が必要と なり ま す。

備考

リ ン ク
URL

mailto:y-tsurunari@oita-u.ac.jp


○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

姫野 青加( 非)

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

建設コ ンサルタ ント で地図作成・ イ ンフ ラ 分野での測量業務に携わる 経験から ， 基礎的知識と 測量技術について現場の視点を加えた講義内容にし たい。

実務経験を

いかし た教

育内容



R813P038

ナン バリ ン グ

測量実習( Sur veyi ng Pr act i ce)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 1 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  鶴成　 悦久・ 姫野　 青加( 非)

E-mai l    y-t sur unar i @oi t a-u. ac. j p   内線   8528

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

測量学の講義で修得し た知識から 実践的な技術を修得する ため， 測量機器の取り 扱い（ 据付・ 点検・ 調整） ， 測量方法について実習を通じ て理解を深め， 土木技術を修得す

る 上で必要不可欠な基準点測量（ 多角測量・ GNSS） ， 水準測量， 地形測量， 応用測量によ る 基本的な測量技術を修得する 。 同時に最新技術によ る UAV（ ド ロ ーン） を利用し

た三次元測量技術を修得する 。 なお， 本実習は５ 名前後の班単位で実習を行う 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

測量機器の性能・ 取り 扱いについて基礎的技術・ 実践力を習得する 。

土木工学， 防災工学及び環境工学に必要な観測方法について基礎的技術・ 実践力を習得する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

測量機器の据付1

測量機器の点検・ 調整2

測量計画（ グループ設定）3

水準測量（ ス タ ジア測量）4

水準測量（ 直接水準測量・ 路線測量）5

水準測量（ 手簿の整理・ 閉合差計算・ 成果簿） ※レ ポート 課題①提示6

多角測量（ 測角法）7

多角測量（ ト ラ ーバス 測量観測）8

多角測量（ 手簿の整理・ 閉合差計算・ 座標計算・ 成果簿） ※レ ポート 課題②提示9

地形測量（ 平板測量： 据付・ アリ ダート の調整と 点検・ 間接法）10

地形測量（ 平板測量： 細部測量・ 図化）11

地形測量（ 平板測量： 図化） ※レ ポート 課題③提示12

応用測量（ 横断測量・ 縦断測量）13

応用測量（ 路線計算）14

GNSS測量　 　 ※レ ポート 課題④提示15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

資料を適宜配布し ， 重要なポイ ント について理解と 確認を行いま す。 ま

た， 実習に要する 測量機器の取り 扱い， 操作， 観測は担当教員の指導の

も と ， 学生間で協力し ながら 実習を行いま す。
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

測量実習では各種測量機器の取り 扱い， 操作・ 観測方法等の習熟が必要です。 実習時間以外で練習が必要な学生は担当教員に申し 出てく ださ い。 （ 10h）準備

学修

事後

学修

実習終了後は内容の整理と と も に， 次回の実習ま でには測量データ の計算処理を終わら せる よ う にし てく ださ い。 （ 10h）

教科書

近津博文「 改訂版空間情報工学概論」 （ 日本測量協会） 　 2020年改訂版以降

参考書

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート 課題 100%

注意事項
測量実習は5名毎のグループ（ 班） によ って大学構内で実施し ま す。 実習中に用いる 測量機器は精密機器でも あり ， 取り 扱いについては十分注意し てく ださ い。 本講

義では関数電卓が必要と なり ま す。

備考

リ ン ク
URL

mailto:y-tsurunari@oita-u.ac.jp


○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

姫野 青加( 非)

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

建設コ ンサルタ ント で地図作成・ イ ンフ ラ 分野での測量業務に携わる 経験から ， 基礎的知識と 測量技術について現場の視点を加えた実習内容にし たい。

実務経験を

いかし た教

育内容



R813P039

ナン バリ ン グ

土木実験演習１ ( Ci vi l  Engi neer i ng Exper i ment  and Exer ci se 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  鶴成　 悦久・ 山本　 健太郎

E-mai l    y-t sur unar i @oi t a-u. ac. j p・ yama-ken@oi t a-u. ac. j p   内線   8528( 鶴成) ・ 6615( 山本)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

地盤工学及び水工学の講義で修得し た知識から 実践的な土木技術を修得する ため， 土質実験及び水理学実験によ る 実験を通じ て土質力学及び水理学への理解を深める 。 土質

実験では主に砂質土・ 粘性土の特性を理解し ， 土の物理的性質及び力学的性質を求める 実験を実施する 。 水理学実験ではベルヌ ーイ の定理の応用から 菅水路及び開水路の水

理を理解し ， 各種実験を実施する 。 各種計算やデータ シート の整理を通じ て土木技術に必要不可欠な基礎的な土木実験を修得する 。 なお， 実験演習は８ 名前後で行い， 土質

と 水理実験演習を分かれて実施する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

地盤工学及び水工学の基礎と なる 物理的性質や力学や水理現象を理解する

土木技術に必要不可欠な土質力学・ 水理学に関する 知識を修得する

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

土質実験総論ガイ ダンス1

土質： 含水比試験2

土質： 土粒子の密度試験3

土質： 土の粒度試験4

土質： 締固め試験5

土質： 一軸圧縮試験6

土質： 土の液性限界・ 組成限界試験　 （ レ ポート 提出）7

水理実験総論ガイ ダンス8

水理： 静止流体の力学9

水理： ベルヌ ーイ の定理（ せき の検定）10

水理： ベルヌ ーイ の定理（ ベンチュ リ メ ータ ー）11

水理： 管水路の水理（ 層流と 乱流）12

水理： 管水路の水理（ 管水路の摩擦損失）13

水理： 開水路の水理（ 開水路流速分布）14

水理： 開水路の水理（ 開水路の等流・ 不等流） （ レ ポート 提出）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

資料を適宜配付し ， 重要なポイ ント についての理解と 確認を行いま す。

ま た， 実験は担当教員の指導のも と ， 学生間で協力し ながら 行いま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

実験については事前準備を必要と する 場合がある ため， 教科書よ り 次回実験の内容を確認し て実験の準備を行ってく ださ い。 ( 10h)準備

学修

事後

学修

実験終了後は得ら れた数値データ をど のよ う に利用でき る かなど ， 技術的な応用も 含め教科書や関連図書を使って理解を深めてく ださ い。 ( 10h)

教科書

「 土質試験」 基本と 手引き 　 第三回改訂版（ 地盤工学会）

「 水理実験解説書」 ２ ０ １ ５ 年度版（ 土木学会）

参考書

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート 課題 100% ○ ○

注意事項
・ レ ポート は主に実験計算処理及び実験結果から の考察によ り 評価し ま す。

・ 実験演習では関数電卓が必要と なり ま す。

備考

リ ン ク
ht t ps: //commi t t ees. j sce. or . j p/hydr aul i c/node/127URL

「 水理実験解説書」 のデータ シート については以下の土木学会ホームから ダウ ンロ ード でき ま す。

mailto:y-tsurunari@oita-u.ac.jp
mailto:yama-ken@oita-u.ac.jp
https://committees.jsce.or.jp/hydraulic/node/127


R813P040

ナン バリ ン グ

土木実験演習２ ( Ci vi l  Engi neer i ng Exper i ment  and Exer ci se 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  鶴成　 悦久・ 山本　 健太郎

E-mai l    y-t sur unar i @oi t a-u. ac. j p・ yama-ken@oi t a-u. ac. j p   内線   8528( 鶴成) ・ 6615( 山本)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

実践的な土木技術を修得する ため， 土木材料実験及び数値計算演習によ る 実験を通じ て土木材料と 土木工学全般への理解を深める 。 土木材料実験では， コ ンク リ ート 配合に

関わる セメ ント ， 骨材， 配合計算， 強度試験によ る 各種実験を実施する 。 数値計算演習では測量学実習で得ら れた成果に基づき ， CADによ る 土木製図から デジタ ルマッ ピ ン

グ， 三次元地形データ の作成， マルチス ペク ト ル解析の演習を行う 。 各種計算やデータ シート の整理を通じ て土木技術に必要不可欠な基礎的な土木実験及び計算処理を修得

する 。 なお， 実験演習は８ 名前後で行い土木材料実験と 数値計算演習を分かれて実施する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

土木構造物の基礎と なる コ ンク リ ート 材料の配合や特性を理解する

土木技術に必要不可欠な土木製図及び数値解析についてCADやソ フ ト ウ ェ アを活用し て理解する

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

土木材料実験総論ガイ ダンス1

骨材の密度およ び吸水率試験2

骨材のふる い分け試験3

骨材の単位容積量及び容積率実験4

配合設計5

配合計算によ る コ ンク リ ート 製作6

圧縮試験（ レ ポート 提出）7

土木製図・ 解析総論ガイ ダンス8

土木構造図9

平面図・ 地形図10

横断図・ 縦断図11

道路線形図12

三次元地形データ13

リ モート センシング14

空間情報の活用と 地理情報シス テム（ GI S） （ レ ポート 提出）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

資料を適宜配付し ， 重要なポイ ント についての理解と 確認を行いま す。

ま た， 実験は担当教員の指導のも と ， 学生間で協力し ながら 行いま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

実験については事前準備を必要と する 場合がある ため， 教科書よ り 次回実験の内容を確認し て実験の準備を行っ てく ださ い。 ま た， 土木製図についてはCADを

利用する こ と から ， 指定さ れたソ フ ト ウ ェ アの練度を高めてく ださ い。 （ 10h）
準備

学修

事後

学修

実験終了後は得ら れた数値データ をど のよ う に利用でき る かなど ， 技術的な応用も 含め教科書や関連図書を使って理解を深めてく ださ い。 土木製図は設計対象

が多様なため， あら ゆる 社会基盤をイ メ ージでき る よ う ， イ ンタ ーネッ ト など で土木構造図面を調べる など 理解を深めてく ださ い。 （ 10h）

教科書

「 土木材料 実験指導書」 （ 土木学会） 　 2023年改訂版

参考書

使用する CADに応じ て参考書と なる 書籍を案内し ま すが， 授業では必要に応じ て資料を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート 課題 100% ○ ○

注意事項
・ レ ポート は主に実験計算処理及び実験結果から の考察によ り 評価し ま す。 ま た製図及び解析は成果と なる データ と 考察にて評価し ま す。

・ 実験演習では関数電卓が必要と なり ま す。

備考

リ ン ク
URL

mailto:y-tsurunari@oita-u.ac.jp
mailto:yama-ken@oita-u.ac.jp


R813P041

ナン バリ ン グ

地域環境科学ワーク ショ ッ プ( Wor kshop f or  Regi onal  Envi r onment  Sci ence)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
通年

氏名  小林　 祐司・ 芝原　 雅彦・ 永野　 昌博・ 西垣　 肇・ 泉　 好弘・ 北西　 滋

E-mai l    ykoba@oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

こ れま で習得し た能力を基礎と し て， 地域環境科学における 今後の研究活動の方向性や専門領域を設定し ， 各研究室での活動を通じ ながら 卒業論文完成に必要な基礎知識・

技術を養う 。 そのなかで， 技術者， 研究者， 教育者と し ての目標を明確にし ， 研究活動に参加し ながら 責任感や倫理概念も 養う 。

目標1

目標2

目標3 実験等において担当箇所を責任を持って遂行する 能力（ 時間・ 器機類の管理， 不測時の対処方法， 説明・ 議論） を習得する 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

専門領域の各分野で行われている 研究（ 学士／修士／博士を含む） の概要と 学術的位置付けを理解する 。

卒論着手時に必要な専門科目， 英語， プロ グラ ミ ング， その他基礎的ス キルのレ ベルを理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン（ 本講義の位置づけと 目的）1

各専門分野の最新動向と 今日的課題の詳説2

各専門分野の最新技術の詳説3

各専門分野の研究概要の詳説4

各専門分野において必要な基礎技術5

J-Stageなど の論文検索シス テムの活用6

論文検索シス テムを活用し た国内の研究動向の調査と レ ビュ ー7

論文検索シス テムを活用し た国内の研究動向の要約8

調査結果の発表と 討論9

各専門分野の演習～演習の準備～10

各専門分野の演習～演習のプレ テス ト ～11

各専門分野の演習～演習の実施と と り ま と め～12

各専門分野の演習～と り ま と め結果の発表～13

今後の研究に関する 討論14

成果発表と 講評15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各講義・ 演習において， 指導教員と の討論を行い， 理解を深め

る 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

実験・ 調査・ データ 整理等の具体的作業はこ の講義時間外に適宜実施する ので， 指導教員に指示を受ける こ と 。 （ 60h）準備

学修

事後

学修

各研究室のゼミ や卒論・ 修論発表会へ参加し ， 学んだ内容についての理解を深める こ と 。 （ 20h）

教科書

各担当教員が適宜指示をする 。

参考書

各担当教員が適宜指示をする 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題・ レ ポート

プレ ゼンテーショ ン・ 討論内容

50% ○ ○ ○

50% ○ ○

再試験は， 課題・ レ ポート 50%， プレ ゼンテーショ ン・ 討論内容50%で評価する 。

注意事項
年の科目である ため， プロ グラ ムま たは指導教員から の連絡事項等に注意する こ と 。

配属研究室にて実施する ので， 指導教員よ り 指示を受ける こ と 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:ykoba@oita-u.ac.jp


地域環境， 環境保全， 都市計画， 防災対策における 行政等への指導助言の経験等を踏ま えた講義を実施する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R813P042

ナン バリ ン グ

地域環境科学特別講義２ ( Speci al  Lect ur e on Regi onal  Envi r onment  Sci ence 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 1 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  吉江　 直樹( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

地域環境科学の先端的な研究を学ぶために， 学外よ り 著名な研究者を招いて研究のト ピ ッ ク ス を紹介し ても ら う 。 研究のト レ ンド を理解し ， ト ピ ッ ク ス に関わる 科学的な基

礎を習得し ， 自分の言葉でその内容， 意義， 面白さ など を他人に伝えら れる よ う になる こ と を目標と する 。 講義等で習得し た知識と の関係を知り ， 地域環境およ び地域社会

にそれら を応用する 考え方を学ぶ。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○地域環境科学における 最先端の研究と 自分の興味分野を関連づけ， 活用する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス1

地域環境科学に関する 先端的内容の講義2

地域環境科学に関する 先端的内容の講義3

地域環境科学に関する 先端的内容の講義4

地域環境科学に関する 先端的内容の講義5

地域環境科学に関する 先端的内容の講義6

地域環境科学に関する 先端的内容の講義7

講義のま と め8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

地域環境科学に関連する 先端事例等について理解し ， 講義等で習得し た

知識と の関係を知り ， その応用およ び考え方を学ぶ。 ま た， 自分の考え

を表現でき る よ う にする 。

通常の講義だけでは接する こ と ができ ない内容について， 習得

する 機会と なる よ う な講義内容を設定する 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

講義に関連する 内容を前も って確認する 。 ( 25h)準備

学修

事後

学修

講義の内容を整理し ， ま と める 。 さ ら に， 自分の意見およ び考えをま と め， レ ポート を完成さ せる 。 ( 25h)

教科書

資料配布

参考書

講義時に提示

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

講義時における 課題

ま と めのレ ポート

30% ○

70% ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL



R813P043

ナン バリ ン グ

ク ラ イ シスマネジメ ン ト 論( Cr i si s Management  Theor y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  小林　 祐司・ 石井　 圭亮・ ( 非） 五ノ 谷　 精一・ ( 非) 後藤　 恒爾・ ( 非) 松永　 鎌矢

E-mai l    ykoba@oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

時々刻々と 変化する 社会や環境に潜むリ ス ク や未知のハザード について深く 理解し ， リ ス ク マネジメ ント から ク ラ イ シス マネジメ ント にいたる ま での防災・ 減災分野， 医療

分野， 福祉分野における 役割や取り 組みのあり 方を「 ク ラ イ シス マネジメ ント の強化」 と いう 側面から 理解を深め， 新たな脅威への基本的対応能力と 発展的な対応能力強化

を目指し た知識を修得する 。

目標1

目標2

目標3 新たな脅威への基本的対応能力， ク ラ イ シス マネジメ ント の強化へ向けた提案能力を習得する 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

社会や環境に潜むリ ス ク や未知のハザード について理解する 。

防災・ 減災分野， 医療分野， 福祉分野における ク ラ イ シス マネジメ ント のあり 方について理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン， ク ラ イ シス マネジメ ント 論と は（ 小林）1

社会や環境に潜むリ ス ク ・ ハザード （ 小林）2

リ ス ク マネジメ ント （ 小林）3

土木政策と 災害復旧・ 復興（ 大分県建設政策課 五ノ 谷）4

ク ラ イ シス マネジメ ント （ 事前復興も 含む） （ 小林） ※レ ポート 課題①5

国土強靱化， 防災都市ま ちづく り （ 小林）6

災害時対応と 情報技術の活用（ 大分県防災対策企画課　 後藤） ※レ ポート 課題②7

建設分野における ク ラ イ シス マネジメ ント （ 大分県建設政策課 五ノ 谷） ※レ ポート 課題③8

医療分野（ 感染症） （ 石井）9

医療分野（ 災害医療） （ 石井） ※レ ポート 課題④10

避難所対応（ 小林）11

福祉政策（ 小林）12

防災・ 減災と 福祉分野の取り 組み（ NPOの取り 組み） （ リ エラ  松永）13

防災・ 減災と 福祉分野の取り 組み（ 心理的支援） （ 松永） ※レ ポート 課題⑤14

講義の総括（ 小林） 　 ※期末レ ポート 課題提示15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各回で関連する 資料を配付し ， 講義内容の理解度を深めま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

ク ラ イ シス に関わる 事象と その対策等の国内外の動向ついて， 常日頃から 情報収集を行う よ う にし て下さ い。 （ 15h）準備

学修

事後

学修

講義で習得し た知識と 社会における 出来事と を対比し ， 課題解決のための方策など をイ メ ージし てく ださ い（ 30h）

教科書

適宜資料を配付する 。

参考書

参考書 適宜資料を配付する 。 「 防災リ テラ シー」 （ 森北出版） ， 「 リ ス ク 学辞典増補改訂版」 （ 阪急コ ミ ュ ニケーショ ンズ） など。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート 課題

期末レ ポート

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

再試験はレ ポート 100%で評価する 。

注意事項
資料は可能な範囲でMoodl eに掲載をし ま すので， 事後学修に活用し て下さ い。 （ 二次利用・ 再頒布の厳禁など， 取り 扱いについては別途指示）

非常勤講師の都合によ り ， コ マの入れ替を行う 可能性がある 。

備考
非常勤講師については， 人事異動によ り 担当者が変更と なる 可能性があり ま す。 （ 非常勤講師は2023年度時点での情報）

リ ン ク
URL

mailto:ykoba@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

（ 常勤教員） 石井圭亮　 医師
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

非常勤講師は地方自治における 土木・ 建築・ 都市計画， 防災に関する 実務経験者である 。

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

（ 常勤教員） 医療の実務・ 災害時対応， ま た都市計画・ 防災対策における 行政等への指導助言の経験等を踏ま えた講義を実施する 。

（ 非常勤講師） 実務経験にも と づく 講義を実施する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R813P044

ナン バリ ン グ

減災デザイ ン・ コ ミ ュ ニケーショ ン( Desi gn and Communi cat i on f or  Di sast er  Mi t i gat i on)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  小林　 祐司

E-mai l    ykoba@oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

災害が多発する 今日， 減災社会を実現する ためにど のよ う なコ ミ ュ ニケーショ ンや取り 組みがある か， ま た我々はどう 関わって行く べき かを理解する 。 ま ず， 減災社会実現

のための諸課題の理解を通じ た制度設計の課題， 施策のあり 方， よ り 適切かつ安全な行動を取り ， 適切なリ ス ク コ ミ ュ ニケーショ ンを実現する ための防災・ 減災教育やフ ィ

ールド ワ ーク の手法について理解し ， その実践を行う 。 そし て， 安全・ 安心なま ちのデザイ ン手法について学び， 実際のフ ィ ールド を設定し ながら 事前復興デザイ ンにも 通

じ る デザイ ン力・ 提案能力を修得する 。

目標1

目標2

目標3 防災・ 減災教育の重要性について理解し ， 社会全体がどのよ う に関わる べき かの提案ができ る 。

目標4 フ ィ ールド ワ ーク を通じ た地域課題が把握でき ， 安心・ 安心なま ちのあり 方・ デザイ ンに対する 提案ができ る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

減災社会実現のための課題が把握でき ， こ れま で学んでき た専門科目と の関連から 課題解決のための提案ができ る 。

安全・ 安心社会のための制度設計についての課題を理解し ， 対応方策の提案ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

減災デザイ ン・ コ ミ ュ ニケーショ ンの目的と 役割1

減災社会に求めら れる 「 デザイ ン」 と は（ 防災・ 減災対策， 避難行動から 事前復興へ）2

減災社会実現のための課題（ 強靱化の政策， 防災施策全般）3

安全・ 安心な社会のあり 方と 制度設計4

防災・ 減災教育の役割と 事例5

防災・ 減災教育のあり 方に関する グループワ ーク 　 ※グループワ ーク ①-16

防災・ 減災教育コ ンテンツ開発　 ※グループワ ーク ①-27

防災・ 減災教育コ ンテンツの提案と 共有　 ※グループワ ーク ①-3　 発表8

安全・ 安心なま ちづく り のための情報収集方法と 表現　 ※グループワ ーク ②-19

減災フ ィ ールド ワ ーク 手法の実践　 ※グループワ ーク ②-210

減災フ ィ ールド ワ ーク 手法の課題　 ※グループワ ーク ②-3　 発表11

安全・ 安心なま ちのデザイ ンの手法と 要件整理　 ※グループワ ーク ③-112

安全・ 安心なま ちのデザイ ン提案と 議論　 　 ※グループワ ーク ③-213

安全・ 安心なま ちのデザイ ン提案と 空間デザイ ン　 ※グループワ ーク ③-314

安全・ 安心なま ちのデザイ ン提案・ 共有， ま と め  ※最終レ ポート 提示15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各回で関連する 資料を配付し ， 講義内容の理解度を深めま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

減災社会の実現を目指すためには， 多様な分野の連携が重要と なり ま す。 日常的にそのよ う な情報に触れ， 多様化する 社会に対し て自分自身はも と よ り 社会は

今後ど う ある べき かを持続的に考える よ う に習慣づけて下さ い。 （ 15h）
準備

学修

事後

学修

講義やグループワ ーク ， フ ィ ールド ワ ーク で学んだこ と や多様な意見を理解し ， 自分自身の考えを整理する こ と に努めて下さ い。 （ 30h）

教科書

適時関連資料を配付し ま す。

参考書

適時関連資料を配付し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループワ ーク 成果

最終レ ポート

80% ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○

再試験はレ ポート （ 100％） で評価する 。

注意事項
フ ィ ールド ワ ーク については時間外に講義時間が設定さ れる 可能性があり ま す。 事前に告知はし ま すが， 情報共有を怠ら ないこ と 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:ykoba@oita-u.ac.jp


都市計画， 防災対策における 行政等への指導助言の経験等を踏ま えた講義を実施する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R813P045

ナン バリ ン グ

地方自治と 減災政策( Local  Aut hor i t y and Pol i cy f or  Di sast er  Mi t i gat i on)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  小林　 祐司・ 五ノ 谷　 精一( 非) ・ 成瀬　 哲哉 ( 非) ・ 小野　 克也( 非) ・ 竹島　 大祐 ( 非) ・ 黒垣

　 圭則( 非) ・ 樋口　 邦彦 ( 非) ・ 後藤　 恒爾( 非)

E-mai l    ykoba@oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

地方自治の仕組みと 役割， 土木に関する 施策， 自然環境保全に関する 施策， 都市計画・ ま ちづく り に関する 施策， 防災・ 減災に関する 施策など それぞれの取り 組みの最新動

向と 課題を学び， 自然環境や地域環境の持続性や今後の取り 組みのあり 方を行政施策と 関係づけて理解を深める 。 そし て， それぞれが学んでき たこ と をいかに社会で果たす

べき かなど の役割を考え， 理解し ， ま た提案する 能力を修得する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

地方自治の仕組みと 減災政策に関する 行政施策と 最新動向を理解する 。

今日的な減災政策の課題を把握し ， その課題解決への提案能力を習得する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン， 本講義の目的（ 小林）1

地方自治の仕組みと 役割（ 大分県建設政策課 五ノ 谷） 　 ※課題レ ポート ①2

土木に関する 施策（ 土木建築部全般， 強靱化に関する 取り 組み） （ 大分県建設政策課 五ノ 谷）3

土木に関する 施策（ 河川・ 砂防） （ 大分県河川課 成瀬）4

土木に関する 施策（ 海岸・ 港湾） （ 大分県港湾課 小野）5

土木に関する 施策（ 交通・ 道路・ 街路） （ 大分県道路建設課 竹島）6

土木に関する 施策（ 農業土木・ 森林保全） （ 大分県農村整備計画課 黒垣）7

土木・ 建設業の取り 組み（ 人材確保・ 育成， 品質確保， 事業評価等） （ 大分県建設政策課 五ノ 谷） 　 ※課題レ ポート ②8

自然環境保全に関する 施策（ 環境影響評価、 他法令の遵守， 事業評価， 建設リ サイ ク ル） （ 大分県建設政策課 五ノ 谷）9

自然環境保全に関する 施策（ 河川: 川づく り コ ンペ・ 道路・ 海岸等の事例） （ 大分県河川課 成瀬）10

自然環境保全に関する 施策（ 農業土木・ 森林保全の事例） （ 大分県農村整備計画課 黒垣）  ※課題レ ポート ③11

都市計画・ ま ちづく り に関する 施策（ 国土政策， 都市計画） （ 大分県都市・ ま ちづく り 推進課 樋口）12

都市計画・ ま ちづく り に関する 施策（ 景観， 環境など ） （ 大分県都市・ ま ちづく り 推進課 樋口）  ※課題レ ポート ④13

防災・ 減災に関する 施策（ 防災行政全般， 基礎自治体と の連携など ） （ 大分県防災対策企画課 後藤）  ※課題レ ポート ⑤14

講義のま と め（ 今日的課題と 技術者の役割について）  ※最終レ ポート 提示15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各回で関連する 資料を配付し ， 講義内容の理解度を深めま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

地域課題解決のために自治体がど のよ う な取り 組みを行っている のかの情報収集を常日頃から 行う よ う にし て下さ い。 （ 10h）準備

学修

事後

学修

講義で習得し た知識と 社会における 出来事と を対比し ， 課題解決のための方策など をイ メ ージし てく ださ い（ 30h）

教科書

適宜資料を配付する 。

参考書

適宜資料を配付する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート

最終レ ポート

50% ○ ○

50% ○ ○

再試験はレ ポート （ 100%） で評価する 。

注意事項
資料は可能な範囲でMoodl eに掲載をし ま すので， 事後学修に活用し て下さ い。 （ 二次利用・ 再頒布の厳禁など， 取り 扱いについては別途指示）

非常勤講師の都合によ り ， コ マの入替えを行う 可能性がある 。

備考
非常勤講師については， 人事異動によ り 担当者が変更と なる 可能性があり ま す。 （ 非常勤講師は2023年度時点での情報）

リ ン ク
URL

mailto:ykoba@oita-u.ac.jp


○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

非常勤講師は地方自治における 土木・ 建築・ 都市計画， 自然環境， 防災に関する 実務経験者である 。

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

（ 常勤教員） 都市計画， 防災対策における 行政， 地域社会等への指導助言の経験等を踏ま えた講義を実施する 。

（ 非常勤講師） 実務経験にも と づく 講義を実施する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R814P046

ナン バリ ン グ

卒業研究( Graduat i on Thesi s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 8 4年
理工学部理工

学科
通年

氏名  小林　 祐司・ 芝原　 雅彦・ 泉　 好弘・ 北西　 滋・ 永野　 昌博・ 西垣　 肇・ 鶴成　 悦久・ 山本　 健

太郎

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

１ ． 卒業研究の目的

地域環境科学プロ グラ ムで学習し てき た知識を基礎に， プロ グラ ムの研究室に所属し て， 各研究室の専門領域における 研究活動を通じ て専門的知識を深める と と も に， 実践

力・ 応用力を習得する 。 成果物は卒業論文と し てと り ま と める 。

２ ． カリ キュ ラ ムにおける 卒業研究の位置付け

卒業研究は地域環境科学プロ グラ ムでの学習の総ま と めにあたり ， 卒業研究の研究活動はこ れま で学んでき た知識を総動員し ， さ ら に先端的な知識を自ら 習得し ていく こ と

目標1

目標2

目標3 自然科学・ 地域環境科学分野の新たな課題を探求し ， 問題を整理・ 分析し ， 多面的に考える こ と ができ る 。

目標4 自ら の考えや論点を正確に記述表現し て発表し ， 議論する こ と ができ る 。

目標5 研究者・ 教育者と し ての責任と 社会に及ぼす影響について考える こ と ができ る 。

目標6 自ら 学習目標を立て， 適切に情報や新たな知識を獲得し ， 継続的に学習する こ と ができ る 。

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

広い自然科学・ 地域環境科学分野の専門知識・ 技術を理解し ， こ れら を応用する こ と ができ る 。

個人ま たはチームによ り ， 課題を検討し , 期間内に計画的に研究を遂行し ， ま と める こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

卒業研究の形式・ 進め方（ 4月）1

研究課題の確定と 全体ス ケジュ ール， 既往研究のレ ビュ ー（ ～7月）2

基礎技術の習得と データ の収集整理など （ ～9月）3

研究の背景や目的の整理， 分析方法の検討（ ～9月）4

その他必要な作業・ グループワ ーク ・ 実地調査等， ゼミ の実施（ ～9月）5

中間発表と 要旨の提出（ 9月末）6

分析手法の検討と 実施（ 10月～1月）7

その他必要な作業・ グループワ ーク ・ 実地調査等， ゼミ の実施（ 10月～1月）8

得ら れた結果の集約と 説明（ 10月～1月）9

卒業論文の作成（ ～2月）10

卒業論文と 要旨提出・ 卒業論文発表会（ 2月）11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

卒業研究における ディ ス カッ ショ ン、 プレ ゼンテーショ ンおよ びレ ポー

ト 作成。

毎週行われる ゼミ や演習など で問題点の討論を行い， 実践的な

能力を身につける 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各研究室で指示する 。 （ 120h）準備

学修

事後

学修

各研究室で指示する 。 （ 60h）

教科書

各担当教員が適宜指示をする 。

参考書

各担当教員が適宜指示をする 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

卒業論文

卒論発表

50% ○ ○ ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○ ○ ○

再試験についても 同様の割合で評価する 。

注意事項
卒業研究を履修する ためには， ３ 年次終了時に卒業研究着手要件を満たし ている こ と が必要。

通年の科目である ため， 指導教員から の連絡事項等に注意する こ と 。

備考

リ ン ク
URL



R813P047

ナン バリ ン グ

外書講読( Readi ng Regi onal  Envi r onment  Sci ence i n Engl i sh)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 4年
理工学部理工

学科
通年

氏名  小林　 祐司， 芝原　 雅彦， 永野　 昌博， 泉　 好弘， 西垣　 肇， 北西　 滋

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

地域環境科学およ び自然科学に関連する 外国語論文の講読を行い， 外国語論文を読む能力を身に付ける 。 ま た， 卒業研究を行う 際に， 外国語の文献から も 情報が得ら れる よ

う に， 文献の検索方法， 文献の管理方法についても 修得する 。 ま た， 学生の卒業研究に関連する 外国語文献を複数読み， それら のレ ビュ ーを作成し ， 発表する こ と で， 卒業

研究に関する 基礎知識， 基礎能力を養う 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○研究室も し く はグループ単位での外国語文献等の購読を通し て卒業研究に直接関係する 基礎知識， 基礎能力を得る こ と

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

外書購読の形式・ 進め方のガイ ダンス1

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論2

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論3

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論4

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論5

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論6

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論7

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論8

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論9

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論10

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論11

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論12

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論13

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論14

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論15

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論16

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論17

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論18

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論19

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論20

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論21

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論22

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論23

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論24

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論25

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論26

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論27

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論28

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論29

各研究室の研究テーマに従った外国語文献の輪講、 発表、 議論30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ディ ス カッ ショ ン， プレ ゼンテーショ ン， レ ポート ， 輪講

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

あら かじ め外国語論文を読み、 内容の理解と 発表のためレ ポート 作成や発表準備を行う ( 40h) 。準備

学修

事後

学修

外書輪講のディ ス カッ ショ ンで学んだ内容をも と に、 授業の内容をま と める ( 40h) 。

教科書

各指導教員によ り 適宜紹介する 。

参考書

各指導教員によ り 適宜紹介する 。



成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート

発表

50% ○

50% ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL



R843P048

ナン バリ ン グ

有機化学( Organi c Chemi st r y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  芝原　 雅彦

E-mai l    mshi ba@oi t a-u. ac. j p   内線   7553

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

有機化学の基礎と なる 有機化合物の体系と 種類、 分子における 化学結合論、 およ び分子構造論を学び、 その上で、 アルカン、 アルケン、 アルキン、 ベンゼンと その誘導体、

鏡像異性体、 ハロ ゲン化物、 アルコ ールと エーテル、 カルボニル化合物、 カルボン酸と その誘導体、 およ びアミ ン等の各種官能基の性質を理解し 、 こ れら の性質が化学反応

と どのよ う に関連付けら れる かについて学ぶ。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○有機化合物の構造と その特性およ び反応性について理解でき る よ う になる こ と を目標と する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

有機化合物の体系と 種類1

価電子と 共有結合2

混成軌道3

立体配座と 立体配置4

結合の極性と 共鳴5

アルカンと シク ロ アルカン6

アルケンと アルキン7

ベンゼンの構造と 芳香族炭化水素8

鏡像異性体9

ハロ ゲン化合物10

アルコ ールと エーテル11

芳香環に置換し た官能基12

カルボニル化合物13

カルボン酸と その誘導体14

アミ ンと 窒素化合物15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義中に演習問題を解かせ学生の理解度を確認する 。 ま た， 課題を解く

こ と で理解力を深める 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

あら かじ め教科書を読み， 自ら 課題をみつける ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

講義内容を復習し ， 課題レ ポート ( 30h) によ り 理解を深める 。

教科書

演習でク リ ア　 フ レ ッ シュ マン有機化学　 小林啓二著　 2012年（ 裳華房）

参考書

高校化学の教科書， 図説， およ び学習指導要領

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート

定期試験

30% ○

70% ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:mshiba@oita-u.ac.jp


R842P049

ナン バリ ン グ

化学実験( Chemi st r y Labor at or y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  芝原　 雅彦・ 大上　 和敏

E-mai l    mshi ba@oi t a-u. ac. j p,  kazuoue@oi t a-u. ac. j p   内線   7553,  7302

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

基礎的な化学実験を通し て、 基本的な薬品の知識、 実験器具の取り 扱い、 実験結果の処理ができ る よ う になる 。 具体的には、 金属陽イ オンの分析（ Ⅰ族から Ⅵ族） 、 中和滴

定、 キレ ート 滴定、 ヨ ウ 素滴定、 有機化合物の分離、 アセチルサリ チル酸の合成、 メ チルオレ ンジの合成を行い、 化学の基礎的な実験知識と 操作について学ぶ。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○基礎的な化学実験を通し て， 基本的な薬品の知識， 実験器具の取り 扱い， 実験結果の処理ができ る よ う になる 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

化学実験における 諸注意1

金属陽イ オンの分析（ Ⅰ族）2

金属陽イ オンの分析（ Ⅱ族）3

金属陽イ オンの分析（ Ⅲ族）4

金属陽イ オンの分析（ Ⅳ族）5

金属陽イ オンの分析（ Ⅴ族）6

金属陽イ オンの分析（ Ⅵ族）7

容量分析の器具の取り 扱いおよ び数値の取り 扱い8

中和滴定9

水酸化ナト リ ウ ムと 炭酸ナト リ ウ ムの混合溶液の分析10

キレ ート 滴定11

ヨ ウ 素滴定12

有機化合物の分離13

アセチルサリ チル酸の合成14

メ チルオレ ンジの合成15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実験中に実験ノ ート に観察さ れた現象， 工夫点， 留意点を記入さ せ， そ

れら を纏めて実験レ ポート に反映さ せる 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

あら かじ め実験書を読み， 使用する 器具・ 試薬の取扱い， 反応や実験操作について理解し ておく ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

実験中に記録し た実験ノ ート をも と に， 操作， 反応， 結果についての考察を実験レ ポート にま と める ( 30h) 。

教科書

プリ ント 配布

参考書

学習指導要領， イ ラ ス ト で見る 化学実験の基礎知識　 第3版　 飯田隆他著　 2009年（ 丸善） ， JI Sｋ ０ １ ０ ２ 　 工場排水試験法

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実験レ ポート

最終レ ポート

80% ○

20% ○

注意事項
白衣を着用する こ と 。 必要に応じ て保護メ ガネを使用する こ と 。 実験に適し た服装， 靴を着用する こ と 。 欠席は認めま せん。

備考

リ ン ク
URL

mailto:mshiba@oita-u.ac.jp
mailto:kazuoue@oita-u.ac.jp


R843P050

ナン バリ ン グ

応用生物学( Appl i ed Bi ol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  泉　 好弘

E-mai l    yi zumi @oi t a-u. ac. j p   内線   7577

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

動物のク ロ ーン技術， 植物組織培養， 遺伝子組換えなど について， 個々の事例を生物学的背景と と も に解説する 。 応用例についても 紹介し ， 有効性や問題点などについて解

説する 。

目標1

目標2

目標3 バイ オテク ノ ロ ジーの応用例について， その問題点について説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

バイ オテク ノ ロ ジーの個々の事例について， その生物学的背景や意義について説明でき る 。

バイ オテク ノ ロ ジーの応用例について， その有効性（ 将来性） について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

動物のク ロ ーン技術1

ES細胞と i PS細胞2

ク ロ ーン技術の再生医療への応用3

植物組織から のカルス 誘導（ 脱分化）4

カルス から の不定胚形成5

成長点培養6

人工種子7

半数体植物の育成8

有用物質の大量生産9

胚培養10

プロ ト プラ ス ト の単離と 培養11

細胞融合12

遺伝子組換え技術13

遺伝子組換え作物の事例14

遺伝子組換え作物の安全性と 問題点15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

指名発問
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配付資料等の情報を必要に応じ て予習する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

授業ノ ート を整理し ， 授業内容をま と める ( 15h) 。

授業ノ ート や配付資料を用いて復習する ( 15h) 。

教科書

教科書は指定し ない。

授業中に配布する プリ ント を使用する 。

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

試験

レ ポート

80% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

注意事項
特になし

備考
特になし

リ ン ク
URL

mailto:yizumi@oita-u.ac.jp


R843P051

ナン バリ ン グ

地理情報システム（ Ｇ Ｉ Ｓ ） ( Geogr aphi c I nf or mat i on Syst em)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  小林　 祐司

E-mai l    ykoba@oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

今日， 地理情報シス テム（ GI S) は経済社会， 都市計画， 防災・ 減災対策など において欠かせないシス テム（ ツ ール） と なっており ， 地理情報シス テム（ GI S) の概念， データ

構造， 分析手法を理解する 。 そし て， 地域における 諸課題を空間的かつ統計的手法も 活用し ながら 把握する 能力を修得し ， かつ可視化・ 分析する 応用能力と 自然環境や防災

・ 減災における 課題解決のためのデザイ ン力を修得する 。

※ソ フ ト はフ リ ーソ フ ト の「 QGI S」 を使用する 。

目標1

目標2

目標3 地理情報シス テム（ GI S） における 基本的機能と 分析手法について理解・ 活用ができ ， その応用力を習得する 。

目標4 空間データ の統計的分析への展開と 適切かつ効果的な可視化ができ る 応用力を習得する 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

地理情報シス テム（ GI S） の概念や社会での活用分野について理解する 。

地理情報シス テム（ GI S） で利用する 空間データ を取得と 活用， 可視化ができ る 能力を習得する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

地理情報シス テム（ GI S） の概念と 活用・ 応用分野1

地理情報シス テム（ GI S） の仕組み（ QGI Sの活用）2

GI Sのデータ 構造（ 地図データ と 属性データ 他） ， 空間データ ベース ， 空間座標と 座標参照系3

空間データ （ ラ ス タ ーデータ ， ベク タ ーデータ ） の入手4

空間データ （ ラ ス タ ーデータ ， ベク タ ーデータ ） の作成・ 加工・ 統合・ 修正5

空間データ （ ラ ス タ ーデータ ， ベク タ ーデータ ） の分析， 統計処理　 ※課題レ ポート ①6

可視化手法， 視覚的伝達， 可変単位地区問題7

基本的な空間解析（ 計測， オーバーレ イ など の空間解析手法）8

ネッ ト ワ ーク データ の構築と 分析　 ※課題レ ポート ②9

領域分析（ バッ フ ァ ， ボロ ノ イ 分割， ド ロ ーネ三角網など ）10

点データ の分析（ 点密度， カーネル密度推定法， 近傍解析など ） 　 ※課題レ ポート ③11

ラ ス タ ーデータ の分析， リ モート センシングデータ の活用12

地形データ の作成と 活用　 ※課題レ ポート ④13

空間相関分析， 空間補間14

災害ハザード のデータ と 分析（ 人口分布や施設立地と ハザード の関係）   ※期末レ ポート の提示（ 最終課題）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

課題レ ポート の発表など を通じ て， データ 活用や可視化の手法

について共有し ， 能力向上を図る 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

GI Sの利活用分野は多岐にわたり ま す。 情報の可視化やデータ の所在など について日常的に情報収集する 習慣をつけてく ださ い。 ま た， GI Sのス キル向上のため

にも アプリ ケーショ ンの操作に慣れる よ う に努めて下さ い。 （ 15h）
準備

学修

事後

学修

各講義で学んだ分析方法・ 可視化手法， 操作方法を復習し て， ス キル向上に努めて下さ い。 （ 30h）

教科書

適宜資料を配付する 。

参考書

「 QGI S入門」 （ 古今書院） ， 「 地域研究のための空間データ 分析入門」 （ 古今書院） ， 「 QGI Sの基本と 防災活用」 （ 古今書院） など

GI S実習オープン教材　 ht t ps: //gi s-oer . gi t hub. i o/gi t book/book/

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート

期末レ ポート

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

再試験は， レ ポート 100％で評価する 。

注意事項
毎時間PCを持参する こ と 。

OSはWi ndows， Macどちら でも 可。 ただし ， GI S上で展開する ためには， Wi ndows環境が必要な場合がある ので， その際は学生間相互で協力する こ と 。

備考

リ ン ク
ht t ps: //qgi s. or g/j a/si t e/URL

フ リ ーソ フ ト 　 QGI S

mailto:ykoba@oita-u.ac.jp
https://gis-oer.github.io/gitbook/book/
https://qgis.org/ja/site/


都市計画行政への指導助言の経験等を踏ま えた講義を実施する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R843P052

ナン バリ ン グ

応用生物学実験( Labor at or y Appl i ed Bi ol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  泉　 好弘・ 北西　 滋

E-mai l    yi zumi @oi t a-u. ac. j p， ki t ani shi @oi t a-u. ac. j p   内線   7577,   7008

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

バイ オテク ノ ロ ジーに関連する 植物組織・ 細胞培養，  DNA解析， 制限酵素の実験を行う と と も に， 実験の準備方法やデータ 解析法について解説する 。

目標1

目標2

目標3  DNA解析や制限酵素処理に関する 実験の方法を説明でき る 。

目標4  DNA解析や制限酵素処理に関する 実験を独力で実施でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

植物組織・ 細胞培養に関する 実験の方法を説明でき る 。

植物組織・ 細胞培養に関する 実験を独力で実施でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

カルス 誘導と 再分化 I （ カルス 誘導培地の作成）1

カルス 誘導と 再分化 I I （ 外植片の植え込み）2

カルス 誘導と 再分化 I I I （ カルス の観察）3

カルス 誘導と 再分化 I V（ 再分化培地の作成）4

カルス 誘導と 再分化 V（ 再分化培地への植え込み）5

カルス 誘導と 再分化 VI （ 不定胚形成過程の観察）6

プロ ト プラ ス ト の単離と 培養 I （ 培養用培地の作成など ）7

プロ ト プラ ス ト の単離と 培養 I I （ プロ ト プラ ス ト の単離）8

プロ ト プラ ス ト の単離と 培養 I I I （ プロ ト プラ ス ト 由来カルス の観察）9

マイ ク ロ ピ ペッ ト の誤差推定10

動物細胞から のDNA抽出11

DNAの増幅と 電気泳動12

塩基配列の決定13

塩基配列データ の解析14

制限酵素処理と プラ ス ミ ド の物理地図作成15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実験・ 観察， 指名発問
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前に配布する 資料を読んで， 実験内容を把握する （ 15ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

実験ノ ート を整理し ， レ ポート を作成する ( 30h) 。

教科書

教科書は指定し ない。

事前に配布する プリ ント を使用する 。

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート

授業（ 実験） 中の態度

80% ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○

注意事項
遅刻厳禁

備考
特殊な実験器具や実験機器を使用する ため， 履修希望者が許容人数を超える 場合には抽選を実施する 。

履修条件： 分子生物学と 応用生物学の単位を取得済みの者に限る 。

リ ン ク
URL

mailto:yizumi@oita-u.ac.jp
mailto:kitanishi@oita-u.ac.jp

